

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　お隣さんとお兄さん







　どうしてだろう。

　どうして、二十四歳の会社員である俺の家に、制服を着た女子高生がいるんだろう。

「肉じゃが美味おいしいね～。お兄さん料理スキルにポイント振りすぎじゃない？」

　そう言って人にん参じんだけを俺の器に放り込む女子高生の花はな咲さき七なの葉は。

　この間アパートのお隣に引っ越してきた七葉は、いつの間にか俺の部屋に入り浸るようになっていた。本当になんでだよ……。

「人参もちゃんと食えよ……」

「人参って凄すごい健康に良いんだよ？　いつもご飯食べさせてもらってるし、お兄さんに私の分の健康を分けてあげてるんだよ」

「屁へ理り屈くつはいいから食え」

　入れられた人参を七葉の器に全て返す。

　ムスッとした七葉だったが、何な故ぜかニマニマし始めた。

「何笑ってんだ」

「お兄さん、大胆だね～」

　何を言っているのかわからなかった。

　ただいつものこのニマニマした笑い方は、良い予感がしない。だって七葉がこうやって笑う時はいつも──。

「それ、お兄さんが使ったお箸でしょ？　間接キスじゃん」

「ばっ、馬鹿ちげぇよ！　無意識だ！　誤解だ！」

　まただ。また七葉に揶揄からかわれた。俺の方が七つも歳とし上うえだと言うのに、いつも揶揄われて遊ばれている。

　どうやらこの女子高生は、俺を揶揄うのが好きらしい。なにが楽しいんだよ。

「にっしし～。華のＪＫになんてことしてくれんだよ～。仕方ないな～、この美味しい肉じゃがに免じて許してやろう！」

　そう言って、七葉は俺のお箸で入れた人参をパクッと口に放り込んだ。大胆なのはどっちだよ、くそっ。

「うん、やっぱり人参は不味まずいね」

「人参農家の方たちに謝れ」

　いつからかこんな風に、七葉は俺の部屋に入り浸るようになった。

　最初はもっと大人しかったのに、いつからこんなにウザくなったんだろう。そう思い、思い返してみたが最初からウザかった気がしてきて、思い出すのをやめた。

　──ピロリンッ

　流石さすがは華のＪＫといったところだ。俺と違って七葉のスマホはよく鳴っている。

「ん、ねぇねぇお兄さん」

「なんだ」

　毎週面白くて見ているバラエティ番組を見ながら答えた。

　普段あまりテレビは見ないけど、これだけは毎回逃さずに見ている。

　子供の頃から母さんと一緒に見ていたのを思い出すな……。

「チャンネル変えるね」

　変えてもいい？　じゃなくて変えるね？　ここ俺んちなんだが……。

　当たり前のようにテレビのリモコンに手を伸ばしてチャンネルを変える七葉。こいつ……。

「自分ちで見りゃいいだろうが」

「もー始まっちゃうし肉じゃが食べてるもん」

　じゃあ自分ちで飯食えよ。このアホ七葉。なんて言ったらまた腹いせに揶揄われそうだったから心に留とどめておくことにした。

「なんだ、これ」

　七葉が指定したチャンネルが映すのは、どうやらドラマのようだ。

　オープニングの映像が流れ始めて、タイトルと共に最終回という文字が映し出される。

「オジ恋。今超流行はやってて、めっちゃキュンキュンするんだ」

　オジ恋。オジさんと恋しちゃダメですか？　というタイトルの略らしい。

　そういえば誰かが話していたのを聞いた、ような気がする。しらんけど。

　内容はどうやら一人暮らしのオジさんの隣に引っ越してきた大学生の女の子が、援助交際を目的に近づいて、断られた上に優しくされて惚ほれてしまったという内容らしい。次第に惹ひかれあっていく二人にキュンキュンが止まらない！　という誘い文句がネットの記事に書いてある。

「え、なに調べてんの？　もしかして知らなかったの？　時代遅れすぎない？　オジさんなの？」

「うるせぇ、俺はまだ二十四だぞ。見たらとっとと帰れよ」

　食べ終わった食器を片しながら、中身が無くなりかけていた七葉のコップに冷えたお茶を入れた。

「ありがと。もしかして優しくして私を惚れさせようとしてる？」

「アホか」

　こいつに構っていてはアホがうつる。

　さっさと洗い物を済ましてしまうために、台所に向かった。

　洗い物を終えて、七葉の方を見た。まだドラマに夢中みたいだし、風呂に入るとしよう。

　普通に考えれば客が来ているのに何も言わずに風呂に入るのは非常識に思える。

　でも、普通じゃないのはこいつだ。

　隣だからと、どこからか入ってくることが多々ある。

　鍵を閉めたはずなのに、どうやっているのか勝手に開けて入ってくる。まじでなんなんだよこいつ……。




　風呂から上がると、どうやらドラマは熱いシーンに入ったようで、七葉が食い入るように画面に夢中だ。

「目悪くなるぞ。ちょっと離れろ」

「うーん。お兄さんも見なよ、今から告白のシーンっぽいよ」

「告白ねぇ……」

　自分には無縁だから、恋愛ドラマなんて見たことがなかった。でも七葉は女子高生だし、やっぱり恋愛とかすんのかな。

『私、貴方あなたが好き！　歳の差なんて関係ない！　周りの声なんて関係ない！　私は貴方じゃなきゃダメなの！』

『ダメだよ、僕らは結ばれちゃいけないんだ。だって二十も歳が離れてるだろ？　僕らが良くても、社会が許してくれないよ……』

　二十も離れてるのかよ……。

　画面を見ると、オジさんは思った以上にオジさんだった。

　生え際は後退しているし、お腹なかには肌に覆われたバランスボールがある。顔は脂でテカテカだ。これ本当に流行ってんのかよ……。

『貴方が私を選んでくれないなら……私……死ぬっ！』

　女性が屋上に身を乗り出す。そうか、これがメンヘラというやつか。

『わ、わかった！　わかったから！　僕も君が好きだ！　愛している！』

　汗をダラダラ垂らしながら、女性を抱きかかえて屋上から飛び降りることを阻止したオジさん。

　なんだよこのドラマ……。

「ねぇお兄さん」

「ん」

　ドラマのせいでつい放心状態に陥っていた俺は、七葉の呼びかけに凄く冷めた反応をしてしまった。

「この二人、まるで私たちみたいだね？」

　俺がこのオジさんと同じ？

　そうか、そうやって俺を揶揄うつもりだな。

　こいつの考えは単純だな。残念だが今日は俺が勝たせてもらう。

「はいはい」

「私たちも……恋、しちゃう？」

「えっ……！」

　生え際とか、脂とか、そういうところを似ていると煽あおって来ているのかと思っていたが、違ったらしい。

　七葉は俺を押し倒して、顔をどんどん近づけてくる。

　凄く良い匂いで、息のかかるほどの距離で肌の温ぬくもりが少し感じられた。

　相手は女子高生だ。

　もし何かあれば俺が社会的に死ぬ。それだけは避けなければならない。

「ねぇ、お兄さん。いい……よ？」

　待て待て待て。何がいいんだ、ナニしようとしてるんだ。

「ちょ、ちょっとまて、ちょ、おまっ、ちょまてよ！」

　床ドンされて逃げられない。まさか女子高生に襲われる日が来るなんて思っていなかったから、緊張で声が裏返る。

「ぷっ」

「……!?」

　突然七葉が吹き出して、笑いをこらえているのか顔を隠してヒクヒクしている。

「あはははははっ！　照れた？　今照れたよね？　ちょまてよってチムタクじゃん！」

「て、てめぇ……」

　またやられた。こいつはいつもこうして俺を揶揄ってくる。一体なにが目的なのかもわからないし、凄く不愉快だ。

　見た目は可愛かわいいのに性格は最悪で、いつも俺にちょっかいかけてはケラケラ笑って帰っていく。まったく……。

「お前は本当、何がしたいんだよ……」

「お兄さんを揶揄って遊んでるだけだよ～。にっしし～」

　だから嫌なんだ。何を考えているのかさっぱりわからない女子高生、花咲七葉。こいつとの日々は、本当に憂鬱で腹立たしくて、でもどうしてか居心地良く感じている俺もいる。全く、七葉が何を考えてるのかわからないな。




　　　　＊＊＊




　今日もいつも通り、ベランダからお兄さんの部屋に忍び込む。

『お兄さん』とは私の住むアパートの隣人である苺いちご谷たに蓮れん太た郎ろうという男性だ。見た目の大人っぽさと名前の可愛さのギャップが堪たまらない。

　お兄さんが帰ってくるのはいつも夕方六時頃だ。それまでに学校から帰ってお風呂を済ましておく。

　お兄さんが帰ってきた時、一緒にご飯を食べるために。

「どうやって入った」

　お兄さんが帰ってきた。私に気付いて不機嫌な声をかける。

　不機嫌なくせに絶対に無む理り矢や理り追い返すことはしないのが、お兄さんの優しいところ。

「にっしし～。内緒っ」

　言うとお兄さんは溜ため息いきをついて、スーパーで買い物してきた荷物を片し始めた。

「手伝うよ～」

　袋から出した物を冷蔵庫にしまう作業を手伝う。こうしているとまるで夫婦のように思う。だってお兄さんが買ってくる食材はいつも、




　──二人分の食材だから。




「ほれ、プリン。昨日食べたがってたろ」

「おっ！　お兄さんやるじゃん！　ありがとねっ」

　昨日お兄さんと見たテレビに美味おいしそうなプリンが映っていて、それを見てプリンが食べたいと言った。まさか覚えてくれているとは思っていなかったけれど。

「お兄さんの分は？」

「俺はいいよ。丸ごと一個食ったら胸焼けするんだ」

「じゃあ半分こしよっ！」

「……おう、さんきゅー」

　お礼を言いたいのは私なのに、お兄さんは本当にお人ひと好よしだ。

　お兄さんからすれば見知らぬ女子高生が突然家に上がり込んできて迷惑してるだろうに……。

　それからお兄さんと私は、一緒にご飯を作った。って言っても私はお米を研いだだけなんだけど。

「肉じゃが美味しいね～。お兄さん料理スキルにポイント振りすぎじゃない？」

　お世辞抜きでお兄さんの作るご飯はいつも美味しかった。

　でも、ただ一つ文句を言うなら私の器に人にん参じんが入っていることだ。

「人参もちゃんと食えよ……」

　私がお兄さんの器に人参を放り込んでいると、お兄さんは困ったように私を見る。

　この困った顔が好きだ。もっといじめたくなってしまう。

「人参って凄すごい健康に良いんだよ？　いつもご飯食べさせてもらってるし、お兄さんに私の分の健康を分けてあげてるんだよ」

「屁へ理り屈くつはいいから食え」

　お兄さんの器に入れた人参が全部戻ってきた。勘弁してほしい。

　お兄さんは自分が口をつけたお箸で、私の器に人参を移す。この人はこういうところ、天然なんだよな～。

「何笑ってんだ」

「お兄さん、大胆だね～」

　お兄さんは、私が何を言っているのかわからない。と、言いたげな表情だ。

　この鈍感男め。ちょっと揶揄からかってやるか。

「それ、お兄さんが使ったお箸でしょ？　間接キスじゃん」

「ばっ、馬鹿ちげぇよ！　無意識だ！　誤解だ！」

　そうそうこの反応が凄く可愛いんだよね～。

　だからいつも揶揄いたくなっちゃう。

「にっしし～。華のＪＫになんてことしてくれんだよ～。仕方ないな～、この美味しい肉じゃがに免じて許してやろう！」

　そう言って私は、お兄さんが入れた人参をパクッと口に放り込んだ。

「うん、やっぱり人参は不味まずいね」

「人参農家の方たちに謝れ」

　私は、お兄さんと過ごす何気ないこの時間が大好きだった。

　だからいつも学校が終われば寄り道せずに忍び込むし、休みの日だって忍び込む。

　ご飯も勝手に食べるし、一緒にテレビも見る。お兄さんはいつも怒るけど、結局は私の分のご飯も用意してくれる。呆あきれるくらいお人好しだ。

　──ピロリンッ

　私のスマホが鳴った。画面を見ると、クラスの友達からだった。

　普段から友達からＬＩＮＥが来ることはよくあるけれど、お兄さんと喋しやべってる時は極力触らないようにしている。

　お兄さんと喋ってる時間の方が楽しいからだ。

『なのはー！　オジ恋って知ってる？　今めっちゃ流行はやってる爆笑恋愛ドラマなんだけど！』

　オジ恋。全く知らなかった。

　話を合わせるためにネットで調べてみると、一人暮らしのオジさんの隣の部屋に女子大生が引っ越してきて、援交目的に近づいたら優しくされて恋に落ちてしまう。という物語らしい。

　画像検索にすると、主役のオジさんが思った以上にオジさんだった。

　テカテカだ……。

　これを見て、私は一つ思いついた。

「ん、ねぇねぇお兄さん」

「なんだ」

　お兄さんが毎週楽しみに見ているバラエティ番組。

　さっきから無表情で見ているが、本当に好きなんだろうか。

　一切笑わないくせにこれだけは絶対に逃さず見ている。

「チャンネル変えるね」

　言ってからリモコンでオジ恋の映るチャンネルを指定した。

「自分ちで見りゃいいだろうが」

　本当は一緒にいたいくせに～。とか思いながら肉じゃがに手を伸ばした。

「もー始まっちゃうし肉じゃが食べてるもん」

　すると、お兄さんは諦めたのか箸を進めながらテレビに目を向けた。

「なんだ、これ」

　オープニングが流れ始めて、オジ恋のタイトル画面が表示される。どうやら今週が最終回らしく、内容は初しよっ端ぱなからさっぱりわからない。

「オジ恋。今超流行ってて、めっちゃキュンキュンするんだ」

　本当はキュンキュンなどしないらしい。友達曰いわく、どうしても主役の俳優がオジさんすぎてキュンキュンできないらしい。

　不思議に思ったのか、お兄さんは慣れない手つきで調べ始めた。

「え、なに調べてんの？　もしかして知らなかったの？　時代遅れすぎない？　オジさんなの？」

　本当は私も知らなかった。

　友達曰く、超笑えるドラマとして流行っているらしい。

　でもお兄さんを揶揄うのは好きだから、煽ってみる。

「うるせぇ、俺はまだ二十四だぞ。見たらとっとと帰れよ」

　口ではキツイことばっかり言うのに、お兄さんは凄く優しい。

　今も無くなりかけていた私のコップのお茶を注つぎ足たしてくれた。

「ありがと。もしかして優しくして私を惚ほれさせようとしてる？」

「アホか」

　お兄さんは鈍感で優しい。

　きっとモテるんだろうな。きっとお兄さんを好きな人はいっぱいいるんだろうな。でも、お兄さんはそのことに気付いてなさそうだ。

　お兄さんは先に食べ終わり、食器を片付け始めた。

　洗い物が二人分一緒にしてしまえるように、私も急いで口の中にかきこんだ。

　洗い物が終わったお兄さんはお風呂に入る。いつも通りだ。

　私がいるっていうのに平気でお風呂に入ってしまうのは、私を恋愛対象として見ていない証拠にも思える。

　同時に、他人なのに信頼されているという少しの優越感もあった。

「目悪くなるぞ。ちょっと離れろ」

　お風呂から上がったお兄さんが私に言った。無意識のうちにオジ恋に夢中になっていたらしい。

　流石さすがにキュンキュンはしないが、それなりに面白かった。

「うーん。お兄さんも見なよ、今から告白のシーンっぽいよ」

「告白ねぇ……」

　興味なさそうに私の隣に座る。

　この座椅子もそうだ。私が忍び込むようになってから、お兄さんが追加で買ってきてくれた。

　嫌がってるのか歓迎しているのかわからない。

『私、貴方あなたが好き！　歳としの差なんて関係ない！　周りの声なんて関係ない！　私は貴方じゃなきゃダメなの！』

　テレビの中で、女子大生役の女優さんが熱演している。

　このオジさんのどこがいいんだろうか。

　話を見ている感じなんの魅力も感じないというのに。

『ダメだよ、僕らは結ばれちゃいけないんだ。だって二十も歳が離れてるだろ？　僕らが良くても、社会が許してくれないよ……』

　二十歳も離れているんだ……。このドラマの作者一体何考えてんだろう。

『貴方が私を選んでくれないなら……私……死ぬっ！』

　う、うわぁ。絵に描いたようなメンヘラさんだ……。

『わ、わかった！　わかったから！　僕も君が好きだ！　愛している！』

　このドラマほんとなんで人気なんだろうか。キュンキュンするわけでもなく、笑うこともなかった。

　なのにどうしてか見てしまう。今度一話から見てみよう。

「ねぇお兄さん」

「ん」

　ドラマのせいだろうか、お兄さんの返事はいつも以上に冷めていて、感情が感じられなかった。

「この二人、まるで私たちみたいだね？」

「はいはい」

　素っ気ない返事でやり過ごそうとするお兄さんに、少しでもドキドキしてもらいたかった。

「私たちも……恋、しちゃう？」

「えっ……！」

　私はお兄さんを押し倒して、襲う前に予あらかじめ緩めておいた制服の襟の中をちらつかせた。

「ねぇ、お兄さん。いい……よ？」

　何がいいのか、そんなこと、この体勢と雰囲気でわからないなんてことはない。いくらお兄さんが鈍感でも、私の色気でイチコロにしてやる。

「ちょ、ちょっとまて、ちょ、おまっ、ちょまてよ！」

　このまま本当に襲ってしまおうかと思った。

　いつもお兄さんは私を大切にしてくれるから、どんなに私が誘惑しても、お兄さんが私に何かしたりはしない。

　だからこそ、私自身が行動しなくては、お兄さんはいつまで経たっても……。




　──私の気持ちに気付かない。




「ぷっ」

「……!?」

　突然吹き出した私に、戸惑いと緊張のような表情で様子をうかがうお兄さん。

「あはははははっ！　照れた？　今照れたよね？　ちょまてよってチムタクじゃん！」

「て、てめぇ……」

　またやってしまった。私はいつもこうしてお兄さんを揶揄ってしまう。

　本当は『好きだ』と伝えたいのに、いざとなったらこうやって誤ご魔ま化かしてしまう。

　口が悪い時もあるけど、本当は凄すごく優しい人。

　今は好きな人がいないみたいだけど、いつ彼が好きになる女性が現れるかもわからない。

　だから私は変わりたい。ちゃんと好きだと伝えたいのに──。

「お前は本当、何がしたいんだよ……」

「お兄さんを揶揄って遊んでるだけだよ～、にっしし～」

　鈍感な彼は、私の気持ちには気付かない。
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一話　雨と幼おさな馴な染じみ







「また雨か……」

　梅雨だから、当然天気は雨一色。

　こんな日にはできるだけ外出は控えたいところだが、どうしようにも食材が無さすぎた。

　仕方なくスーパーに出向くことになり、少し前にアメゾンで買った値の張る傘をさしてアパートを出た。

　今日は日曜日で、七なの葉はのやつも休みだろう。アパートを振り返って、七葉の部屋の扉を見た。

　俺は今なんであいつの部屋を見たんだろう。なんて考えながら、スーパーへと向かった。

　七葉は休みの日ですら俺の部屋に忍び込んでくる。

　友達と遊びに行けばいいのに、そこまでして俺を揶揄からかいに来るのは、余程俺のことが嫌いな証拠だろう。

　数分歩くと、いつものスーパーが見えた。

　中に入ると、外のジメジメした空気を忘れさせてくれるエアコンの心地良い風が当たる。

　このスーパーは俺と七葉が住むアパートから一番近くて、地域でも一番賑にぎわっているスーパーだ。

　勿もち論ろん安くて品しな揃ぞろえも豊富。だから、いつもここを利用しているわけだが、今度からは少し離れた場所にするのもいいかもしれない。

　だって、このスーパーでいつものアイツが俺を見てニマニマしていたから。

「あっれぇ～？　お兄さんじゃん。何、買い物？」

「帰る」

「ちょちょちょちょっ！　何言ってんの、別に何もしないからっ！」

　俺が帰ろうと踵きびすを返すと、凄い勢いで走ってきた七葉に腕を引かれる。

　こいつの何もしないはつまり、そういうことだ。なによりこの表情が全てを物語っている。

「……はぁ。わかったよ、じゃあ邪魔すんなよ」

「あったりまえじゃーん。お兄さんは私をなんだと思ってんの？」

「悪魔」

「さいってー！」

　そんないつも通りの会話を交わしながら、俺たちは数多くの野菜が陳列されている場所に来た。

　そこはスーパーの中で最も家庭的な人間が訪れる場所であり、そこに七葉がいることが不思議で仕方なかった。

「七葉、お前料理すんのか？」

「んー、偶たまにね！　だってほとんどお兄さんが作ってくれるじゃん？」

　作ってくれる？　ちげぇよ、作らされてんだよ。

　そんなに可愛かわいくこっち見てもダメだからな。

「お前が勝手に来るんだろーが」

「あはっ、そうだっけ？」

　だから可愛く言ってもダメだっての。

　なんやかんやでスーパーをぶらついていると、七葉にとっては因縁の橙だいだい色いろのアイツが見えてきた。

「げっ、キャロットさんじゃん。いらんいらん、あっちいけ」

「人にん参じん買っとくか」

　俺が人参をカゴに入れると、普通なら関係ないはずの隣人である七葉が歪ゆがんだ顔になる。

　どうして隣人であるこいつが食べるの前提なんだろうか。

「人参嫌なら自分で作って食えばいいだろ。俺んちで食うなら人参入れるからな」

　これで人参が食べられない七葉は俺の部屋に来ない。そして七葉は人参を食べずに済むんだから、ウィンウィンというやつだ。

「だったら今日は私が作ってあげるよ。お兄さんの胃袋掴つかんで離さないからね～」

　作ってくれると言うのなら、楽だし甘えさせてもらうことにするか。

　いつもご馳ち走そうしてる分、どんな料理でもてなしてくれるのか楽しみだ。

「何作ってくれるんだ？」

「んーとね、ハンバーグとか？」

「作れんのか？」

　お世辞にも七葉からは料理できそうなイメージは湧かない。

　オムライスすらできなそうな勢いのズボラオーラを放っている。

「なめんじゃないよぉ！　あたしゃー家庭科の成績毎年三だよ!?」

「三かよ。並じゃねぇか」

　そんな会話をしていると、近くにいた主婦の会話が聞こえてきた。

「随分若い夫婦ね？」

「ほんとだ。若いっていいわねぇ」

　その会話が聞こえてきて、俺の少し前を歩く七葉が少し俯うつむいた。

　そりゃそうだろう。毎日嫌がらせをしているくらい大嫌いな奴やつと夫婦だと思われたんだ。そりゃあ落ち込むさ。

「おい、七葉。もうお前離れて歩け」

　言うと、七葉は振り向かずに首を横に振った。表情が見えないが、耳が少し赤いのは見えて、きっとそれは主婦たちの会話に怒っているからだろう。

　嫌いな奴と夫婦だなんて、御免だ、と。

「いいよ別に。どうせ他人でしょ？　私はもう会うかもわからない他人より、今から、これから関わっていくお兄さんを選ぶよ」

　そこまでして変わらない信念のもと、俺に嫌がらせをしていたのか……。なら尚なお更さらムカつくな、こいつ。

「……はぁ。まぁあれだ、ちょっと場所変えるか。調味料とか見ときたいんだが」

「うん。いこっ」

　最後まで表情を見せてくれないまま、七葉は調味料コーナーへと駆けていった。

　買うものも全て集め終わり、俺たちは二人でレジに並ぶ。

　持ってきたカゴは、一つだ。

「私出すよ」

「いいよ、俺のも入ってるし。それに今一万円札しかねぇんだ」

　本当は小銭も千円札もしっかりあった。

　でも七葉は高校生だ。どういう訳か知らんが高校生が一人暮らしをしている。

　俺が高校生だった頃のことを思い出すと、スーパーでの会計なんて大金だった。

　だから出させるわけにはいかないと思った。

「そっか、ありがとう。じゃあ料理は私が作るから」

「おう、頼んだぞ」

　何な故ぜだかさっきから妙に素直なのが怖い。後でどんな嫌がらせをされるのか考えるだけでハンバーグどころではなかった。

「仲の良いご夫婦さんですね？」

　突然、レジのおばさんが話しかけてきた。どうやらまた俺たちは夫婦だと思われたらしい。贔ひい屓き目めに見てもカップルとかじゃないのな。それに夫婦の会話じゃないだろうに。

「ありがとうございます～。先月入籍致しまして～」

「あらそうなんですね！　お幸せで何よりです」

　なんでこいつ息するように嘘うそつくんだろうか。

　その設定のおかげでこのスーパー使えなくなっちゃったらどうしてくれんだよ。

　これから来るたびに今日は奥さんご一緒じゃないんですね、とか言われちゃうだろうが。

　俺が商品を袋に詰めていると、ニマニマしながら七葉が寄ってきた。

「ねぇねぇお兄さん。私たち夫婦だって」

「アホか。ただの隣人だろ」

「またまた～、照れちゃって～。何？　結婚する？」

　あぁ、またウザくなってきた。

　さっきまで元気なさそうにしてたのはなんだったんだよ。

　耳真っ赤にするくらい怒ってたんじゃねぇのかよ。

「しねぇよ」

「にっしし～。帰ってハンバーグ作ろっか」

「だな」

　二人で荷物を分担して持ち、出口に向かう。

　分担とは言っても八割くらい俺が持っている。まぁ別に軽いからいいんだが。

「降ってるね。傘あるの？」

「ああ。さして来たからな。……ってあれ？」

　無い。出口の傘立てに入れてあった俺の傘が無い。

「どうしたの？」

「俺の傘がない。こりゃ盗まれたな……」

　ここらじゃよくある話だ。

　というか、ここらじゃなくてもあるんじゃないだろうか。

　ちょっとコンビニに入って戻ると傘が無いなんて、都心でも田舎でもよくある話だと思う。コンビニじゃなくてスーパーだけど。

　せっかくアメゾンでちょっと高いやつを買ったのに、残念だ。

「じゃあ相合傘して帰ろっか？」

　まただ。これで俺がそうしようと言えば揶揄ってくるに違いない。

　俺はそんな見え見えの誘いには乗らないぞ。

「いいよ、そんなに遠くねぇし走る」

「ダメ。風邪ひくよ？　もしそれでも走って帰るなら、私の傘使って。私は濡ぬれて帰るから」

　そうやって優しいふりをしようとしてもダメだ。俺は騙だまされない。

　過去にこうやって何度騙されたことか。

　だから俺は、家までの距離を走り抜けるために足首のストレッチを始めた。

「ねぇ聞いてる!?　本当にダメだからね!?　明日も仕事でしょ？　風邪ひいちゃうから！」

「大丈夫だよ。お前だって明日学校だろ。傘さして濡れないように帰れよ」

　ストレッチも終えて、さぁ走ろうかと思った時だった。俺の横をすり抜けて、七葉が雨の中を駆け出した。

「おい七葉！」

「お兄さんが走るなら私も走るっ！　ダメだって言うなら相合傘しなさいっ！」

　どうやらこれは揶揄からかいでも何でもないらしい。

　俺は七葉のことを少し誤解していたのかもしれない。だから、素直に七葉に従うことにした。

「ほら、濡れるぞ。入れよ」

　七葉が俺の足元に放っていった傘を拾い、さして七葉と並ぶ。肩が当たる距離で、小さな七葉の傘に二人で収まる姿は、周りからみれば仲の良いカップルに見えるのだろうか。

「最初からそうしなよ。仕方ないから今日は揶揄わないであげる。だから一緒に帰ろ？」

　こうして偶に懐いてくる七葉は凄すごく可愛く見える。いつもの悪魔的な態度が無ければもっと可愛く映るんだろうが、それは仕方ない。それが彼女の在り方であり、俺と七葉を繋つないできた一種の絆きずなでもある。
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「ああ。できればこれからも揶揄うのはやめろよ」

「それは無理だよ～、にっしし～」

　少し頬ほおが赤い七葉を見て、以前幼おさな馴な染じみの純じゆんが言っていたことを思い出した。

　相合傘で二人とも濡れないってのはほぼ不可能らしく、一人が肩を外に出せば、もう一人が濡れなくて済むみたいだ。

　そして、相合傘をしている男女を見てあいつはこう言った。

『相合傘って、濡れてる方が惚ほれてるらしいぜ』

　そんなことを思い出しながら帰る道は、梅雨らしくジメジメしていて──。

「お兄さん、肩濡れてるよ？　もっとくっついて」

「あ、お、おう」

　俺は別に、七葉に惚れてなんて……いない。




　右肩がびしょ濡れの状態で帰宅した俺は、冷蔵庫にスーパーで買ってきた食材を入れる。七葉は宣言通りハンバーグを作るつもりらしく、作り方をスマホで調べている。自信満々にできると言っていたわりにすっごい画面凝視してる。なんかぶつぶつ言ってるし。

「ほんとにできんのか？」

「大丈夫だって～、お兄さんはテレビでも見て待っててくれていいよ！　私が世界一のハンバーグでお兄さんの胃袋を掴つかんじゃうかんねっ！」

　そもそも作り方を理解していなかったから、材料も買えていないんじゃないだろうか、そう思って七葉が選んだ食材を見てみる。

「挽ひき肉にく、玉ねぎ、ナツメグ、へぇ、ちゃんとしてんじゃねぇか」

　そういえばスーパーで何度かスマホと睨にらめっこしていたな。卵とパン粉が俺の家にあることを七葉は知っていたから、買わなかったんだろう。

　なんで隣人に家にあるものを把握されてるんだろう。この状況にもう少し疑問を持った方がいいな。

　七葉は気合いを入れて、髪をヘアゴムでまとめる。その際、腕を後頭部に回したことで、細い体のラインが強調された。決して本人には言わないが、スタイルが良い。こんなこと言ったらきっと揶揄われるだろうな。え～お兄さん私でコーフンしちゃった～？　みたいな感じで。考えただけでうぜぇ。

　七葉はまだスマホでレシピを見ているようなので、今のうちに米を炊いておこう。どうせ七葉のことだし、ハンバーグのことしか頭になくて副菜なんて作らないだろう。よし、副菜も作っておこう。

「あれ、お兄さん何やってんの？」

「米炊くんだよ」

「今日は私がするって言ったじゃん！　お兄さんは休んでて！　ほら、こっちこっち！」

　七葉は俺の腕を引いてテレビの前に無む理り矢や理り座らせる。

「ほらほら、ご老体なんだからさっ」

「俺はまだ若い！」

　まあでも作ってくれると言うんだから、甘えてみよう。でもやっぱり不安だ。

　結局キッチンに助けに行っても追い返されるだけだったから、仕方なく待つことにした。途中何度かキッチンから「やばっ！」とか「あっ……」とか聞こえてきたけど、大丈夫なんだろうか。

「お待たせしました、こちらシェフの得意料理、ブラックハンバーグです」

　声を低くして丁寧な所作で、まるで洒落しやれたレストランのホールスタッフのように。でも、その手に持った皿には、明らかに洒落たレストランでは提供されることのない真っ黒なハンバーグ。これは、焦げてる。

「おい、真っ黒じゃねぇか」

「だから言ったでしょ、ブラックハンバーグだって。食べてみてよ、見た目はアレだけど、味は保証するよ。愛が最高の調味料なんだよ！」

　そこまで言うなら一口いただくことにしよう。

　俺は冷蔵庫から玉ねぎの和風ソースを取り出して、ハンバーグにかける。これめっちゃ美味うまいんだよな。

「じゃあ、食べるぞ」

「召し上がれ！」

　ハンバーグを箸の先で一口サイズに切り、口に運ぶ。まず舌の上に乗った瞬間、ソースの味がして美味い、となる。そしてその次に、やはりお焦げの苦味があって、どうしても顔が歪ゆがんでしまう。不味まずい、とまでは言わないが少し焦げすぎている。

　なのに、次も、その次も、どんどん口に運んでしまう。お米が欲しくなる。

「七葉、これ美味いよ。正直料理なんてできないと思ってたけど、思ったよりやるんだな」

　その言葉を聞いて嬉うれしそうになったかと思えば、すぐに自慢げな表情になる。俺から顔を背けるようにキッチンに向かいながら、七葉は言った。

「だから言ったでしょ、私に任せておけってさ！」

　本当に七葉がここまでクセのある美味おいしい料理を作れるとは思っていなかった。調理中に言っていた「やばっ！」とか「あっ……」からしてもう一度作ればまた違った料理になるかもしれない。そもそも料理と呼べるかわからないほどに失敗する可能性すらある。でもせっかく作ってくれたんだし、こんなに素直な七葉も珍しいから、俺も素直に褒めてやらなきゃな。

「これすっげぇ米が欲しくなるし、おかずとして最高だな。副菜と相性が良ければ尚なお良し、って感じだけど」

　そこまで言って七葉が固まる。なんで固まったのかはわからないけど、冷や汗がすごい。

　もしかして、そう思って聞いてみることにした。もしも俺の予想が合ってたのなら、今日の晩ご飯はこのハンバーグのみということになるが……。

「七葉、米炊いたか？」

　首を振る。横に。

「七葉、ハンバーグの他に何か作ったか？」

　首を振る。横に。

「なにやってんだよ……だから俺がやるって言ったのに……」

「ま、まあまあ気にしない気にしない！　偶たまにはそういうこともあるって～！」

「それは俺が言うセリフなんだよ」

「あはは～」

　でもまあ、七葉はよくやってくれたし、今日のところはなんだか素直だしうるさく言うのはやめてやろう。

「米はインスタントのやつがあるから、それで凌しのごう。副菜は、すぐに作れるやつあるか冷蔵庫見てみるか」

「さっすがお兄さ～ん！　頼りになるね～！」

　こいつ腹立つな。でも、感謝はしといてやるか。

「今日は作ってくれてサンキューな。次は失敗しないように一緒に作るぞ」

　冷蔵庫の中を何か作れるものはないかと確認しながら言う。七葉からの返事はない。あれ、無視か？　そう思い振り向き七葉の表情をうかがった。

「なんだ、なに笑ってんだ」

　この笑い方、揶揄ってくる時のそれとは違う。俺を揶揄う時の笑い方は「ニマニマ」で、今のこの笑い方は「ホワホワ」。自分で言っててなにが違うのかわからないけど、なぜかこの笑い方なら揶揄われることはないんじゃないかと思う。

「んーん、べっつに～。そうだね、次からは一緒にね」

　そう言った七葉の「ホワホワ」の正体は結局わからなかった。




　昨日、女子高生と相合傘をするという大事件が起きた。

　俺は二十四歳だから、勿もち論ろん未成年の七葉とそういう関係になるわけにはいかない。そんな状況下で女子高生との相合傘ってのは心臓に悪く、周りの人間に通報されないだろうかと、ドキドキが止まらなかった。

　傘に入れてもらっている立場なので、小さな傘からはみ出るという役目は俺が引き受けたからだろうか、今日は凄すごく熱っぽい。

　仕事中に倒れて、上司に帰れと言われてしまった。

　俺はまだ全然働けたと言うのに……。

　そうして、不本意ながら家でゆっくり寝ていたわけだが。

「なんでいるんだ」

　いつのまにか俺の寝室にまで侵入してきた七葉に言う。

　学校はどうした、って意味で言ったんだが。時計を見ると夕方四時を回っていたから、もういてもおかしくはないのか。いや普通に侵入していることに疑問を持てよ俺。

「んー、そんなのいっつもじゃーん」

「今日は熱あるんだ、うつるから帰れ」

　もし七葉にうつったら、こいつは高校生の一人暮らしだから、誰も見てくれる人間がいなくなってしまう。

　俺は仕事だし、親御さんも来ているところを見たことがない。七葉曰いわく偶に来ているらしいけど。

　だから、こいつに風邪をうつすわけにはいかない。

「やーだよーん。ねぇねぇご飯作ってもいいー？　買い物行くの面倒で食材ないんだよね～」

　ここは実家か。

「作っていいから、食べたら帰れよ。本当にうつっちまうだろ」

「はーいはい」

　台所から声がする。頭が揺れて、自分が今どこに寝ているのかもわからないほどに視界がグラつく。

　これは……やばい。

　水道の流れる音、換気扇の音、まな板に包丁が当たる音、七葉が出す音が全て揺れる。

　上下左右の感覚がごっちゃになって、目を開けると酔ってしまう。

　そんな状態と数分闘っていると、ドタドタと足音が聞こえて。

「ちょっとお兄さん大丈夫？　凄い赤いし熱いよ。体温計どこにあるの？」

「ない」

　昔から体調を崩すことが少なかったから、体温計はほとんど使ったことがなかった。

　馬鹿は風邪をひかないというが、馬鹿は風邪をひいたことに気がつかないらしい。つまり今俺は、自分が風邪だと認識できているから馬鹿ではない。俺は馬鹿ではなく、単純に身体からだが強いだけだ。

「ないってどういうこと？　なんでないの？　体温計だよ？」

「ない」

「もういい、じゃあおでこで測るね」

　言って、七葉の顔が近づく。

　揺れる視界でもわかる。これは……。

「ちょ、何やってんだ。おでこで測るってそういうことかよ。やめろやめろ」

　体温が上がる。だって俺たちの距離は凄く近くて、今にも唇が当たってしまいそうだったから。

　七葉は俺のおでこと、自分のおでこをくっつけようとしていた。

　この行動はただの天然なのか、俺を揶揄からかおうとしたのか、多分後者だろう。

　この状況でも揶揄うなんて鬼かよこいつ。

「え、なんで。普通じゃんこれくらい。もしかしてお兄さん、童貞？」

「はっ!?　ち、ちげーよ!!　やりまくりだこの野郎!!」

「……やりまくりなんだ」

「ひくな！　やめろ！　冗談だ！」

　本当に七葉といるとペースが狂う。

　熱だってのに、心が落ち着かない。落ち着かせなきゃいけないのに、こいつの行動の全てが、それを許してくれない。

「とりあえずこれ、お粥かゆさん作ったから食べなよ」

　七葉が差し出してきたお粥からは、温かそうな湯気が出ていて、何な故ぜかそれを見ると、母さんが作ってくれたお粥を思い出した。

「ありがとう。でももう本当に帰れ。明日も学校だろ、熱出たら大変だ」

「お兄さんが食べ終わったら帰るよ。一人で食べれないでしょ？」

「アホか、俺を何歳だと思ってる。これくらい一人で……」

　揺らぐのは視界だけではなくて、レンゲは俺の震える手から落ち、まともに握れない。

　そのレンゲを拾い上げて、小さく溜ため息いきをついた七葉が、新しいレンゲを持ってくる。

　レンゲですくい上げたお粥に息を吹きかけて、舌先で温度を確認した。

「おい」

「ほら口開けて」

「まて、それは流石さすがに、おい。あっ……む」

　間接キスじゃないか。まただ。

　こいつは無意識にしているのだろうが、俺が気にしないわけがない。

　余計に心拍数が上がり、まともに七葉を見れない。

　でも七葉は……。

　確認するために、七葉に視線を向ける。

「ど、どうしたの？　ほら、まだあるよ」

　赤い。下手をしたら俺より赤い。

　もしかして……七葉は……。

「お前、大丈夫か？　うつったんじゃねぇか？　顔赤いぞ」

「別にうつってないから！　なんでそうなるの!?　ほんっとお兄さんって馬鹿！」

「馬鹿…………？」

　そしてまた、舌先で温度を確かめてから、お粥を俺の口に運んだ。

　それを何度も何度も、繰り返して。

「ご馳ち走そうさま。美味うまかった、ありがとう」

「素直でよろしい。じゃあ寝てなよ、私はこれ洗ってから帰るから」

「すまんな、ありがとう」

　七葉に甘えて、俺は布団に潜り込んだ。

　布団の中で、実家で母さんに看病してもらってたことを思い出していた。

　そういえば、母さんも熱を測る時は体温計は使わず、おでこに手を当ててきたな。

　自分のと照らし合わせるように、お互いのおでこに手を当てていた。

　お粥もいつも食べさせてくれた。

　俺はいいって言ってるのに、病人は黙ってろって言って、無む理り矢や理り口に放り込んできてたよな。

　そんなことを考えて、気付けば俺は、浅い眠りの中にいて。

「いいじゃん、測らせてくれてもさっ……けち」

　誰の声だろうか、これは夢の中なのだろうか、揺らぐ視界の中に、優しかった母さんと同じような気配を感じて、俺は動けずに。

　おでこに何かが当たるような感触があったことはわかる。でもそれが何で、誰であったのかなんてこと、誰も見ていないから、わからない。




　幼おさな馴な染じみってのは、切っても切れない何かで繋つながっているのだろうか。俺には小さい頃から仲のいい、柚ゆず木き葵あおいと田た村むら純という幼馴染がいる。

　葵は面倒見のいいやつで、俺と純をまるで弟のように扱ってくる。世話焼きで頼れるというのもあって、いつも学校で女子の中のリーダー的存在だった。サバサバした性格で男らしいところもあるから、女子にモテていた。だからと言って男子からモテなかったわけではない。

　今はケータイショップで働いているらしい。仕事の話はあまりしてこないので詳しくは知らないが、葵のことだしきっとうまくやってるだろう。

　もう一人の幼馴染の純。こいつは一言で言うならバカだ。

　純は持ち前のコミュ力を活いかして、営業の仕事をしている。休みの日を利用して月に三回くらいの頻度で俺の住むアパートを訪れる。

　そして今日も突然連絡が入って、今から葵と一緒に来るということらしい。まるで決定事項であるかのように、俺には有無を言わせないメッセージ内容だった。

　本当に俺の周りには、こういう奴やつが多すぎる。ちらりと、壁越しに七葉の部屋の方を見た。

「おーっす！　ただいま蓮れん太た郎ろう！」

「ここはお前の家じゃねぇ」

　純は当たり前のように、インターホンを鳴らさずにずかずか上がり込んできた。まるで七葉だ。

「お邪魔します」

　そんな純とは対照的に、丁寧な挨拶と共に玄関で脱ぎ散らかした純の靴まで整える葵。ほんとこいつら姉と弟だな。

　葵はそのまま居間に向かい、いつものように手荷物を置いてから手を洗いに洗面所に行く。

「純も手洗いなさい」

「家出る時洗ったから大丈夫だって！」

　いや洗えよ、と言いたかったがそんなことを言う必要はない。純のことは葵に任せておくのが一番だから、俺が言わなくても。

「いででででっ！」

　葵が純の耳を引っ張って洗面所に連れて行った。ほらな、葵に任せとけば大丈夫だ。

　手を洗い終えて戻ってきた二人のために座椅子を引いた。普通一人暮らしの男の家に、四人用のローテーブルがあることに疑問を感じるだろうが、このローテーブルは、純が勝手に買ってきたものだ。

　葵とよく来るから、無いと不便なのは知っているが、住人の俺になんの断りもなく配送されてきた時はさすがに怒った。

　今となっては七葉とご飯を食べる時に使っているから、まあいいんだけど。

「とりあえず座れよ。飲み物だすから」

「コーラでいいぜー」

「そんなもんない」

　俺の家の冷蔵庫にはコーラなんてない。俺は炭酸を飲まないんだ。そう思って冷蔵庫からお茶を取り出そうと開く。

「なんであるんだよ……」

　全く買った覚えのないコーラが、冷蔵庫に入っていた。とりあえず意味がわからないが、純に入れてやることにしよう。

　葵はいつもと同じ、お茶。葵はお茶かお酒しか飲まない。因ちなみに酔うとめんどくさくなる。

「さんきゅー！　で、蓮太郎最近どうよ？　彼女の二人や三人でもできたか？」

　なんで複数いること前提なんだよ。

「なんで複数いること前提なの」

　葵が同じツッコミを入れた。長年一緒にいるから、純への対応も似ている気がする。

　純はチャラい。名前に似合わぬチャラさだ。でも俺と葵だけは知っている。このチャラさは作り物だ。

　どうしてチャラいふりをしているのかはわからないが、聞いても答えてくれなそうだし、聞くのも面倒だから聞いていない。

「で、お前はどうなんだよ。こないだ言ってた会社の子とは上手うまくいってんのか」

「あーあの子ね、辞めたんだよな～。俺がふっちまってさ～」

「なんでふったんだよ。好きかも、とか言ってたじゃねぇか」

　つい先月の話だ。純がニヤニヤしながら後輩が可愛かわいいと話すのを散々聞かされたばかりだというのに。

　まさかあの時間が無駄だったのか。あの惚のろ気け話の被害者である俺の聞き損だというのか。

「んー、なんか違うわ。やっぱ俺にはもっと清せい楚そでＳＮＳの使い方もわからない子がいいのかもな～」

　ほんっとテキトーな奴だな。先月までは尻軽そうに見えて好きな人にしか股開かない女がいい、とか言ってたのに。

　ところで股開くってどういう意味だ。

「それと蓮太郎。お前彼女できたら報告しろって言ったよな？」

「そうだよ蓮太郎。可愛い彼女がいるじゃん」

「え、できてないけど。なんだよ急に」

「じゃあお前の後ろに立ってる女の子は誰だ？」

「はっ？」

　嫌な予感がした。それはまるでホラー的な怖おじ気けを感じるような寒気。

　二人にもしも、このタイミングでアイツを見られたら。

「にっしし～、どうも彼女でーす」

　七葉だ。

「お前また勝手に入ってきたのか」

「勝手に入ってくるくらい親しい……つまり彼女だな！　なんだよ水臭い！　報告しろよ～」

「ちげぇよ！　こいつはただの隣人だ！」

　そう。ただの隣人だ。

　ただの隣人だから、別に部屋に上がってくるのは普通で──。

「馬鹿言うなよ。ただの隣人が部屋上がり込むかよ。それに可愛い子じゃねぇか！」

　そうだった。いつから隣人が部屋に上がり込むのが普通という認識がついていたのだろう。

　そんな当たり前が存在してたまるか。全部七葉のせいだ。

　なんでこいつ当たり前のように俺んちにいるんだよ。

「お兄さん聞いた？　私可愛いんだって！　お兄さんに可愛い彼女が出来ましたよ～！」

「あぁもうめんどくせぇ！　とりあえず座れ！　お茶入れる！」

　七葉を座椅子に座らせて、純にはゲンコツを一発入れる。

　そして冷蔵庫を開けて。

「あっ！　私のコーラ飲んでるじゃん！　勝手に飲まないでよー！」

「お前のかよぉ！」




　しばらくして、やっと落ち着いた。二人の誤解も解いて、七葉も今は二人と楽しそうに話している。

　内容は俺の昔の話と、あまり良い気分ではない。そんなことを七葉に話せば、揶揄からかいのネタにされるに決まっている。

「でさぁ、なんで二人はこんなに仲良くなったんだ？　隣人なんてそんなに関わることないだろ？」

「俺が聞きてぇよ」

　本当に意味がわからなかった。ある日突然越してきた七葉が、引っ越し初日に挨拶に来た。そこまでは良く出来た高校生と思って好印象だったんだが……。

「お兄さんが私を無理矢理連れ込んで……」

「蓮太郎……そんなことを……」

「んなことしてねぇよ！」

　挨拶の後にずかずか上がり込んできて、何な故ぜか俺の家で晩飯食って帰ったところからおかしいと思い始めた。

　もっとおかしいのが翌日も来たということだ。流石さすがに一週間も続いた時にはもうキレながら飯作ってたな……。

「仲良さそうでよかったよかった！　蓮太郎はまじで女っ気ゼロだからな～。七葉ちゃんみたいな子がいると安心だな！」

「そうだね。七葉ちゃん、蓮太郎は料理できるし自立してるし不器用だけど優しいから、オススメだよ～」

　葵が姉目線で俺を勧めることになんだか恥ずかしくなる。相手は女子高生だぞ、勧めてどうするんだよ。

「じゃあこのまま結婚しちゃいまーす！」

「しねぇよアホか」

　なんでこいつもこんなに乗り気なんだよ。俺のこと嫌いだから揶揄ってきてるくせに、そういうこと言うんじゃねぇよ。

「なに、お兄さん照れてんのぉ？　結婚する？」

「だからしねぇよ！」

　七葉との関係も、こうやって揶揄われているところも、二人には見られたくなかった。純は七葉みたいに揶揄ってくるだろうし、葵は多分俺たちの関係を恋愛ドラマを見るように傍観してくるだろうから。いや、世話焼きな葵のことだから俺たちをくっつけようとしてくる可能性すらある。

「じゃああの話は他にあたるか……でも他つってもな……」

　純がポロリと溢こぼすように言った。その意味がわからずにいると、同じく気になった葵が聞く。

「なにが？」

「いや、なんでもない！」

　純が何かを言おうとしていたのは間違いない。でも言わずに隠す理由はなんだろう。

　葵の質問をはぐらかしているし、言いたくないんだろう。だったら、別に無理に聞くことはない。でも気になるし後でこっそり聞いておこう。

「あ、そう」

　葵も純が何かを言おうとして飲み込んだことを察したのか、少し思うところがあるような言い方だった。

「そういえば昼飯まだなんだよな～、蓮太郎作ってくれよ～」

「ここはお前の実家か」

「そうならお兄さんは純さんのお母さんだね」

「せめて父親であってくれ」

「蓮太郎、手伝うよ」

「さんきゅー葵」

　話を切り替えた純の提案で四人前の昼食を作ることになった。

　葵が手伝ってくれるみたいだし、それほど大変ではないだろう。ただ、待たせている間に純と七葉が話している内容が気になって集中できない。

　別に二人仲良く話していることに嫉妬したわけではない。ただ、俺の昔話なんてされてないかが不安なだけだ。って、誰に言い訳してんだ俺。




「ぷはーっ！　お腹なかいっぱいだな！　やっぱ最高だな、蓮太郎の作るメシは！」

「だね。蓮太郎はきっと良いシェフになるよ」

「シェフになる気はねぇよ」

「そうだよね、お兄さんは私の旦那さんになるんだもんね？」

「アホ言ってねぇで食器洗うから持ってこい」

　食べ終わった食器を四人分洗い、冷蔵庫にあったプリンをデザートに並べる。三つしかなかったから俺の分はないわけだが。

「お兄さん、また半分こする？」

「今日はいいよ。気分じゃねぇ」

　つい先週七葉が食べたがっていたからわざわざ買ってきておいたプリン。美味おいしいと喜んでいたから、また三つも買ってきていた。俺も少しもらったが、たしかに美味うまかった。

　でもその過去の話を葵も純も知らないわけで。

「「また……？　半分こ……？」」

　だから、しまった。そう思った。

「俺が全部食うと胸焼けするから、残った分食ってもらったんだ。別に変な意味じゃねぇよ」

　食べる時のスプーンだって別だ。俺は家の鉄スプーンだが、七葉はプリン用にもらったプラスティックのスプーン。どうしてかあれで食べるとプリンって美味しくなる。

「ふ～ん、ただの隣人とプリンを半分こね～？」

「……なんだよ」

「んーや？　なんでもねぇよ？」

　このニヤニヤ顔、うぜぇ。

　純はなんだか七葉と同じ匂いがする。俺を揶揄って来たり、勝手に部屋に上がり込んできたり。困ったやつらだ。

　三人ともプリンを食べ終わり、葵と七葉には聞こえないように、純に声をかける。目的は、さっきはぐらかした話の続きだ。

　このまま何を話そうとしたのかわからないままだと、気になって夜も眠れない。

「純、ちょっとベランダで話そうぜ」

「ん？　まあいいけど」

「なに、二人どこいくの？」

　立ち上がった俺たちに葵が不思議そうに聞く。

　二人きりじゃないと言いづらいことかもしれないし、ここはどうにか誤魔化すのがいい。でも、どうやって誤魔化せば。そう考えていた俺の横から、純が言う。

「男子トークだよ！　女子トーク的なあれだよあれ」

　もうちょっとマシなのないのか。

「ふーん。じゃあ私たちは女子トークしとこうか」

「はいっ！」

　葵と七葉はいつからあんなに仲良くなったんだろう。なんか姉と妹って感じだ。こんな妹と弟いて、葵は大変だな。

　俺と純はベランダで、葵と七葉は居間で、それぞれが男子トークと女子トークのためにバラける。

　女子トークといえば恋バナだと決まっているんだろうけど、男子トークって普通なに話すんだろう。まあ今回は聞きたいことが決まっているんだけど。

「さっき言おうとしてやめたのはなんだ？　気になってずっとモヤモヤしてんだよ」

「あー、それか～。んー、でもな～」

「なんだよ、言えないことなのか？　それならいいけど」

「んや！　やっぱ言おう！」

　純は両手を額の前で合わせて、頭を少し下げながら。

「今度行く合コン、本当についてくるだけでいいから、数合わせで来てくんね？」




　　　　＊＊＊




　お兄さんの幼おさな馴な染じみである純さんと葵さんが家に来て、大変なことになった。

　大変というのは、純さんがお兄さんを合コンに誘ってしまったことだ。

　ベランダでこそこそ男子トークとか言っていたわりに、しっかりと小窓が開いていて会話の内容は筒抜けだった。

　葵さんと恋バナで盛り上がっていたところに、「今度行く合コン、本当についてくるだけでいいから、数合わせで来てくんね？」という純さんの声が聞こえてきて、私たちは固まった。

　お兄さんの性格を考えると合コンなんてきっと行かないだろうけど、お兄さんがそもそも合コンという概念を知らなくて、純さんから「ただ楽しいイベント」とふんわり教えてもらっていたから、なんとお兄さんが合コンに行くことになってしまった。

　行ってほしくなかったけれど、行かないでなんて言えるはずもなく、今日がその日。お兄さんが合コンに行ってしまう日だ。

　私はというと、合コンの様子が気になって、二人の後をつけることにした。

「ごめんね、純が余計なことしちゃって」

　葵さんが申し訳なさそうに言う。葵さんには、私の好意があっさり見抜かれて、「協力させてほしいの、七葉ちゃんの恋」と言われ、今回の尾行に同行してもらうことになった。

　やっぱり女性の勘は当たるんだろうか、お兄さんには全然気付いてもらえないのに、葵さんにはすぐバレてしまった。いや、お兄さんが鈍感なだけなのかもしれない。多分そうだ。

「気にしないでください。お兄さんが他の女の子の前ではどんな感じなのか、見てみたいですし！」

　本当は凄すごく嫌だ。好きな人が合コンに行くなんて、最悪のイベントだ。できることなら行ってほしくない。でも、私に止める権利なんてない。彼女でも何でもない、ただの隣人なんだから。

「それと、ずっと気になってたんだけど……」

「……？　どうしました？」

「それ、変装？　余計に目立ってるよ、ふふっ」

　私たちは今、お兄さんと純さんの尾行をしている。だから、気付かれないように変装をしていこうと、二人で決めたんだけど……。

「どこが変ですか？」

　私は今、お兄さんにバレないように普段あまり穿はかないデニムパンツに、上は白一色のＴシャツというシンプルな組み合わせにしている。更にバレないように、黒のキャップ、メガネ、付つけ髭ひげ（鼻の下）、付け髭（輪郭周り）、完璧な変装だと思う。

「髭はいらないよ～、ははははっ」

「え、そうですか？」

　変装といえば髭だと思っていた。

「華きや奢しやだし髪長いし、どう見ても女の子だもん。可愛かわいい男の子でも髭あると違和感すごいよ？」

　言われてみればそうかもしれない。ここは大人しく付け髭は外しておこう。ちょっと気に入ってたんだけどな……。でも、葵さんも私のことを言えないと思う。

　葵さんの格好は明らかに男装だ。服装は勿もち論ろん、ウィッグまで被かぶって、これではただの男装だし目立つ。と言いたいけれど、凄くよく似合っている。身長も私より十センチほど高いから、私たちはカップルに見えるかもしれない。

「葵さん、男装似合いますね」

「そう？　ありがとう」

「女の子にモテそうです」

「そうなの、女の子からよく告白されるんだよね」

　それも納得できる。だって私も、葵さんのことをかっこいいと思っているから。流石さすがに好きとまではいかないまでも、クラスにこんな男子がいて、お兄さんより先に出会っていたらわからなかったかもしれない。

「葵さん、彼氏いないんですか？」

「いないね。純の面倒見るので精一杯でそれどころじゃないよ」

　まるで純さんは子供だ……。

　でも、二人はなんだかお似合いのように思う。少し接しただけでわかるくらい純さんはチャラいし、子供っぽいし、きっと純さんの相手は苦労するだろうなと思うけど、葵さんなら上手うまく扱いそうだ。

「純さんはどうなんですか？」

「えっ!?　ないない!!　だって純だよ!?」

　純だよ!?　と言われてもそこまで純さんを知らないからわからないけれど、お兄さんの家で数時間接しただけで伝わるあの感じ、たしかに私なら「ない」と思う。でもどこか、母性をくすぐられるような感じもする。私はお兄さんみたいに優しくて頼れる人がいいけど、多分葵さんみたいな面倒見の良い人は、純さんみたいな人がいいんじゃないかな、とも思った。

「私はなんだか二人、良い感じに見えましたけどね～？」

「ないよ。ほら、二人見失っちゃうよ。行こう！」

　二人の後を追う葵さんの後ろ姿が、お兄さんに照れて顔をそらす私と重なって見えて、少し恋の匂いがした。




「じゃっ、自己紹介していこーか！」

　純さんの合図で、合コンが始まった。

　場所は私とお兄さんが住むアパートから徒歩二十分ほどの場所にある少しお洒落しやれな居酒屋。私はオレンジジュースを、葵さんはビールを注文して、気付かれないようにお兄さんたちを観察している。

「っぷはーっ！　やっぱこれだわ～！」

　葵さんが勢いよくジョッキのビールを飲み干して、早速二杯目を注文した。

　私はまだ未成年だから、お酒を飲んだことがないけれど、葵さんの飲みっぷりを見ていると凄く美味しそうに見える。大人になったらお兄さんと一緒に飲みたいな。

「葵さん、お酒好きなんですか？」

「うんっ！　大好きだよ！」

　これまで大人っぽくてダメなところが一切ない綺き麗れいなお姉さんって感じだったけど、お酒を飲むと突然少年っぽくなった。なんだかギャップで可愛いな、と思える。このギャップはずるい。

　そんなことより、本来の目的を見失ってはいけない。私たちの目的は合コンに来たお兄さんたちの観察だ。

　葵さんと一緒にお兄さんがいるテーブルを見た。

　どうやら自己紹介が始まっているようで、純さんがスタートをきった。

「俺は純っていいます！　あいりちゃんの会社の友達でーす！　よろしく～！」

　純さん、合コン慣れてるのかな。すっごいチャラい。

「ほら、蓮太郎も挨拶挨拶！」

「あ、ども。苺いちご谷たにです」

　それと比べてお兄さんの慣れてなさがすごい。純さんが名前で名乗ったのに、苗みよう字じで名乗ってしまった。なんかこういうところも可愛くて好きだなぁ。

「えっと、ごめんね、こいつ慣れてなくてさ！　蓮太郎っていうんだ！」

「よろしくね蓮太郎くん。私はあいりっていいます」

「はいよろしくぅ!!」

　目の下にほくろがある綺麗目なお姉さんが言った。なにあの胸、すっごいでかい。あいりさん、要注意だ……。

「まいでーす、よろしくね～」

　もう一方の女性はまいさん。むっちりしていてエッチな男の人の理想って感じのあいりさんと違って、まいさんは細くて綺麗な人だ。清せい楚そな感じの服装だし、綺麗な黒髪ロングだし、あの人も男ウケ良さそうだな……。

　お兄さんはどんな反応だろう？　そう思って、お兄さんの表情を遠目ながらもうかがってみる。

「なに、あの顔……」

　お兄さんはすごーく無表情だった。ここはどこ？　私はだあれ？　みたいな顔をしている。

　お兄さんはそもそも合コンという言葉も知らなかったんだから、こうなるのは当然かもしれないけど、まさかここまでとは思わなかった。

「蓮太郎、固まっちゃってるね」

「あれは……戸惑ってるんですか？」

「んー、俺なにしてんだろって感じだろうね、あれは」

　お兄さんはどうやら合コンがどういうものなのかまだ理解ができていないようで、状況が掴つかめていない。

「さーてさてさて！　今日はみんな集まってくれてありがとう！　楽しんで帰ろうな～！」

　純さんの音頭でみんなが乾杯する。お兄さんもよくわからないままジョッキを掲げて、あいりさんやまいさんとも乾杯した。

　それからは純さんが女性陣に質問したり、女性陣も男性陣に質問したりして、打ち解けてきた頃に、伝説の合コン定番ゲームが始まった。

「あ、俺王様だ」

「ちぇ～、蓮太郎に王様取られちまった～」

　王様ゲームはプレイヤー全員がくじを引き、一つだけある印のついたアタリを引いた人が王様になり、他のプレイヤーになんでも命令できるゲーム。

　そして今、その王様役がお兄さんに巡ってきた。

　王様の言うことは、たとえどんなエッチなことでも……。

「じゃあ純、これからは家に来る時予あらかじめ連絡するのと、勝手に入ってくるのをやめろ」

「「「「「えっ？」」」」」

　思わず私と葵さんまで声が出た。純さんは勿論、あいりさんやまいさんもだ。

　王様ゲームでこんなこと言う人いるんだ……。

「え、それが命令？」

「そうだよ、なんか変か？」

「やっばーい、蓮太郎くんおもしろ～い」

　巨乳のあいりさんが珍しいものを見るような目でお兄さんを見る。見ているだけじゃない。少し身を乗り出して、お兄さんに近づいている。

　あのおっぱいはやばい！　お兄さん逃げて！

「蓮太郎くんって好きな女の子とかいるの～？」

　巨乳のあいりさんが距離を詰めながらお兄さんに聞く。距離を詰めるのはけしからんって感じだけど、それは気になる。

「えっ、い、いないっすね……」

　その戸惑いは、本当は好きな人がいるので焦ってしまったからなのか、それとも、いつの間にか隣に来ているあいりさんのおっぱいが腕に当たってるからだろうか。だとしたらお兄さんのバカっ！

「え～、蓮太郎くんモテそうなのに、恋愛しないともったいないよ～」

　その上目遣いやめてくれないかな、あいりさん。

　多分あいりさんはお兄さんにターゲットを決めたようだ。というかそもそも純さんの知り合いみたいだし、純さんには興味なかったんだろう。

　そういえば、まいさんはどうなんだろう。

　細身で男ウケの良さそうな彼女が、お兄さんに迫るのも勘弁願いたい。

「純くん、学生の頃は何かスポーツしてたの？」

　どうやらまいさんは純さんに狙いを定めたみたいだ。

　あいりさんはエロいお姉さんって感じで、私とは全然タイプが違う。でも、まいさんは完全に私の上位互換みたいな人だから、まいさんに迫られるのは困る。

　私よりスリムで、私より綺麗で、私より……ってやめだやめだ。お兄さんを絶対手に入れるって決めたんだもん。まいさんより私の方が可愛かわいい！　そう思っておく。

　純さんとまいさんが話しているところを、葵さんはどんな心情で見ているのか、様子をうかがった。

　葵さんは純さんのことをなんとも思っていないと言っていたけど、なんだかんだ言っても純さんを気にかけているように思う。だから、今どんな気持ちでこの光景を見ているのか知りたくなった。

　純さんとまいさんの距離は近い。付き合っているんじゃないかってくらいに、距離を詰めて見つめ合い、楽しそうに話している。

　そして葵さんは、二人を睨にらむように見ていて。

「葵さん、なんで睨んでるんですか？」

　本当は好きなんじゃないですか？　そういう解釈もできる声のトーンで言うと、葵さんは全く私の予想していなかったことを言った。

「純、口に食べ物入ってるのに喋しやべってる。いつもやめろって言ってるのに……はぁ」

　やっぱり私の早とちりかもしれない。葵さんは純さんを、弟のように思っているんだろうか。わからなくなってしまった。
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　その後も私たちはお兄さんたちの観察を続けた。

　お兄さんは最初からブレずに固い男のままで、あいりさんからのおっぱいアタックを「近い、離れてくれ」と回避している。淫乱なおっぱいめ、ざまあみろ！

　純さんも最初は楽しそうに会話していたのに、段々とつまらなそうになっていった。純さんはよくわからない。

「葵さん、ちょっとトイレ行ってきます」

「うん、行ってらっしゃい」

　お兄さんたちに気付かれないように、コソコソとトイレに急いだ。

　トイレを済まして、鏡の前で自分と向き合う。

　お兄さんに合コンに行かないでほしいと言えなかった自分の不ふ甲が斐いなさに嫌気がさして、ムシャクシャしてしまう。

「なに楽しそうにしてんの……お兄さんのバカ……」

　私には見せない笑顔をあいりさんには見せていた。巨乳だから？　私じゃだめかな？　溜ため息いきをついてトイレから出ようとした時、誰か、聞き覚えのある、大好きな声が。

「悪いけど、俺帰るよ」

「えっ!?　なんで!?　楽しくなかった？」

　間違いない。お兄さんと純さんがドアの向こうにいる。

　女子トイレの正面に男子トイレがあって、トイレの前で話しているんだろう。この通路は店内からは見えない位置にある。

　わざわざあいりさんたちから隠れて話す内容、私はトイレからは出れず、二人の会話に聞き耳をたてる。

「俺がこういうの苦手って知ってんだろ」

「それは、まぁ……」

　そうだそうだ、お兄さんに合コンなんて似合わないんだ。

「それにさ、今冷蔵庫に何も入ってねぇんだよ」

「「は？」」

　思わず私まで言ってしまって、純さんと声が重なる。トイレのドアはそこまで厚くないから、声が少し漏れてしまったかもしれない。でもどうやら気付かれていないみたいだから、よしとしよう。

　それにしても、どうしてそんな理由で帰るのか。合コンから途中で抜ける理由が冷蔵庫になにも入っていないから、なんて聞いたことがない。私はそもそも合コンに参加したことすらないけど。

「ほら、七葉のやつが俺の冷蔵庫の食材目当てにしてて何も買ってないかもしれないだろ。だとしたらあいつ今日なにも食うもんねぇだろ。だから、これから買って帰る」

「ほんと蓮太郎は面倒見の鬼だな。葵には劣るだろうけどさ。でも普通隣人の晩飯の管理までしないぞ？」

　純さんが苦笑しながらお兄さんの肩を叩たたいた。

　私はお兄さんの優しさに感動して鳥肌がたち、尾行なんてしてきた自分の愚かさを呪った。

　そうだよ、お兄さんなんだもん。お兄さんはいつも私を大切に思ってくれている。別に恋人でもない、ただの隣人だけど、お兄さんにとって私は、きっと巨乳のあいりさんよりも、細身で綺き麗れいなまいさんよりも、特別なんだ。

「うるせぇな、ほっとけよ。あいつはまだ高校生なんだから、誰かが気にかけてやらねぇとだめだろ」

「はいはい、惚のろ気けもほどほどにしとけよな～」

「惚気じゃねぇよ！」

「仕方ないから蓮太郎は不慮の事故でお家に帰りましたって言っとくよ。蓮太郎いねぇんじゃつまんねぇな、もう俺もすぐ帰ろうかな」

　その場でお兄さんは自分が飲み食いした分のお金を純さんに渡して、そそくさと店を出ていった。

　まずい、私は今家にいることになっている。お兄さんより早く帰らないと。

　急いで自分のテーブルに帰って、葵さんに事情を説明しようとした。でも、葵さんはお兄さんが出ていったところを見ていたみたいで、すぐに察してくれた。

「私払っとくから追っかけなさい！」

「ありがとうございますっ！」

　葵さんに甘えて、私はすぐにお兄さんの後を追った。

　お兄さんは晩ご飯に何か買っていくって言っていた。お兄さんは外食はあまりしないから、この時間ならまだいつものスーパーが開いているし、多分そこだろう。

　走って、お兄さんが通らないであろう道から先回りした。

　スーパーに着いた時、スーパーから少し離れたところにお兄さんを見つけて、私は急いで走ってきた痕跡を消す。

　髪を手て櫛ぐしで綺麗にして、息を整えた。汗はそこまでかいていなくて、少しハンカチで拭くだけで済んだ。

　尾行していたことがバレないためでもあるけど、少しでも可愛く見られたくて。

「あれ、なんでいるんだ」

「偶然だね。お兄さんが家にいなかったから、お腹なかすいちゃって！」

　本当は尾行してたなんて言えない。

「ったくお前ってやつは、俺の予想通りだな」

「にっしし～」

「一緒に行くか？」

　もう暗くなって、時間的にも夕方とは言えないこの時間。

　街灯の下でお兄さんが私を見て、スーパーを親指でさしながら言う。

　なんだかようやくお兄さんが遠い場所から帰ってきたみたいな感覚がした。だから、とびっきりの笑顔でいつも通り、私はお兄さんを迎えて。

「うんっ！　行こっ！」

　やっぱり私は、こうしてお兄さんと買い物してたりする、この何気ない時間が大好きだ。







二話　風鈴とゲームセンター







　ジメジメとした梅雨らしい湿気に満ちた空気から一変して、「蒸し暑い」を通り越した「クソ暑い」時期になった。

　梅雨から夏になるタイミングは曖昧で、いつからエアコンを使おうかも曖昧になってしまう。

　エアコンは電気代が高いし、できるなら他の物を頼りたいところだ。

　選択肢としては、扇風機が最有力候補だと思う。

　扇風機は安定して涼しくしてくれる。あいつの前で座っているだけで暑いという感情はなくなる。でも、扇風機から離れるとまた暑くなる。それが欠点だ。

　家にいる間ずっと扇風機の前で構えているわけにもいかないし、移動するたびに扇風機を持ち運ぶのも一苦労だ。

　扇風機も買うには買うが、やはり何か他にも夏を乗り越える手段がほしい。

「お兄さーん、暑い～、エアコンつけようよ～」

　今日も当たり前に俺の家に来ている七なの葉はが、ひんやりとした床に大の字で体を当てながら言う。丈の短いルームウェアから白くて細い太ふと腿ももが伸びていて、無意識に視線が引き寄せられる。もうちょっと恥じらいを持てよこいつ。

「エアコンは高いから、我慢しろ」

「ちぇ、じゃあ扇風機くらい買おうよ～」

「そんなに暑いなら自分の家でエアコンつけろよ」

「やだよ、高いじゃん」

　くっそ腹立つなこいつ。

「でも、扇風機は買いに行くつもりだったし、いくか」

「やった！　私も行く！　帰りにアイス買おうね！」

　床から飛び上がり、一緒に行くなんて言ってないのに「着替えてくるね！」と飛び出して行った。もちろんこのまま置いていくこともできるが、そんなことをしたらどんな嫌がらせをされるかわからない。まあ、ただ扇風機を買いに行くだけだし、いいか。

　そうやって自然と七葉に主導権を握られて、扇風機を買いに行くことになった俺は、ベランダに出る窓をカラカラと閉めて、窓越しに澄んだ綺麗な青色の空を見上げた。




「さあはやく行くよ！」

「お前を待ってたんだよ」

　財布、スマホ、鍵、必要なものだけを手に家を出る。

　車は持っていないから、近所のホームセンターで扇風機を買い、歩いて持って帰らなければいけない。

　扇風機くらいの重量なら大したことはないが、問題はこの気温の中、扇風機を抱えて歩かなければいけないということ。

　ホームセンターまでは歩いて十五分くらいだが、その間耐えられるだろうか。七葉はきっと持つのを手伝ってくれないだろうし、そもそも七葉には重いかもしれない。

　元はと言えば七葉が横着してコンセントから無む理り矢や理り引き抜いたのがいけないんだ。そのせいで今ある扇風機はプラグ部分が曲がってしまって、挿さらなくなった。

「お兄さん準備できたよ！　早くいこっ！」

　でもそんなこと反省してる色もなく、七葉は楽しそうに玄関から声を上げていて。

「わかったから、ちょっと待ってろ」

　そんな楽しそうな七葉を見て、何な故ぜか俺まで頬ほおが緩んでしまう。でも扇風機を壊したことは許さないからな。




　ドアを開け外の空気に触れて、改めて夏の恐ろしさを痛感する。

　遠目に見たコンクリートの道路が歪ゆがんで見える。たしかこの現象を陽炎かげろうと言うんだったか、ちょっとかっこいいな。

　部屋の中も充分に暑かったが、外に出るとよりいっそう暑くなる。

　鍵を閉めて振り向いた先にはもう既に暑さでぐったりとした七葉が待っていて、溶けそうになりながら太陽を睨にらみつけて文句を言う。

「暑い～死ぬ～」

「やめろよ、余計に暑くなるだろ。こういうのは暑いと思うから暑いんだよ」

「部屋出てきた時点で汗だくなのに何言ってんの」

「うっ……」

　自分の額から滲にじむ汗を拭い、アパートの階段に向かう。その後ろを七葉のペタペタという足音が追いかけてくる。その足音がなんだか凄すごく七葉らしく思えておかしく感じた。

「おりゃっ！」

「うわっ！」

　突然背後から腕を掴つかまれる。ただ掴まれただけならそれほど驚かないが、腕に白い液体が付いていることで驚いてしまった。

「なんだよこれ」

「日焼け止めだよ、お兄さんどうせ塗ってないでしょ？　私が紫外線からお兄さんを守ってあげるよ！」

　別に日焼けすることに抵抗はないが、紫外線が肌に毒だということは知っている。わざわざ日焼け止めを買って塗るのが面倒だから、今までしてこなかった。でもこの日差しの中扇風機抱えて帰ってくるんだし、塗ってもいいかもしれない。ただ、問題があるとすれば。

「お前が塗るのか？」

「なに、私に塗られると緊張しちゃう？」

「ち、ちげぇよ。ほら、やってみろよ」

　にやけ顔で挑発的な発言をしてくる。ここで拒否すれば、まるで俺が七葉に日焼け止めを塗られるのを恥ずかしがっていると思われるかもしれない。そんなこと思われたら、きっとこいつは揶揄からかってくる。

　だから、ここは強気に出るべきだ。

「お兄さんったらしょうがないな～。いいよ、塗ったげるね～」

　アパートの階段の前で、小ぶりなショルダーバッグから日焼け止めを出して、俺の腕に塗るために手に白い液体を広げる七葉。

　もしかしてこの状況、他の住人に見られるとわりとまずいんじゃないのか？

「七葉、なるはやで頼む」

「了解しました大佐！」

　細くて小さい七葉の手に広げられた白い液体が、腕に、首に、顔に。

　伸ばして、広げて、くすぐったいけどどこか心地良いような感覚がした。

　それは日焼け止めについてる爽やかな香りのせい、きっとそうだ。

「よっし、おっけーだよ！」

「さんきゅー。これで紫外線は怖くねぇな」

「だね！　じゃあ行こっか、お買い物！」

　階段をタンタンと軽快に降りる七葉から、俺の体に染み付いた爽やかな香りと同じ香りがして、少し心がくすぐったく感じた。

　アパートを出て、大通りからは道沿いに歩いていく。十五分ほど先にあるホームセンターに着くまで、この日差しと戦っていかなければいけない。七葉は大丈夫だろうかと、視線を送ってみる。

「ふひ～、あちぃあちぃ」

　バスッ、と音をだして日傘を展開させている。一人だけちょっと涼しい顔してるのが腹立つな。

「お兄さん、着くまでただ歩いてるのも退屈だし、何か面白い話してよ」

「無む茶ちや言うな、そんな簡単に面白い話ができるかよ」

「つまんないな～、じゃあしりとりね。しりとりの『り』から、りんご！」

　突然七葉のきまぐれで始まったしりとり。どうせすぐ飽きてやめるんだろうけど、俺もただ歩くだけでは退屈だし、暇つぶしに付き合うことにした。

「ゴリラ」

「ライオン！」

「いや弱すぎだろ！」

　なんで一瞬で『ん』がついちゃうんだよ、流石さすがのアホさだ。

「しりとりはつまんないよ～」

「お前がやろうって言ったんじゃねぇか……」

　じりじりと皮膚を焦がすように照りつける太陽。そんな暑さに憂鬱になりながら、七葉とつまらない時間を潰すためにつまらない会話をする。

　いつも家にいる時と大して変わらないけど、場所が違うだけでなんだか新鮮だった。

　道路を跨またいで向こう側にホームセンターがある場所まで歩いた時、押しボタン式の信号機の前で信号が青になるのを二人で並んで待つ。

　信号機が青く光り、七葉が駆け出す。

「さあ目的地は目の前ですよ大佐！　ホームセンターで冷房が私を待っている！」

　横断歩道の白線の上をぴょんぴょん跳ねて渡る七葉を少し後ろから歩いて追いかける。

　ようやく着いたホームセンターに入るとまるで砂漠の中にあるオアシスのように感じられるほど心地良い冷たい風が俺たちを歓迎した。

「ふぁぁぁ、生き返るぅぅぅ」

「ふぅ……」

　持ってきたハンカチで汗を拭った。七葉もショルダーバッグから取り出したハンカチで汗を拭い、少しだけ乱れた前髪をスマホのインカメを見ながら直し、「よしっ」と小さく言うと、俺の方を見て。

「お兄さんいこっ！　ホームセンターデートだよ！」

「なんだよホームセンターデートって、聞いたことないぞ」

「いいのっ、ほら行くよ！　私たちの扇風機探しに！」

　どうして私『たち』なんだ、そうツッコミを入れようと思ったが、確かに俺『たち』の扇風機だし、なにも言わないことにした。

　入り口の目の前にあるレジカウンターを横切り、少し進むと扇風機だけが何台も置かれた特設ステージがあった。

　これから夏本番ということもあって、目玉商品として売り出されている扇風機たち。

「どれがいいかな」

「お兄さん、これにしようよ！」

　そう言って七葉が指差した先には羽根のない扇風機があって。

「馬鹿か、めっちゃたけぇじゃねぇか」

「えー！　かっこいいしこれでいいじゃん！」

「馬鹿値段見てから言え！」

　こいつ自分が払わないからって適当なこと言いやがって。

「お兄さんのけちぃ！　じゃあどれにするのさ～」

　いくつも並ぶ扇風機に目を通してみる。

　はっきり言ってしまえばどれも同じに見えるが、きっと風の質のようなものが違うのだろう。一度試しにつけてみて、風を受けてみる。

「そんなことして違いがわかるの？　やっぱり見た目で選ぶべきだよ！」

「まあ、わかんねぇよな……」

「だからこのかっこいいやつにしようよ！」

「馬鹿、値札見ろって！　桁が違うだろうが！」

　結局どれも違いなんてわからないし、一番安い三千円の扇風機を持ってレジに向かう。

「お兄さん待って！　見てよこの風鈴！　可愛かわいいしほしい！」

　向日葵ひまわりの模様で彩られた心地いい音色を奏でる風鈴を持ち、七葉が俺を呼び止めた。

　そういえば扇風機以外にもなにか涼しくなれるようなものを買おうと思っていたけど、風鈴では暑さは変わらない。音色を聞いているだけで涼しくなったような錯覚をすると聞いたこともあるが、音色だけで涼しくなったらどこの家庭でも風鈴がぶら下げられているだろう。

「風鈴じゃ涼しくなんねぇだろ」

「ロマンないなぁ！　いいじゃん買おうよ～」

　まるで親におもちゃを強請ねだる子供だ。そんな七葉を置き去りにして、俺は一人、レジに向かった。

　扇風機の会計を済ませている間も七葉は戻ってこなくて、俺は買い物を終えてもだらだらと店内に残ることは申し訳ないから、外で待つことにした。

「それにしても暑いな……」

　ホームセンターを出るとまた真夏の日差しが俺を迎え入れる。

「あいついつまで中にいるんだよ」

「お兄さんおまたせ～！」

　七葉が小さな紙袋を持って駆け寄ってくる。

「なんか買ったのか？」

　大きさからして七葉も扇風機を買ったというわけではなさそうだ。

「まあまあ、これはいいからソフトクリーム買おうよ！」

　どうしてはぐらかすのか、七葉はホームセンター前にある屋台に走っていく。もしかして、風鈴か？　欲しがっていたけど、わざわざ自分で買うほど欲しかったのか。

「七葉、風鈴買ったのか」

「へっ!?　買ってないよ!?　まあ欲しかったけどさっ」

　やっぱり欲しかったみたいだ。でも、そうじゃないなら一体何なのだろうか。

　気になったが七葉にだって言いたくないことの一つや二つあるだろうと、聞かないことにした。

「七葉、俺の分も買っといてくれ。ちょっと買い忘れた物がある」

　七葉に二人分のソフトクリーム代を渡して、俺は一人店内に戻った。




「ん～美味おいし～！」

　七葉がソフトクリームを食べながら頬ほおを押さえる。

　ホームセンターの前、駐車場の一角で車を屋台に改造したソフトクリーム屋が開いている。俺たちはその前に並べられた椅子に座り、ソフトクリームを食べていた。

　これから俺には扇風機を抱えて帰るという試練が待ち受けている。だから少しでもここで休んでおかないといけないわけだが。

「お兄さん、チョコも食べたいから一口分けてよ」

「え……」

　当たり前のように食べかけのソフトクリームにかぶりつく。

「おい、お前な……」

「お兄さんもはい、あーん」

「おいっ……んっ」

　これじゃあまるでカップルじゃないか。

　肉体的にはしっかり休めているんだろうけど、精神的には全然休まらない。周りをちらちら気にしていると、七葉がニヤニヤし始める。

「お兄さん、あーんされたことないから恥ずかしいの？」

「うるせぇ、それぐらい大したことねぇよ」

　本当は動揺して手汗がすごいことになっていることなど、七葉は知らない。

「さあ、食べ終わったし帰るか」

　扇風機の入ったダンボールを抱えて立ち上がる。持ち上げた時点で大した重さではないし、これなら問題なく持ち帰れるだろう。ただ問題があるとすれば。

「お兄さん、紙袋忘れてるよ」

　扇風機のおかげで両手が塞がっていて、さっき一度店内に戻って買ったものを持てないということだ。

「それ、お前にやる。だから持って帰ってくれ。俺は扇風機で精一杯だ」

「え？　でもこれなに……？」

「開けて確認したらいいだろ」

　七葉は首をかしげながら紙袋の中を確認する。

「これって……」

「お前、欲しがってただろ。風鈴」

　それはホームセンターで七葉が欲しがっていた向日葵の模様が描かれた風鈴。

　最初は冗談で欲しがっていたと思っていたが、本当に欲しかったみたいだったから買ってみた。

　その風鈴を見て唇をきゅっと結んだ七葉の表情は、いつものニヤニヤとは少し違う、ふわふわというかなんというべきなのか。

「お兄さん」

　ひとまず、この笑みからは俺を揶揄からかうような悪意は感じられなくて。

「ありがとう」

「……おう」

　風鈴を揺らし、ちりんちりんと音を奏でた七葉は、自分の買った紙袋からなにかをとりだして……。

「……ってお前も買ってたのか」

　七葉の紙袋から出てきたのは、俺が七葉に渡した風鈴と全く同じものだった。向日葵が描かれた夏らしい風鈴。ちりんちりんと音を立てて、俺の顔の前でそれを鳴らし。

「これは私からのプレゼント。お兄さんの部屋に飾ってね」

「だったら俺が買ったやつを飾るよ」

　どうせ同じものだし、どっちが買ったものを飾ろうが変わりない。でも、七葉は俺の考えに不満があるみたいで、頬が膨らんでいく。

「ダメっ！　交換するの！　じゃないと、……意味ないじゃん」

「なにが意味ないんだよ」

「いいのっ！　お兄さんは大人しくこれを飾りなさい！」

「わかったよ。ほんとよくわかんねぇな、お前ってやつは」

「お兄さんのバカ……」

　俺を置いて先に帰っていく七葉が俺を罵倒する。

　俺が一体何したっていうんだよ、バカってなんだよ。ほんと、イマドキの女子高生はよくわかんねぇな。
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「はーいお兄さんウノって言ってなーい!!」

　私がお兄さんにプレゼントした向日葵の風鈴がちりんちりんと綺き麗れいな音を奏で、お兄さんが汗だくになりながら抱えて持って帰ってきた扇風機の風が私を冷やす。

「くっそ、うぜぇ……」

　私が扇風機の前を占領しているから、お兄さんは首にタオルを巻きながら私とウノをしている。

「お兄さん、そんな凡ミスで勝ちを逃すなんて、ほんとどんくさいね？」

「やかましいわ」

　ホームセンターから帰ってきた私たちは扇風機を組み立てて、暇を持て余していた。

　お昼ご飯も食べたし、ソフトクリームも食べた。時刻は四時という夕食にはまだ中途半端な時間。

「そういや、この近くにゲームセンターができたらしいな」

　そんな私の思考を読んだかのようにお兄さんがそう呟つぶやく。

　そんなの、行くしかないじゃないか。

「お兄さん、いこっ！」

　もちろんお兄さんは少し嫌そうな顔をする。ほんとは私とデートしたいくせに、そうやってとりあえず嫌そうな顔をするのがなんだか愛いとおしい。こういうのを推しが尊いというんだろう。

「いかねぇよ」

「えーなんで！」

「ゲームセンターだぞ、お前の同級生とかもいんだろ。なんか勘違いされたらどうすんだ」

「私はいいよ？　お兄さんとなら……？」

「俺がよくねぇんだよ！」

　自分からゲームセンターの存在を提示しておいて行かないなんて言わせない。でもお兄さんについてこさせる方法なんてあるのだろうか。

　お兄さんは頑固だし、負けず嫌いだから、きっと押すだけじゃだめだ。

　お兄さんは頑固なうえに負けず嫌い……そうだ、それを利用してやる。

「お兄さん、私にゲームで負けるのが怖いんだ？」

「……は？」

　かかった。

「そうやって言い訳つけて私との勝負を避けてるんだよね？　例えば誰かに勘違いされたとしても、お兄ちゃんだとか適当に誤魔化せるのに、お兄さんはそんなに私に勝てる自信がないんだね？」

「……」

　私を見て固まるお兄さん。これは、我慢している顔だ。

　理性ではこんな挑発に動じるなと思っていても、本能では私にゲームで一泡吹かせてやりたいとうずうずしている、そんな顔。

　ここまではお兄さんの「負けず嫌い」な部分を利用してやった。ここからは、お兄さんの「頑固」な部分を利用してやる。

「もう、わかったよ。諦めて一人で行くよ。でもさ、あのゲームセンター変な人が声かけてくるらしいんだよね」

「変な人？」

　くいついた。

「友達が言ってた、強引にナンパしてくるって。私怖いよ～」

　まずゲームで負けることを恐れているのかと煽あおることで、お兄さん自身が行きたくなる理由をつくる。そして次にお兄さんと私が一緒に行く言い訳を与えてあげる。

「それなら仕方ねぇな、そんなあぶねぇ場所に隣人のお前を一人で行かせて、もしなにかあったら俺が後味悪いしな。仕方ない。そう、これは仕方ないことだ。……夕食までの暇つぶしだぞ」

　お兄さんは一体誰に言い訳しているんだろう。自分自身を騙だますように「俺は悪くない、俺は悪くない」と、そう言い聞かせているようにしか聞こえない。

「うんっ！　ありがとう、お兄さん！」

　ごねているように見せつつ、自分がわくわくした表情になっていることに、お兄さんは気付いていない。そんなところが、可愛かわいいんだよなぁ。




　ゲームセンターは休日の夕方ということもあって、中学生や高校生で溢あふれていた。

　そんな場所に私と来ることは、お兄さんにとってやっぱり少し怖かったりもするのだろうか。心配してお兄さんの表情をうかがうが、そんな心配はいらないくらいに目がキラキラと輝いていて。

「アリオカートからやろうよ」

「ま、まあお前がやりたいならいいぞ」

　ほんと、めんどくさいくらいに可愛い人だ。

「私はカッパ様を使うよ！　トゲトゲしてて可愛かわいいからね！」

　背中の甲羅にいくつも殺傷能力の高そうなトゲトゲを生やした魔王のキャラクターを選択して、次にゲーム内でアイコンとして使われる顔写真の撮影に移る。

「お兄さんはどのキャラにするの？」

「どれが強いとかあんのか？　俺このゲームしたことなくてわかんねぇよ」

　アリオカートしたことない人なんているんだ……。国内だけに限らず世界でも有名なレーシングゲームなのに。

　でもここはお兄さんの無知を利用して揶揄ってやろう。

「ピンク色のドレスを着たお姫様のキャラが一番強いよ。ほら、そのポーチ姫って子！」

「本当だろうな？　いいのか、俺が使ったらお前の勝ち目なくなっちまうぞ」

　本当に知らないんだなお兄さん。初心者がどのキャラ使ったって大して変わらないのに。

「私は経験者だからね、譲ってあげる。キャラを選んだら写真撮影があるんだけど、上手うまく枠に収まれば収まるほど強くなれるよ！」

　本当はそんなボーナスはない。

　でもこう言うことでお兄さんはポーチ姫の髪型とドレスを着た写真を撮ることになって、それがレース中ずっと表示される。

「こ、こうか？」

　写真を撮っている段階でこんなに恥ずかしそうにしているんだから、レース中にずっとこの写真が表示されると知ったらレースどころではないだろう。勝利は私がもらった。

「よし、可愛く撮れたね」

「ってこれ関係ないんじゃ……しかも恥ずかしいじゃねぇか！」

　作戦通り。

「ほらお兄さん、レースが始まるよ！　アクセル踏んで！」

　三、二、一、とカウントが進む。

　三から二に変わるあたりでアクセルを踏む。そうすることで私はお兄さんよりもスタートダッシュを早くきることができて……。

「あれ、お兄さんスタートダッシュはやっ！」

　なんか間違えて早めに踏んでしまっていたお兄さんが、奇跡的に私よりも早くスタートした。

　ゴールに向かう道中、私のアイコン写真がお兄さんの画面をジャックするアイテムでお兄さんを邪魔したり、逆に私が同じアイテムを投げられてポーチ姫化したお兄さんに爆笑したりして、お互いを邪魔しあった結果。

「二人で下位独占しちゃったね……」

「ＣＰＵに一位取られるなんて……」

「ほらお兄さん、気を取り直そう！　次は和太鼓の達人しよう！」

　これもゲームセンターといえばコレ、というくらい人気のあるゲームだ。アリオカートと同じで、知らない人なんていないと言えるくらい有名だけど……。

「これは知ってるぞ。赤と青の顔を叩たたくやつだろ」

　知ってたけどなんか覚え方が独特だった。

「『ドン』と『カッ』だよ。『ドン』の時は和太鼓の表面を叩いて、『カッ』の時は和太鼓の縁を叩くの。ノーミスだったらフルコンボっていって、なんていうか……とにかく凄すごいの！」

「なるほどな」

　納得できたのか、お兄さんは和太鼓の前に立ち、素手でビシビシと叩き始める。

「こんな感じか？」

「お兄さん、そこに挿さってる棒で叩くんだよ……」

　薄々わかっていたけど、お兄さんって鈍感な上に天然なんだよなぁ。

　私たちはアリオカートの次に和太鼓の達人をすることにして、私が左の和太鼓の前に、お兄さんが右の和太鼓の前に並ぶ。

　店内を見渡せば高校生のカップルが多くいることに気付く。

　こうしてゲーム機の前に並んで、横にいるお兄さんを見上げてみると、やっぱり大人だなあと強く感じる。

　私の頭がある高さにはお兄さんの肩があって、服装はイマドキの高校生と比べるとお兄さんはかなり落ち着いたシンプルなもので、流行りとかは一切知らないんだろうけど無難な大人って感じがして。

　私たちがもしも同じ年に産まれていたら、制服を着て放課後にタピオカでも飲んでいたんだろうか。それも悪くないけれど、きっとお兄さんは高校生の時も流行りに鈍感だったんだろうな。

「おい、曲どれ選べばいいんだ」

「最初はお兄さんの好きなやつでいいよ」

　私は色んな曲を聴くから、大体なんでもわかる自信があった。

　でもお兄さんはきっと数ある曲の中でもほんの一部しか知らない。だから、譲ってあげたわけだけど。

「だめだ、わかるのがねぇ」

「なんで!?」

　それもそのはず、お兄さんが見ていたのはクラシックのジャンルだった。普段聴かないのにそんなのわかるわけがない。私だって聴かないからわからない。

「お兄さん、Ｊポップで探そうよ。ほら、これとかわかるんじゃない？」

　人気ドラマの主題歌で、曲もそうだけど可愛らしいダンスも人気を博した空そら野の源げんさんの愛という曲をお兄さんに聴かせる。

「ああ、これならわかる。純じゆんが踊ってたよ」

「よし、じゃあこれにしよう！」

　純さんではなく、お兄さんが踊っててほしかった。好きな人のダンスなんて需要の塊ではないか！

「ほら、始まるよ！　構えて！」

　お兄さんは難易度を『ふつう』に、私は『むずかしい』を選択した。ちなみに言うと、難易度は全てで五段階ある。『かんたん』、『ふつう』、『むずかしい』、『おに』、更に上には隠しステージ的な役割の『裏おに』という馬鹿みたいに難しい難易度のものも存在する。

　一度友達とふざけて挑戦して、全く動くことすらできずに曲が終わってしまったことがある。きっとあれは常人には無理なんだ。

　曲が始まって、思わず踊り出しそうな前奏から、歌いたくなるサビを通る。

　譜面が簡単になり余裕が出たらすかさずお兄さんの様子をうかがうと、お兄さんはやはりこういうゲームはあまり得意じゃないみたいで、難易度は誰でも楽しく遊べる『ふつう』のはずなのに、何もできないでじたばたしていた。

「なんだよこれ、難しすぎだろ」

「お兄さん下手だな～」

　曲が終わり、スコア発表が始まる。

「お兄さんミスばっかりだね～」

「初めてなんだから仕方ないだろ！」

「初めてでももう少しマシなんだよ普通」

　どうやらお兄さんにはゲーム全般の才能がないらしい。今日のデートではそのことがわかって少し満足だ。でも、私にはゲームセンターにお兄さんと来たら必ずやっておきたいことがあった。

「ねぇねぇお兄さん」

「なんだ」

「最後にあれで遊ぼうよ」

　私はあえてソレの名前を口には出さない。どうせ出したってお兄さんは知らないだろうし、知ってたら知ってたで断られることは明白だから。

「あれって、プリクラか？」

「え、知ってるの？」

「アホか。プリクラ知らないやつなんていねぇだろ」

　アリオカートも和太鼓の達人も全然知らなかった人が何言ってんだか。

「ま、せっかく来たしいいかもな。正直あまり得意じゃないけど」

　まさかお兄さんがプリクラを知っているなんて。それに知ってても反対しないのが意外だ。

　お兄さんのことだから、きっと嫌がるだろうと思ったのに。

「お兄さん、本当に撮ってくれるの？」

「なんだよ、いらねぇならやめとくぞ」

「ううんっ、撮ろっ！」

　どうしてこんなにも協力的なのかは知らないけれど、ここは大人しく一緒に撮ってもらおう。

　好きな人と一緒に撮れるプリクラなんて、宝物だ。

　機器の外側で四百円を投入して、撮影ブースの中に入ると、そこはもうカップルの空間になる。

　狭くて、カーテンのおかげで誰にも見られない空間が出来上がる。

「ここ、狭いな」

「お兄さんプリクラ撮ったことあるの？」

「葵あおいと純と何回かあるぞ」

　たしかに、純さんはきっと慣れてるし葵さんも女の子だし、一緒にいるお兄さんも自然と撮る機会は増えるだろう。だったら経験があっても不思議ではない。

　最初は、他の女性と来たことがあったのかと少しモヤモヤしてしまったけれど、お兄さんだしそれはないかと安心してしまった。

「おい、始まるぞ」

　お馴な染じみのプリクラ機器の声でポーズの指定をされる。

『二人でくっついてピース！』

「お兄さん、もっと近づかなきゃ。そういう指令なんだからさ」

　これは思わぬハプニングだ。

　まさかこのプリ機、カップル専用の物だった。

　専用と言っても、カップルじゃなきゃ使ってはいけないわけではない。

　ただ、プリ機から出されるポーズの指令がカップル向けだというもの。

　つまり、『二人でくっついてピース！』なんて、まだまだ序の口なわけで。

『手を繋つないで見つめあって！』

　二つ目の指令。お兄さんは既に「は？」という顔になっている。

　でも不服そうに私の目を見つめながら手を繋いできて……くれたらいいのに。

　結局二枚目は無難に変顔をした。後でお兄さんの変顔をしっかりと拝むことにしよう。

『次は二人でハートを作って！』

「お兄さんハートだよ！　ほら、私と合体して！」

　腕を大きく広げて半分のハートを作る。そこにお兄さんも恥じらいながら腕を広げて。

「できた！　完璧だね！」

　その後も指でハートを作ったり、ウインクをしたりした。

　私はプリクラを撮ってもらくがきはいつも人任せだったから、今回もらくがきは必要な最低限で済ますことにした。

「いいのか、そんだけで。純は原形なくなるくらい書いてたぞ」

「いいの。ありのままでも充分可愛かわいいからね」

「自信満々だな」

　そういう意味じゃないんだけどね。

　せっかくの二人の思い出なんだから、余計なものはいらない。初めて撮ったプリクラ、初めて撮った写真。これはずっと、私の宝物だ。

「そろそろ帰るか」

「だね」

　印刷が終わり、二分割にして二人で分け合ったプリクラを見ながら歩く。

　少し前を行くお兄さんはすぐに財布の中にしまっていたけど、真顔のピースも、指示を無視した変顔も、顔を真っ赤にしながら二人で作ったハートも、私は目が離せないくらいに嬉うれしくて。

「そんなに撮りたかったなら」

「……？」

　お兄さんが立ち止まり、私を見て。

「また、来るか……？」

「うんっ!!」







三話　後輩とライバル







　俺の住むアパートの一室には、悪魔が住んでいる。

　実際は悪魔ではなく、女子高生だ。でも、あいつはもしかすれば女子高生のフリをした悪魔なのかもしれない。

　ほぼ毎日俺の家に来て、ご飯を食べたり、俺を揶揄からかったり、テレビを独占したりして、俺の嫌がることを制覇してくる。

　そんな隣人ＪＫの七なの葉はの他に、なんだか近頃俺にやたらとちょっかいをかけてくる女がいる。

「せんぱ～い、お昼行きましょうよ～」

　会社の後輩、森もり下した菜な摘つみだ。

　森下は仕事上俺と関わることは今までそう多くはなかった。なのに最近になって、よく話しかけてくるようになり、お昼ご飯に誘ってくるようになり、俺は別に用もないからいらないと言ったのに無む理り矢や理りＬＩＮＥの交換もさせられた。

　送ってくる内容も夜中の三時に「先輩まだ起きてるんですか？　明日寝坊しますよ？」という内容だったりする。勿もち論ろん俺は夜中の三時に起きているわけではない。

　森下がスタンプを連打してきて、起こしてくる。

　なにか急ぎの用があるのだと思い、すぐに返信したらさっきのような内容のメッセージがくる。本当にタチが悪い。

　そこまでして俺を揶揄ってなにになるんだろうか。俺先輩だし、なんでこんなに揶揄われてんだかわからん。

「昼は弁当だって言ってんだろ、他あたれ」

「先輩がいいんですよ～、私、先輩とご飯食べたいです……？」

　？じゃねぇよ。揶揄い方まで七葉に似ている森下といると、会社なのに七葉に揶揄われているようでなんだか気が抜けない。

　というかそもそもここは会社だから気は抜いてなんかないが。

「ん～、まあ家庭的なところがあるのはいいことですからね、見逃してあげます」

　なんでこいつこんなに態度でかいんだよ。俺、先輩だぞ。

　別に先輩風吹かせたいわけでもないし、偉くなりたいわけでもないから、なにも言わないけど。

　森下は会社内で有名人だ。なぜ有名なのか、それは森下の人懐っこい性格などがあってのことだろう。

　関わる人間を全て魅了していく森下は、会社内でアイドルのような扱いを受けている。

　本人はそのことに気付いているのだろうか、わからない。男性社員はみんな森下に甘い。理由はおそらく、みんなの反応を見る限りは下心だ。

　森下は男が好みそうな良い体をしている。本当にアイドルみたいだ、グラビアの。みんなが鼻の下を伸ばしてしまうのにも、納得する。

　でもそんな良いところを全て台無しにしているのが、あの揶揄いだ。俺はあんなやつには屈しない。どうしても七葉と重なってしまって、『森下に下心を見せる』それはイコールで『七葉に下心を見せる』ということになってしまうほどに、こいつらは似ている。

　見た目が似ているわけではなく、なんというか、属性みたいなものが。

「お昼は見逃しますけど、夜は一緒に食べましょう」

　夜。いつもは七葉と、俺の家で食べている。

　そして今日も、食材は買ってあるし、きっと七葉はいつも通りに忍び込んで待っているだろう。

　もしも俺が森下と外で食べて帰るようなことになれば、七葉の夕食はどうなる。あいつはいつも俺が作るのを待っているから、きっと何も食べずに俺の帰りを待つことになるだろう。

　身近にいる大人として、高校生にそんな思いをさせるわけにはいかない。別にあいつと食べたいとか、そういうんじゃない。

　だから森下のこの誘いを、俺はどうにか理由をつけて断らなければならない。

　でも「家で女子高生が待ってるから」なんて言えるわけないし、どう言えばいい。ここはあえてシンプルに行こう。いくら森下でも、先輩に対してそうしつこくはこないだろう。

「家に作り置きしてるんだ。今日食べないと、腐っちまう。だから他あたってくれ」

　決まった。これで、俺は無事に家で七葉と夕食を食べることができる。おっと、この言い方だとまるで七葉と一緒に食べるのを待ち遠しく思っているみたいだな、断じて違う。

　俺のそんな浅はかな企たくらみは、この二代目七葉には通用しなくて。

「そうですか～、じゃあ先輩のお家うちで食べますか！」

　なぜそうなる。

　まさかの返しに俺は何も言えず、森下が「じゃあ定時になったら声かけますね～」と言って離れていってから、ようやく声が出る。

「っておい！」

　なぜそうなる……。

　このままでは森下が俺の家に来て、七葉と鉢合わせてしまう。

　七葉に今日は来ないように伝えることも考えたが、伝える手段がないし、きっと伝えられたとしてもあいつは喜んで邪魔してくる。

　俺が困ることを喜んでするあいつだから、来るなと言えばきっと来る。

　そうなれば、七葉と森下が鉢合わせてしまうわけで。

「やばいことになった……」

　どうにかして、森下が来るのを阻止しなければならない。でも森下は七葉と同じくらいの自由さを誇る困った奴やつだ。

　多分俺がどう抵抗しても、勝手に上がり込んでくるのだろう。

　だったらいっそ、堂々としてみたらどうだろうか？

　隣人の女子高生と一緒にご飯を食べるなんて、普通だ。なにもおかしなことはない。それなのになぜお前はそんなに驚いているんだ？　とか言ってやればいい。

　うん、そうしよう。

　それならきっと、なんとかなるんじゃないか。

　そんなふうに考えた俺は、きっとどうかしていたんだろう。

「先輩が女子高生誘拐してたなんて……」

　俺の家に入った森下の第一声がそれだった。

　まあ、なんとかなるわけないよな、冷静に考えて。

「お兄さん、この人誰？　彼女？」

　森下もそうだが七葉も、どうしてそんな誤解をするんだ。

　俺が女子高生を誘拐するわけないし、森下が俺の彼女だなんてありえないに決まっているだろう。

「誘拐じゃないし彼女じゃない！」

「「なんだ……よかった」」

　なんだよこいつら息ぴったりかよ。

　先輩が誘拐犯じゃないと知って「よかった」と安あん堵どする森下の気持ちはわかるが、どうして森下が彼女じゃないと知って七葉も「よかった」と言っているのかわからない。

「とりあえず、飯にするか……」

　帰れと言ってもどうせ聞かないし、俺は仕方なく三人前の食事を用意することにした。

　隣人の女子高生と会社の後輩と、どういうメンバーだよ。

「お兄さん、手伝うよ」

「先輩、手伝いますよ」

　二人が俺を挟むように睨にらみ合う。なに、なんで喧けん嘩かになりそうなの。

「七葉ちゃんだっけ？　なんで隣人の七葉ちゃんが先輩の家でご飯食べるの??」

「お兄さんが一人じゃ寂しいだろうから、毎日来てあげてるんですよ～」

　別に寂しくはないんだけどな。

　それとさっきから火花みたいなものが見えるんだけど、幻覚？

「だったら今日は私がいるし、七葉ちゃんは帰ってもいいよ？」

「お兄さんがいてほしいって言うからいるんです」

「もうお前ら二人とも座ってろ!!」

　二人の腕を引いて座椅子に座らせる。

　この調子で俺を挟んで喧嘩されたらたまったもんじゃない。大人しく待たせておく。大人しく、できるよな？




　三人前の夕食を作り終えて、テーブルに並べる頃にはなにがあったのか、二人は隣に並んで座っていた。でも決して仲が良くなったわけではなく、険悪なムードは少し残っているように感じる。

「なにがあった？」

「なにも」

　不機嫌に七葉が答える。絶対なにかあっただろ。

「なんなんだよ……」

「これが妥協点です」

　森下がニヤつきながら言った。

　なんの妥協点なのかはさっぱりわからないけど、喧嘩にならないならそれでいい。

　食事に手をつけようとして、飲み物を用意していないことに気付いた。

　七葉も同時に気付いたようで、俺より素早く冷蔵庫に向かった。でもきっと、この険悪ムードだし、七葉は森下の分は用意しないんじゃないか、そう思って、俺も立ち上がった時。

「菜摘さん何飲みますか？　水と緑茶がありますけど」

「緑茶にしようかな、ありがとう」

「……」

　喧嘩してたんじゃないのか。いつの間にか七葉は菜摘さんって呼んでるし、普通に仲良さそうだな。俺の気にしすぎだったのかもしれない。

「なにへんな顔してるんですか？　先輩、一緒の食卓に私がいるからコーフンしちゃいました？」

「してねぇよ！」

「お兄さんは水だよね」

　俺の前に水の入ったコップを置いた七葉が言う。七葉とはもう何度も食事を共にしているから、俺のことをよくわかっている。

　なぜかそのやりとりを見て森下が膨れているのが意味不明だ。それと七葉はなんでドヤ顔なんだよ。

「お前ら、本当はなにかあったんだろ？」

「「なにも」」

　ほら、なにかあったよこれ。

「お兄さん、早くご飯食べようよ」

「そうですよ先輩。せっかくの料理が冷めちゃいますよ」

「だな、さっさと食べちまおう」

　そして俺は、どうしてこうなったのか、隣人の女子高生と会社の後輩と三人で食卓を囲んだのだった。本当にどうなってるんだ。




　　　　＊＊＊




　お兄さんが会社帰りに後輩の女性を連れて帰ってきた。

　名前は森下菜摘さんというらしい。おっぱいが大きくて顔も可愛かわいい。アイドルみたいな人だ。エッチな方のアイドル。

　菜摘さんの言動から、お兄さんに好意を抱いているということがわかる。

　最初は彼女かと思って慌てたけれど、お兄さんがウザいウザいと言っていたので安心した。

　好きな人にウザいと言われるなんて、この人もまだまだだ。私なんてお兄さんに毎日「可愛い」だとか「癒いやされる」だとか、もうそれはそれは褒められる、予定だ。いつかきっと。

　お兄さんとどの程度まで進展しているのか、いつから好きなのか、それを知りたくて探りを入れることにする。

「森下さんは、お兄さんとどういう関係なんですか？」

　探る。なんて言ったから、遠回しに聞くようにイメージしたのではないだろうか。私もそのつもりだった。でも気付けばストレートに聞いてしまっていた。

　早く知りたいという願望が前のめりになりすぎたのかもしれない。

「菜摘でいいよ、七葉ちゃん？」

　森下さんは、座椅子に座っている私を見下ろしながら、私に顎クイをした。顎クイは顎を手でクイッとするやつ。そのまんま。

「……」

　いくら同性でも、森下さんくらい可愛い人に顎クイなんてされたら、少し顔が熱くなる。この人をお兄さんの側そばに置いておくのは危険だ。うっかり惚ほれてしまうかもしれない。

「菜摘……さん」

「そうそう、それでいいよ。それで、先輩とどういう関係って？　知りたい？」

　決してすぐに答えない。焦じらして、主導権を握っている。その間のほんの一瞬だけ、目が合う。どうして私が照れることがあるのか、どうしてもこのまま目を合わせていてはいけないと思ってしまう。このまま合わせていれば、きっと抜け出せなくなる。そう錯覚してしまうほどに、妖艶な瞳で。

「べ、別に。知りたいとかではなくて、少し気になっただけです」

「ふーん、じゃあ教えなくていいんだ？　私と先輩の関係……？」
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　お兄さんがキッチンで三人前の夕食を作る間、私はこの人と二人きりだ。もしかすれば、これからもこうしてお兄さんの家に来るかもしれない。

　そうなれば、このままいいように扱われていたままでは、私はきっと菜摘さんに負けてしまう。

　今のうちに対等な関係にならなければならない。どうせお兄さんとはただの先輩後輩の関係だとわかっているのに、菜摘さんの持つエッチな雰囲気が、どうしても体の関係をイメージさせてくる。でも落ち着け私、お兄さんは絶対童貞だ。

　私も経験はないけれど、お兄さんほど異性への耐性がない人はそういない。

　最近は私が毎日一緒だから、少しだけマシになってきたようにも思うけれど、元々はもっと揶揄からかいやすくて、反応も可愛かった。今も可愛いけど。

「別に、教えてくれなくてもいいですよ」

　強がってそんなことを言う。本当は知りたいけど、私から聞くのは負けたような気になってしまう。私は揶揄うのは得意でも、揶揄われるのは得意ではない。

「ふーん、そっかぁ。七葉ちゃんは大好きなお兄さんを私に奪われるのが怖くないんだ？」

　だめだ、挑発だ。気にしていない素振りをするんだ。動じるな私。

「私たちはただの隣人なので」

　そんなギリギリの私をニヤついた表情で見てくる菜摘さんは、私の正面に移る。

　お兄さんの家の食卓は、二対二の対面になるようにローテーブルを挟んで座椅子が二つと座布団が二枚ある。

　私が今座っているのはいつもお兄さんと横並びになっている座椅子で、菜摘さんは正面の座布団に座っている。

　お兄さんは私か菜摘さん、どちらの隣に座るだろう。

　いつも通り座椅子に座るとは思うけど、もしもここで菜摘さんの隣、座布団に座られると、私のメンタルが崩壊する。

　菜摘さんは多分、お兄さんが普段どこに座っているのかなんて知らないだろう。

　だったら、お兄さんがいつも通り私の隣に座ることで、菜摘さんにお兄さんを諦めさせるくらいの絶望感を与えることができるかもしれない。

　このまま何も言わずに、お兄さんが来るのを待って、どちらに座るかの賭けに出るか。

「先輩、どっちに座るんだろうね？　私の隣かな、七葉ちゃんの隣かな？」

　同じことを考えていたみたいだ。でも、どうしてそんなに余裕なんだろう。明らかに空いている座椅子に座るだろうとは考えないのだろうか。

　そうなればお兄さんは菜摘さんじゃなくて私を選んだという事実が菜摘さんを襲うはずなのに。まあ座る場所を選んだだけだろうけど。

　そんな余裕な菜摘さんを見ていると、私の余裕がなくなってくる。そもそも余裕なんてない。こんな可愛い人が、お兄さんの会社にいたなんて知らなかった。

　服越しにわかる大きなおっぱい。それが毎日お兄さんと一緒に仕事をしているなんて、考えるだけで恐ろしい。

　お兄さんは毎日、このおっぱいと挨拶を交わしているんだ。恐ろしい。

　お兄さんは多分、私の隣に座るだろうとわかっている。でも、どうしても不安になってしまうのは、菜摘さんの魅惑的なオーラがそうさせているんだろう。

「お兄さんはいつも私の隣に座ってるから、今日も多分そうですよ」

　どうだ！　遠回しに毎日一緒にご飯を食べていると自慢してやった！

　でも菜摘さんはまだ余裕の笑みを浮かべたままで、私から決して目を背けない。

　その自信に溢れた目が、どうしても私にこれでいいのかと自問自答させる。

　このままじゃ、お兄さんが来てしまう。どうすればいい。どうするのが正解か、そんなことわからないけれど、負けない方法ならある。

「あれ、私の隣に座るの？　先輩と並ばなくていいんだ？」

「平等でありたいので」

　私は菜摘さんの隣、座布団に座った。

　こうすることで、私の隣にお兄さんが来ることはなくなってしまったけれど、同時に菜摘さんの横にお兄さんが来ることもなくなった。

　じゃんけんで例えるならあいこ。お互いが勝つことも負けることもない、平穏。

　どうせ私は菜摘さんがいない日は隣で食べられるし、今日菜摘さんからお兄さんの隣を死守するだけで、実質私の勝ちみたいなものだ。

　勝つことはあっても負けることはない、賢い選択をした。

　いや待てよ？　そもそも座椅子で待ってたらお兄さんはきっと私の隣に来ただろうに、どうしてこんな守りに入ってしまったのか。

　隣の菜摘さんを見ると、ニヤリと笑っていた。

　やられた。私は菜摘さんの掌てのひらで転がされていたんだ。

　すぐになにか言い訳をつけて、もう一度座椅子に戻ることを考えたけど、それは夕食を作り終えたお兄さんが味み噌そ汁しるを私と菜摘さんの目の前に置いたことにより、妨害される。

　目の前に置かれたんだから、もうこの席からは動けない。

「なにがあった？」

「なにも」

　私たちの心理戦から生まれる微妙な緊張感を察知したであろうお兄さんがおどおどしている。

「これが妥協点です」

　鈍感なお兄さんでも勘付くくらいの空気なのに、菜摘さんがなにかあったことを匂わせるような発言をする。その余裕そうな表情も可愛い。悔しいけど。

　お兄さんが飲み物を忘れていることに気付き、私は冷蔵庫へと立ち上がる。

「菜摘さん何飲みますか？　水と緑茶がありますけど」

　本当は私が買ってきたコーラもあるけど、いじわるして教えてあげない。

　それにご飯中はコーラを飲むとお兄さんに𠮟られる。

「緑茶にしようかな、ありがとう」

「……」

　そんな私たちのやりとりを見て、なにかあったのかと気にしているお兄さんは不思議そうな表情になっていた。

「なにへんな顔してるんですか？　先輩、一緒の食卓に私がいるからコーフンしちゃいました？」

「してねぇよ！」

　私がいつもしているような揶揄いでお兄さんを惑わす悪女、菜摘さん。

　私が冷蔵庫に向かっていった隙にお兄さんと仲良くしようとしているのを見て、私はすこし苛いら立だってしまい、急いでコップに入った水をお兄さんに渡すためにキッチンから戻ってくる。

「お兄さんは水だよね」

　いつもお兄さんは水だから、私は毎日お兄さんと食事していて知ってるんですよと菜摘さんにわからせるように言ってやった。

　そうすると初めて菜摘さんが頬ほおを膨らましてる。その仕草も絶対にわざとやっていて、自分の可愛さを理解しているが故にできる膨れっ面だと感じた。

　そんな私たちの声に出さない攻防を見ていたお兄さんが。

「お前ら、本当はなにかあったんだろ？」

「「なにも」」

　今日だけは鈍感じゃないお兄さん。

　普段はどれだけアピールしても私の気持ちに気付かないくせに、バカ。

「お兄さん、早くご飯食べようよ」

「そうですよ先輩。せっかくの料理が冷めちゃいますよ」

「だな、さっさと食べちまおう」

　当たり前のように菜摘さんと食卓を囲む。

　どうして会社の後輩が当たり前のように一緒にいるんだろう。お兄さんはおかしいとは思わないのかな。でもよく考えたら私も当たり前のようにいる状況がおかしいから、言わないことにした。

　これからこの菜摘さんを警戒していかないといけない。

　会社にいる間は菜摘さんにお兄さんを譲るけど、家にいる時は絶対に渡さない。そして、お兄さんの気持ちだって、私が絶対に手に入れてやるんだ。







四話　夏休みと花火







「では、みなさんくれぐれも休みの間、救急車やパトカーにお世話になることなく……」

　七月二十三日、今日から私の学校では夏休みが始まる。

　担任の先生の長い話をちゃんと聞いてるのはほんの一部で、みんなこれからの休日をどう過ごすのかという話で持ちきりだ。

　勿もち論ろん私は平日は宿題とお兄さんの家の掃除など、やることが沢山ある。

　土日はお兄さんも休みだし、色んなところに行きたいと考えている。でもお兄さんが果たして一緒に出かけてくれるかという問題もある。

　お兄さんはスーパーですら一緒に行きたがらない。「女子高生を誘拐してるなんて思われたらどうするんだ」と言って、いつも私とは行かない。

　そんなお兄さんでも、夏休みには私とデートする。そのための作戦がある。

「七なの葉は～、夏休み遊ぼうね～」

「うん！　ＬＩＮＥするね～」

　数人の友達としばしの別れを告げて、私は帰路につこうと通学鞄かばんを持った。

「はっ、花はな咲さきさん」

「……どうしたの？　堀ほり川かわくん」

　クラスメイトの堀川くんだ。堀川くんは一年生の頃も同じクラスで、今年で二年目の友達。園芸部で、花が好きな男の子という印象が強い、優しい男の子。

「その……えっと……」

「……？」

　なにか言葉に詰まったように、目をキョロキョロしている。

　私はそんなに急いでいないし、「座ろうか？」と聞いた。

「いや、その、夏休み……！　僕と一緒に花を見に行きませんか？　電車で少し移動した先に大きな花はな博はく公園があるんだ！　どうかな……？」

　花は私も好きだ。苗みよう字じが花咲だし、なんだか身近に感じる部分がある。

　でも……、

「ごめんね、夏休みは予定が詰まっちゃってて」

「そ、そっかぁ……。残念だけど、じゃあまた夏休み明けだね……」

「そうだね、またねっ」

　少し申し訳なかったけど、私は夏休みをお兄さんと過ごすと決めてしまった。お兄さんの帰りが遅くなっちゃう日も、他の友達との予定で埋まってしまっている。

　私はこの夏休みで、お兄さんと少しでも距離を縮めて、好きになってもらうんだ。

　菜な摘つみさんという強力なライバルが現れてしまった以上、遊んでなんていられない。頑張ってお兄さんを惚ほれさせてやる。

　堀川くんに手を振り、下校道を走った。早く帰ってお兄さんのためにやらなくちゃいけないことが沢山あるから。




　終業式はお昼には終わって、私はお昼ご飯を食べるため、荷物を置いたらすぐにお兄さんの家に侵入した。

　ベランダから手すり壁を越え、少し飛び出た足場を使ってカニ歩き。そうしたらまた手すり壁を越えて、お兄さんの部屋のベランダに到着だ。

「よっ、しょと」

　少し前に落ちるかもしれないからやめろとお兄さんに𠮟られたから、最近は命綱を体に巻きつけて侵入している。ベランダの下は普通に人も通る道に面しているから、誰もいないのを確認してからでないと決行できない。もしも見られたら泥棒と間違えられてしまう。

　私は泥棒じゃない。ただ侵入しているだけだ。

　お兄さん宅のベランダに侵入したら、次は窓を突破しないといけない。

　実はお兄さんは気付いてないけど、お兄さんの家の窓は、上下に揺らすと鍵が簡単に開く。私だけの秘密。

　今日この昼間から侵入したのは、お昼ご飯を食べるためだけじゃない。お兄さんと夏休みに沢山デートするためだ。

　誘拐と勘違いされるという理由で私と出かけたがらないお兄さんとデートする作戦。それは、お仕事で疲れて帰ってきたお兄さんを労いたわり、ご機嫌をとれば、ノリで行けんじゃね作戦。

　というわけで私はこれから、お昼ご飯を食べ終わったら次にお洗濯をする。もう既にお兄さんの「七葉は最高の嫁になるぜ」という声が聞こえてくる。

　お洗濯を終えたらお風呂掃除をして、お兄さんが帰ってくる頃にお風呂が沸くようにしよう。また、お兄さんの「七葉は最高の嫁になるぜ」という声が聞こえてきた。

　そしてそして、それが終わったら晩ご飯の準備だ。前のように焦がしたりはしない。既に献立はできているし、買い出しも済んでいる。

「さあ！　始めよっと！」

　まずは私のお昼ご飯から取り掛かるのだった。




「で、この有様か」

「ごめんなさい」

　お兄さんが腕を組んで不機嫌に言う。

　全てが狂い出したのは、私のお昼ご飯を作り始めた時だ。最初からじゃん。

　オムライスを作ろうとして、まずはケチャップライスを作り、冷蔵庫から卵を取り出そうとしたところで気付く。卵が、ない。

　お兄さんの家だし、卵くらいあるだろうと思って買っていなかった。

　私としたことが失敗だったと、諦めてケチャップライス単体で食べ、次にお洗濯に取り掛かる。

　お兄さんはマメな性格だから、洗濯物も昨日の分しか無い。少し量に寂しさを感じたけどそのまま洗濯機を回したら、洗濯物の量とお洗濯用洗剤の量が合わなくて、泡だらけに。私がいつも使う量を入れたんだけど、そういえば私洗濯物いつも溜ためてた……。そりゃ泡だらけになるよね。

　現時点で「七葉は最高の嫁になるぜ」と言われる功績は全く残せていないけれど、続ける。

　お風呂掃除をしていた私は、洗濯機からブクブクと変な音がすることに気付き、すぐに行かなきゃと持っていたシャワーを放り投げて走った。

　なんとか洗濯機の中から洗濯物を救い出してから、床が濡ぬれていることに気付いて、お風呂場のシャワーが外に向かって噴射しているのを確認した。

　その辺りからどうにでもなれ、とヤケになった。そして……、

「なるほどな。はぁ……」

「ごめんなさい」

　お兄さんが帰ってきてからごめんなさいしか言っていない。

　怒ることもなく片付けを手伝ってくれて、それどころか泡だらけになった私にシャワーを貸してくれたり、お風呂から出てきたら温かいご飯ができていたり、お兄さんはきっと最高の旦那さんになるね。あれ？　こうなる予定じゃなかったのに。




　私の良いお嫁さん計画が台無しに終わった二日後、土曜日。

　今日はお兄さんが休みだから、朝からお兄さんの家に来ている。許可は得てないけど。

　そして私は、先日の失敗なんてなかったことにして、さっそくお兄さんとのデートの約束を取り付けるため交渉を始める。でも、そんなに堂々とデートに誘えていたら今もこうしてズルズル関係を進展させずにいるわけもなく。

「せっかくの夏休みだから、色んなところに行きたいよね」

　そうやって、遠回しに誘うことしかできない。でもきっと鈍感なお兄さんのことだから、これがデートのお誘いだなんて絶対にわかっていない。

　勇気を出して、もう少し攻めてみる。

「水族館とか行きたいな～」

「じゃあ俺にちょっかいかけに来てないで、友達と行ってきたらどうだ？　せっかくの夏休みなんだし」

　お兄さんのバカ、鈍感、分からずや。

　お兄さんの方を向いて、文句の一つでも言ってやろうとした。

「あれ、お兄さん出かけるの？」

　外出する装いに財布に鍵。ポケットにはスマホの形もある。

「ああ、ちょっとな」

「どこ行くの？」

「家具買いに」

　家具店。それはカップルで訪れれば同どう棲せいした時の妄想が膨らむ最高のデートスポット。そんなもの、私が見逃すわけがない。

「私も行く!!」

「はあ？　待ってろよ、邪魔だし」

「嫌！　行く！」

「子供かよ……」

「子供だよ！　悪い!?」

「はあ……わかったよ」

　神様、どうやら私の作戦は成功したようです。

　先日の作戦は一見失敗したように見えた。でも、あの時私が色んな家具をダメにしてしまったから、お兄さんが買いに行く羽目になったのです。

　フライパンとかベコベコにしちゃったもん。ごめんなさいお兄さん。




　お兄さんは車を持っていないから、電車とバスに乗って行くことになった。

　途中海が見えて、お兄さんに言ったのに、すっごい塩対応で「そうだな」としか言われなかった。ムカつくからこれでフライパンの件はチャラにしよう。嘘うそですごめんなさい反省してます。

　何度か電車を乗り換えてようやく到着する海に近い大きな家具店。

　建物は青く、シンプルな店名のロゴだけが施されたお洒落しやれな外装になっている。

　店名はＩＫＥＹＡ。スウェーデン発祥の、超有名家具量販店。

　家具は全てシンプルでお洒落なものばかりで、どの年代からも人気がある。お兄さんのくせに、良いセンスだなあ。

　店内にはスウェーデン料理が多く並ぶレストランもあって、今日のお昼ご飯はそこで食べることになっている。もう今から楽しみだ。

　入り口の自動ドアから入り、まず目の前に見えるのが二階に続く大きな階段。その階段を上がった先には。

「お洒落だな」

「こんなの憧れるね～！」

　店側がモデルとしてコーディネートした、ＩＫＥＹＡの家具を使って創られたインテリアのショールームがいくつも並ぶ。

　足下を見れば色んな動物の足跡が描かれていて、こんなにお洒落な空間なのに遊び心も忘れていない。ここは最高のデートスポットだ。

　ソファがいくつも展示されている場所で、私がソファに座って休憩していると、お兄さんも隣に座ってきて。

「これいいな」

「それは、私が隣にいるからかな？」

「さ、次行くぞ」

「了解しました大佐！」

　そんな感じでいくつもの家具を見ては、私が何かを言ってお兄さんが軽く流すという繰り返し。二階に来てからもう数分経たったけど、流石さすがはＩＫＥＹＡ。まだ全く終わりが見えていない。

「ふ～、結構色々あるんだね」

「だな。ここまで広いと思わなかった」

　自動販売機でお兄さんは缶コーヒーを、私はコーラを買って飲む。お兄さんの奢おごりだけど。

　コーラを飲みながら、辺りを見回してみる。

　すると、すぐ側そばに大きなカゴに沢山盛り盛りに入れられたぬいぐるみを見つけた。

　そういえばＩＫＥＹＡでは、色んな動物のぬいぐるみがあることで知られている。中でも人気なのがサメのぬいぐるみ。

　実際は人を食べてしまう怖い生き物も、ぬいぐるみにしてしまえば可愛かわいく見える。

　クラスメイトの女の子がＳＮＳで彼氏に買ってもらった～なんてコメントと共に写真を載せているのを何度か見たことがある。

　あれはなんだか、彼氏とＩＫＥＹＡに行って買ってもらうのが流行になっている気がする。みんな多分、そこまであのぬいぐるみに魅力は感じていないのではないか、と。そう感じるのは、私自身がそこまであのぬいぐるみに魅力を感じていないからであって。

「どうした？　あれ、欲しいのか？」

　別にいらない。部屋にぬいぐるみなんて一つも置いていないし、置きたいとも思わない。別に子供っぽいからとか、そういう理由じゃなくて、ただ私はそういうのに魅力を感じないんだと思う。

　でも、もしもここで欲しいと答えたら、お兄さんは買ってくれるのだろうか。

　買ってくれるなら、それはカップルならみんなが通るような定番イベントなわけで、そのチャンスを自ら潰すような真ま似ねはしたくない。

　でもでも、お兄さんに子供っぽいとか思われないだろうか。ただでさえ恋愛対象として見られていないのに、これ以上子供に見られては困る。

　どうする、私。

「ん～、私はいいかな。もう子供じゃないし」

　さっきは自分を子供だと言ったくせに、こういう時は子供としてではなく、大人だと言い張る。

　都合の良い時だけ子供の特権を使える女子高生ブランド、最高。

　これでお兄さんに、少しは恋愛対象として見られるようになっただろうか。

　でもこんなことでなれれば苦労しない。道はまだまだ険しそうだ。

「そうか。そういや腹減ったな、レストラン行くか」

「だねっ！」

　私たちは二階の探索を途中で諦めて、来た道を引き返して階段を降りる。

　レストランはお昼時ということもあり、それなりに人が集まっていた。

　バイキング形式で沢山の料理が並ぶレストランを歩く。私たちはまず、名物のミートボールを取る。そして私はケーキを二つ。

「お前、そんなに食えんのか？」

「余裕だよ～、ケーキは無限に食べれるもんっ！」

「あらそうかい」

　お兄さんはミートボールにプラスしてハンバーグ。取りながら「これは焦げてないな」と、遠回しに私を馬鹿にしてきた。ブラックハンバーグでごめんなさいね、ほんと。

　少ない空席の中から良い感じに海が見える窓際の席を見つけて、私たちはそこに座ることにした。

　席に座ると、お兄さんは何な故ぜか落ち着かない様子になって、私を見たり、机の下を見たり。

「お兄さんなにモジモジしてるの？　トイレ？」

「いや、その、これ……」

　そう言って机の下からお兄さんが出したのは、さっきお兄さんがレジで買い物してきたフライパンなどが入った黄色の袋。そしてその中から、明らかにお兄さんの物ではない、可愛らしいサメのぬいぐるみが出てきて。

「え、お兄さんそれ買ったんだ？」

「いや、俺のじゃなくてだな……」

　そこまで聞いて、ようやく理解する。

　鈍感なくせに、無駄なところで察しがいい。私がお兄さんからなら貰もらいたいと思ったサメのぬいぐるみ。あの時は子供っぽいと思われないように、いらないと言った。でもお兄さんは、それを嘘だと察して、こうして買ってきてくれたんだ。

「くれるの？」

「ああ、お前ほんとは欲しかったんだろ。葵あおいが言ってたんだ、女はいつまでも可愛い物が好きだって」

　嬉うれしくてつい頬ほおが緩んでしまう。口がふにゃふにゃになってしまっているのが、見なくてもわかる。

　サメのぬいぐるみという物自体は別にいらない。でも、お兄さんが私にくれたプレゼント。ちゃんとこうして一緒に出かけて、そこで買ってくれた、初めてのプレゼント。

　比べるのはダメだけど、今まで貰ったどんなものよりも価値を感じて、嬉しくて、つい。

「お兄さんありがとっ！」

　ぬいぐるみごとお兄さんを抱きしめてしまう。

　無意識にやってしまったとはいえ、お兄さんは未成年の私と出かけることも怖がっていたのに、悪いことをしてしまったと思い、すぐに離れた。

　そしてお兄さんの顔を見ると、私と同じくらい、顔が真っ赤になっていた。

「ご、ごめん……」

「い、いや、別に……」

　なんだこの感じ。凄すごい、幸せだなぁ。

[image: ]




「ほらみろ、残してるじゃねぇか」

　ミートボールが思った以上にお腹なかにきて、一つ目のケーキを食べた時点でお腹がいっぱいになってしまった。

　二つ目のケーキには手が伸びない。

「ぐるじ～」

「仕方ねーな、残しちゃ作ってくれた人に悪いし、俺が食うよ」

「いいだろう、許可する」

「てめぇぶっ飛ばすぞ」

「ごめんなさい」

　私が残したケーキをお兄さんが美味おいしそうに頬張って、私は家具店デートの終わりを予感する。

　このままでは、デートが終わってしまう。まだ時間はある。まだお昼だから、帰ってもまたいつも通りお兄さんの家で過ごすことになるだろう。

　それも素晴らしいけれど、せっかくだから、もっと外でデートしたい。

　どうにか、どうにか。

「七葉」

「……？」

　お兄さんはケーキをしっかり食べ終えてから、時計を確認して。

「まだ時間あるし、水族館、行くか？」

「──へっ？」

「お前行きたがってたろ。それにこの近くに、でっけぇジンベエザメがいる水族館があるんだってよ。俺も気になってるから、どうだ」

　行きたがってたことを覚えていてくれた。そして、私のためにネットで調べてくれた。

　お兄さんがジンベエザメに興味持つなんて、なんか意外だ。

「いいの？」

「行かねーのか？　夕食までまだ時間あるしさ……、まあお前がいいならいいけど……」

「行くっ！　行こう！　連れてって！」

　やった。これは正真正銘、デートだ。

　見ましたか菜摘さん。私はお兄さんとデートすることに成功しましたよ！




　バスで数分走った先にある水族館は、入場券売り場からよく見えるジンベエザメの大きなオブジェが特徴的な水族館。

　もちろん中の水槽にもジンベエザメはいて、グッズコーナーでもジンベエザメがブイブイいわせている。推しすぎじゃない？

「お兄さん、せっかくだし全部見て行こ！」

　お兄さんの腕を抱えて、前に引っ張っていく。

　周囲にはどう見えるのだろう。今日は二人とも私服だし、もしかしたらカップルだと思ってくれるだろうか。

　前にもスーパーで夫婦だと間違えられたし、きっと今日だって。

「七葉、離れて歩け。変な勘違いされるだろう」

「だめ？　私と勘違いされるの」

　お兄さんは少しだけ頬を赤くして、私から目をそらす。何を照れたのかわからないけれど、照れてくれて嬉しい。

「そりゃ、お前女子高生だろうが。腕なんか組まれると困る」

「お兄さん、私をそういう目で見るの？」

「見ねぇよ！」

「だったらいいじゃん！　いこっ！」

「っておい、まてよっ……」

　名前もわからない沢山の魚たちを見て、水族館を満喫する。

　私は水族館に来たいと言ったけれど、別に魚が好きなわけではない。ただ、デートといえばこれ、みたいな印象があったから。

　お兄さんもジンベエザメが気になると言っていたし、喜んでくれるなら私も嬉しい。

　大きな水槽ではちょうど魚たちに餌をあげている飼育員の人が潜っていて、ガラス越しに私たちに手を振ってくれる。

「見てみてお兄さん！　手振ってるよ！」

　それを見て私も手を振り返すが、もちろんお兄さんは手を振ることはしない。

「お兄さんもふりなよ～」

「いや、俺は大人だから……」

「つまんないの～」

　大きな水槽を見送ったら、次は小さな水槽がいくつも並ぶ神秘的な空間にでる。

　小魚や小さめのクラゲなんかが沢山いて、綺麗だ。

　魚は別に好きじゃないけれど、クラゲは好きだ。なんかふわふわしてて可愛い。

　そんな絵に描いたようなデートのなか、私は小さな女の子を見つける。

「お兄さん、あの子迷子じゃない？」

　辺りをキョロキョロしている女の子がいる。明らかに誰かを、なにかを探していて、周りには大人がいない。つまりあの子は迷子なんじゃないのか、という私の名推理。人は私のことを名探偵ナノハと呼ぶ！　見た目は美少女、頭脳は天才、その名は、名探偵ナノハ！

「多分そうだな。俺が声かけたらびびっちまうから、七葉、頼んでいいか？」

「了解しました大佐！」

　私はお兄さんから離れて、女の子の側そばまで歩く。

　すぐ側でしゃがみ、笑顔で言った。

「君、お名前は？」

「……りん」

「りんちゃんか～、今日は誰と来たの？」

「……じーじ」

　りんちゃんと名乗る女の子は、突然話しかけてきた私を警戒しているのか、まだ心を開いてくれていないように思う。

「じーじどこいったのかわかる？」

「んーん、りんがはしっちゃダメなのにはしっちゃったから……」

「そっかぁ、じゃあじーじも探してるかもね～」

「うん……」

　つまりはお爺じいちゃんと一緒に水族館に来て、楽しくなって走っていってしまったりんちゃんを、お爺ちゃんは見失ってしまった、ということか。

「よーし、お姉ちゃんが一緒にじーじを探してあげよう！」

「ほんと……？」

「うんっ！　お姉ちゃんに任せなさいっ！」

　自信満々に言ったけど、まずは手がかりがないと探しようがない。

　私はどうするべきか考えて、すぐにお兄さんを見た。

「お兄さんっ！」

　お兄さんはすぐに私とりんちゃんの側まで寄ってきてくれた。

「やっぱりこの子迷子だよ。どうしたらいいかな？」

　お兄さんはすぐにりんちゃんの前にしゃがみ込んで、しっかりと目を見て話し始めた。

　そうするのはきっと、不安がらせないようにだろう。優しいなぁ。

「名前、教えろ」

「ちょっとお兄さん、もうちょっと優しく」

　前言撤回。いきなり「名前、教えろ」って、誘拐犯じゃないんだから、もうちょっと聞き方ってものがあるだろうに。

「君、名前、なに」

　そんな検索するみたいな……。

「りん。さっきもいったよ？」

「そうだよお兄さん。もう名前は聞いてる」

「じゃあ今日は誰と来たんだ？」

「それもさっき聞いた」

「なんだ、じゃあ案内所いけばいいじゃねぇか。スタッフに言えば放送かけてもらえるだろ」

「あっ」

　そういえばそうだった。なんで私はスタッフよりりんちゃんのお爺ちゃんを探そうとしていたんだろう。

　夏休みシーズンの、土曜日。

　人も沢山来ているこんな日に、この広い水族館の中からたった一人のお爺ちゃんを探すなんて、無理がある。

「じーじ、いつもおぼうしかぶってるよ！　あたまつるつるだからかくしてるの！」

　お爺ちゃん、お孫さんにはバレバレでしたよ。

　結局私たちは、案内所に向かいながらりんちゃんのお爺ちゃんを探すことにした。

　来た道を戻ることで、デートをもう一度繰り返すことができるから、私はりんちゃんに感謝しないといけない。

「七葉」

「どうしたの？」

「案内所、どっちかわかるか？」

　なるほど。どうやら、りんちゃんだけでなく、私たちも迷子らしい。

「お兄さん、案内所よりりんちゃんのお爺ちゃん探そっか」

「……まじか」

　というわけで私たちは案内所へは行かずに、りんちゃんのお爺ちゃんを探すことにした。

　いい大人が二人揃そろって迷子だなんて、私たちにりんちゃんのお爺ちゃんを探してあげる資格はあるのだろうか。余計に迷子になりそうだ。

「で、お兄さんどうする？」

「俺に考えがある」

　お兄さんが何かを思い出すように、斜め右上に視線を漂わせた。

「お兄さん、ここに来たことあるの？」

「かなり前にな。当時子供だった俺は、この水族館名物のジンベエソフトが食べたくて、母親にねだったんだ。でも、後でなって言われてな」

　ジンベエソフトは、なんでもジンベエザメと絡めたがるこの水族館の名物ソフトクリーム。青と白のミックスソフトクリームで、青い部分がソーダのような味、白い部分はバニラの味で、ここに来た人はみんな食べて帰るくらい有名なやつだ。

　私も今日それを食べたいと思っていた。

「それで？」

「迷子になってどうしようもなくなって、とりあえず気になってたジンベエソフトが買えるカフェに行ったんだよ。そしたらお袋がいてさ。俺が食べたがってたから、来るんじゃないかと思ったんだって言ってたよ」

　つまり、お兄さんは、りんちゃんのお爺ちゃんもりんちゃんがジンベエソフト食べたさにカフェに行くと考えたのでは、そう言いたいんだろう。

　だとすれば、カフェはここからそう遠くない場所にあったはず。さっき通った。

「じゃあ私たちもそのカフェに行ってみよっか」

「だな」

　私がりんちゃんの左手を、お兄さんがりんちゃんの右手を握って歩く。お兄さんは最初通報されるとかいって手を繋つなぎたがらなかったけど、子供のおねだりには敵かなわなくて。

「おじさんの手あったかーい！」

「俺はまだお兄さんだ」

　りんちゃんにもお兄さんは揶揄からかわれて、疲れた表情をしている。面白い。

「ねぇお兄さん」

　だからもっとその顔が見たくなってしまって。

「私たちが夫婦で、りんちゃんが私たちの子供みたいだね」

「そうやって揶揄おうたって無駄だぞ」

　こいつ、抵抗する気か。ならばいいだろう、戦争だ。

「え～、私、お兄さんとならいいけどな……」

　この瞬間だけ、お兄さんの目を見つめて言う。でもお兄さんはあからさまに私から目を背けて、自衛手段をとっている。くそう、これでは攻撃が通らぬではないかっ。

　そんなお兄さんの耳が少し赤いのは、少しでも照れてくれているから、そう思いたい。




　りんちゃんを見つけてから数分歩いた先、ジンベエソフトが売っているカフェへと到着した私たちは、辺りを見回す。

　りんちゃんしかお爺ちゃんの容姿を知らないことから、周囲がよく見えるようにお兄さんがりんちゃんを肩車して、お爺ちゃんを探す。

「りん、じーさんはどんな服着てたかわかるか？」

「んーとね、おぼうしかぶってるのと、いつもの服着てるよ！」

「あのなぁ、俺はお前のじーさんのいつもを知らないんだよ」

「だってわかんないもんっ！」

　なんかいつの間にか二人凄すごい仲良くなってない？

　私だけ置いてかれてる気分なんだけど。

　お兄さんがりんちゃんを肩車する姿は、本当に父親と娘って感じがして、周囲にお母さんを探してしまう。

　それが私ならいいのに、なんて思いながら、私も帽子を被かぶったお爺ちゃんを探す。

　辺りに帽子を被っている人は数人いるが、中でもお爺ちゃんなのは一人。ってことはあの人の可能性が高い。

　何かを探すようにキョロキョロしているし。

　私はそのお爺ちゃんを指差し、りんちゃんに問う。

「りんちゃん、お爺ちゃん、あれじゃない？」

「あっ！　じーじだ！　おじさん降ろして！」

　りんちゃんに口や鼻、耳を引っ張られて顔が伸びているお兄さん。すぐにりんちゃんを降ろして、文句をぶつぶつ言いながらもお爺ちゃんの方に背中を押して走らせた。

「おお！　りんちゃん！」

「じーじ！」

　りんちゃんは無事にお爺ちゃんと再会できて、私たちも顔を見合わせて笑顔を向け合う。

　お兄さんはすぐに照れてそっぽを向いてしまったけれど、私は今の笑顔、忘れないからね。

「あなたたちが……本当にありがとうございます。りんちゃんがいないと気付いて、もう髪の毛がなくなるほど心配しましたよ……」

　りんちゃんのお爺ちゃんが私たちに帽子を取ってお辞儀をした。独特な心配の仕方だけど、もう既に髪の毛はない。抜けたというより自ら抜き取ったようなツルツルの頭で、これはボケなのかどうか、いじってもいいやつなのかどうか、はっきりわからない。

「もう髪ないっすけどね」

「お兄さん……！」

　容赦なく言うお兄さんの言葉に、お爺ちゃんは怒ってないだろうか。

　見ると、頭を下げたまま体をぷるぷる震わせている。これ、絶対怒ってるよ！

「たーっはっはっ！」

「えっ……」

　かと思いきやお爺ちゃんはすごい笑いながらよくぞツッコんでくれたと言わんばかりに上機嫌にお兄さんの肩に手を置いた。

「いや～、初めてそうツッコミを入れてくれる方に出会えましたよ。なんでみんないじってくれないんでしょうかね、まったく！」

　それはいじりづらいからだよお爺ちゃん。

「じーじ！　じんべーそふとたべたい！」

「そうだね、行こうか。ではお二人とも、本当にありがとうございました。ほら、りんちゃんもお礼を言いなさい」

「ねーねとおじさんありがとっ！」

　手を振ってカフェの方に歩いていく二人を見送って、私たちはまた二人きりになる。

「お兄さん」

「ん？」

　せっかくのデートだけど、りんちゃんのおかげで夫婦ごっこもできた。それにまだ、私たちのデートは続く。

「おじさんだってさ、ぷぷっ！」

「言うと思ったよ……」




　　　　＊＊＊




　七葉の夏休みが始まって、平日も休日もお構いなしに朝から晩まで俺の家に来るようになった。

　そんな俺には会社が唯一、あいつの揶揄いから解放される空間で、でもその会社にはもちろん森もり下したもいて、つまり逃げ場がない。

　偶たまにはパーッとどこか行きたいと考えるが、家で一人でゆっくりするのが一番癒いやしの時間になる。

　なのに七葉が、森下が、ああもう、どうしたらいいんだよ。

「せんぱ～い、今日は何月何日でしょ～か！」

　昼休憩、デスクで弁当を食べていると森下が後ろから声をかけてくる。

　森下のデスクは俺の後ろじゃなかったはずだ。どうしてそこにいるのか、そんなこと聞かずともわかる。俺を揶揄いに来たんだろう。

「今日は八月三日だ」

　こういう時は相手にしないのが一番だが、無視すると体を押し付けてきて、反応するまでベタベタくっついてくる。

　暑苦しいし、社内の男たちに嫉妬の目で睨にらまれる。それは困る。

「じゃ～あ、八月八日はなんの日でしょ～か！」

　八月八日。なにかあったか、確認のためスマホのスケジュール帳を開くが、特に何もない。

　さては森下の誕生日か。だったらいまこいつは、揶揄いに来ているのではなく、誕生日プレゼントをよこせと、そう言いに来たというわけだな。

　まあそれくらいなら、別にあげてもいいか。多分あげないとまたベタベタくっついてくるし。

「誕生日か、なにが欲しいんだ？」

「ちーがーいーまーすー！　先々週に既に歳としはとりましたよ！　先輩てきとーに言わないでください！」

　違った。だったらなんだと言うのか。

　他に全く思い当たる節がないし、世間的になにか特別な日であるのかと、調べてみたが特に目立つものはない。

「なに調べてるんですか！　花火大会ですよ！　花火大会！」

「声がでかい……ここオフィスだぞ」

「先輩がバカだから声だってでかくなりますよ」

「バカってお前……」

　花火大会か。最後に行ったのはいつだっただろうか。花火自体はたしか純じゆんや葵とコンビニで売ってる花火をしたのが最後。

　花火大会となるとかなり前に行ったっきりのような気がする。

「で、花火大会がなんだよ」

「先輩行かないんですか？」

　花火大会といえば人がゴミのように集まる密集イベント。真夏のクソ暑いこの時期に、更に人口密度でムシムシになったそんな場所に、どうして行かなければいけないのか。

「行かねぇよ。めんどくさい」

「ちぇっ、誘おうと思ったのに」

　森下が口をとんがらしてそんなことを言うと、オフィスにちらほら残っていた男性社員たちが俺を睨みつけた。

　その視線からは「菜摘ちゃんが誘うって言ってんのに断るとはいい度胸だなぁ!?」とか、「良いご身分ですねぇ!!」とか、「し○よ、羨ましい!!」とか。お前ら全員、こいつのどこが良いんだよ。

　たしかに可愛かわいいけど、中身は悪魔みたいなやつだとみんな知らないんだろうな。

「あっ、もしかして先輩、七葉ちゃんと行く気ですか？　ねえそうなんでしょ？　ねえねえ！」

　七葉も花火大会に行きたいと思うのだろうか。あいつも一応女子高生なわけだし、そういうイベントは好きなんじゃないだろうか。

　あいつでも、水族館に行きたいと思うんだし。それに子供には優しかった。きっと、本性はそこまで悪いやつではないんだろう。そう、思いたいんだけどな。いややっぱ悪魔だよあいつ。今日だって朝からフライパン叩たたいて起こしてきやがったし。まだ起きなきゃいけない時間まで余裕があったのに。「朝ご飯作ったから食べて！　毒味！」とか言ってたな。ほんと悪魔。あれ、これ悪魔なのか？

「そろそろ昼休憩終わるからデスク戻れよ、うるせぇから」

「ちぇ～、先輩つまんな～い」

　その後デスクに戻った森下から、「花火好きですか？」とか、「花火見たいな？」とか、なんか色々ＬＩＮＥが送られてきたが、全部既読付けて無視してやった。




　仕事を終えて家に帰ると、今日はなにも悲惨な状態にならずに七葉が待っていた。

　この前は床が水浸しだし洗濯機は泡だらけだしで大変だったが、今日は洗濯物も綺麗に畳まれているし、お風呂も既に沸いていた。

「おかえりお兄さん！　お風呂にする？　ご飯にする？　それとも……」

「飯にするか」

「ちょっと聞けぇい！」

　七葉がいる生活が当たり前になってきている。

　夏休みが終われば、七葉もここまでしてくれることもなくなるだろう。そもそも隣人がここまで色々してくれることに、慣れてしまうのはどうなんだろうか。

　別に頼んでいるわけではないし、一人でも全然できるけれど、やっぱり助かっているのは事実だ。

　偶にはなにか、恩返しというか、なにかしても良いのかもな。

　ネクタイを緩めながら、冷蔵庫から水を出そうとした。

「なんだよこれ」

　冷蔵庫の中はコーラのペットボトルが大量に入っていて、俺の水はこのクソ暑い季節に常温で保存されていた。

「あっ、ごっめーん☆」

　やっぱ恩返しとかいらねぇな、これ。

　俺は仕方なく常温の水を、七葉はご飯中だというのにキンキンに冷えたコーラをコップに入れて、食卓を囲む。

　隣に当たり前のように七葉がいて、一緒にご飯を食べる。

　テレビのチャンネルはいつも俺が観みたい番組ではない。リモコンの所有権は俺には与えられなくて、いつも七葉が握って放さない。これもおかしいだろ。

「は、ほうはほひいはん」

「口の食べ物飲み込んでから話せ」

「ふぁ～い」

「だから飲み込めって……」

　七葉はコーラで口の中に入っている米を流し込む。その組み合わせ絶対まずいだろ。

「っぷはーっ！　お兄さんさ～、土曜日予定空けといてね～」

　土曜日はそもそもなにも予定がなかった。でも、こいつに予定を空けておいてくれと言われて良い予感はしない。

　普段お世話になっているお兄さんに恩返しデー、とかでは間違いなくないだろうし、なにを企たくらんでいるのか。

「土曜、なんかあんのか？」

「んー、内緒っ！　にっしし～」

　まただ。またこの笑い方。つまりは、なにか企んでいるのであろう。

　俺がそんな見え見えの罠わなにかかるとでも思っているのか、そんなはずはない。俺は罠だとわかっていて引っかかるようなマヌケじゃないんだ。

「土曜、予定あるんだ。すまん」

　どうだ。本当は予定なんてなにもない。

　でもこう言っておけば、七葉の企みは阻止できる。

「ちぇっ、じゃあ仕方ないか～」

　七葉は諦めて箸を進め始める。

　こんなに簡単に諦めると思わなかったけど、諦めてくれるならそれでいい。俺も食事を再開しようとした。その時、俺のスマホが鳴る。

「ん、なんだあいつ」

　ＬＩＮＥの通知が一件。送信主は森下菜摘と表示されていて。

『せんぱ～い、花火行きましょうよ～』

　しつこいなこいつ！

「花火なんかなにがいいんだよ……」

　七葉に聞こえないくらい小声で、そう呟つぶやく。

　聞こえないくらいの本当に小さな声だった。なのに、七葉はその「花火」という単語に強く反応して。

「菜摘さんと花火行くのっ!?」

「行かねぇよ。それと口の中なくしてから喋しやべれって言ってんだろ、めっちゃ飛んできたぞ」

　何をそんなに焦ることがあるんだか、俺が誰と花火に行こうが七葉には関係ないだろうに。

　七葉は多分友達と行くんだろうな、女子高生だし。よく友達からのＬＩＮＥでスマホが鳴ってるみたいだし、きっと人気者なんだろう。そりゃ、七葉は可愛いし。ってなに言ってんだ俺。これじゃまるで、俺が七葉と花火大会行きたいけど誘えずにいるみたいじゃねぇか！

「断じて違うからな！」

「……？　なに、急に」

「いや、なんもねぇよ」




　翌日も、会社に出勤すると森下からの「花火大会行きましょうよ～」という誘いを何度も受け、それと同時に男性社員たちからの痛い視線を受ける。

　その翌日も、その翌日も。

　気付けばもう日付は八日になっていた。

　ウザいからＬＩＮＥは全部既読無視だが、偶に電話してくるのはどうにもならなくてウザい。

「お兄さん、飲み物持ってくるの忘れちゃった。持ってきてよ」

　そんな森下からの攻撃を受け続けた数日間も、七葉は毎日俺の身の回りの世話をしてくれていた。

　今日は土曜日だから俺が家にいたし、自分でやろうと思っていたのに、俺が動き出す頃には既に七葉が動いてくれていた。

　いつもなら冷蔵庫へのパシリなんて絶対に聞いてやらんが、ここ数日の七葉の働きからしたらこれくらいはしてやってもいいか、そう思って立ち上がった。

　冷蔵庫を開けようとして気付いた。

「花火大会……」

　ポスターが貼ってある。赤く光るタワーと海、色とりどりの花火を背景に、「みなとこうべ海上花火大会」という文字がプリントされている。

　もちろん俺にこのポスターを貼った覚えなどない。つまりは、七葉が貼ったということになる。

　きっと友達と行くのを楽しみにして貼ったんだろう。でもなんで俺の家の冷蔵庫なんだよ。自分の家にしろよ。

　冷蔵庫の中は冷えたコーラしか飲み物がなかったから、仕方なく常温で置いてある天然水をコップに入れて七葉に持っていく。氷も入れているから文句はないだろう。

「ん、ありがと」

「おう」

　そのまま無言で食べ続けて、テレビを見て時々七葉が笑う。

　今日の花火大会に、七葉は友達と行くだろう。だとしたら、今日の午後は自分で全部やらないといけないな。

　そもそも別に家事をするのが嫌なわけではないけど、七葉がしてくれることで随分と楽になっていたのは事実だ。

「そういや七葉、今日夕食いるのか？　夜遅いだろうし、食って帰ってくるのか？」

　まるで同どう棲せいしてるみたいな言い方だな、なんて思う。

「えっ？　今日も私が作るよ？　お兄さん用事なんでしょ？　夕食はお家うちで食べるの？」

「あれ、お前花火大会いかねぇのか？」

「行かないよ？　お兄さんが暇なら一緒に行きたかったけど、用事あるんでしょ？　だから行かない」

　つまり、七葉は花火大会に俺と行きたかった。でも俺は用事があると嘘うそをついてそれを断った。それって、この数日間色んな世話をしてくれた七葉に、凄すごく失礼なことをしているんじゃないだろうか。

　俺は別に行きたいわけじゃないけど、七葉が行きたいと言うんだし、恩返し的なアレで行ってやってもいいんじゃないだろうか。

　そうだ、これは恩返しだ。

　俺は恩知らずではない。だから、しっかりと貰もらったものは返さないといけない。それが当たり前だろう。

「その、行きたいなら、行くか？」

「えっ!?　いいのっ!?」

「いや、その、なんか用事なくなったから」

「やったぁ！　うんっ！　行く！　行こっ！　言げん質ちとったからね!?」

　わかったよ、わかったから、そんなにはしゃぐなよ。

　俺までなんだか、楽しくなっちまうだろうが。




　七葉の作った昼食を一緒に食べて、すぐに食器を洗った七葉は準備があるから、そう言って一旦自分の部屋に戻っていった。

　花火を見に行くだけだというのに、なにを準備する必要があるのか。

　熱中症対策の水くらいあればなんとでもなるだろうに。

「お待たせ、お兄さん」

「ん、おう行く……か」

　七葉が玄関に、カランコロンと音を立てて現れる。

　それはいつもの七葉とは違う、特別な日だということが見ただけでわかる浴衣姿。

　髪もいつもとは違って、今日はアレンジしてある。

「……お前、それどうしたんだ？」

　うっかり喋ることを忘れてしまうくらいに綺き麗れいな浴衣姿で、いつもの七葉の「可愛かわいらしさ」とはまたちがう、「美しさ」のようなものを感じる。

「葵さんが貸してくれたの。髪も、頑張ったんだけどどう、かな？」

　頬ほおを赤くして下からすくいあげるように俺を見て。

　その仕草一つ一つが、七葉が女子高生であることを忘れさせるくらいに奥ゆかしくて、ついつい見み惚とれてしまって。

「あ、ああ、いいと思う。似合ってるんじゃないか」

「そ、そっか。よかった」

　なんだよこの感じ。俺も七葉も、いつもの感じを保てない。

　それはこの浴衣姿と、七葉らしくない照れたこの表情の非日常が、そうさせているんだろう。

　見惚れていた俺は、いつの間にか七葉に手を伸ばしていて。

「お兄さん？」

　手に七葉の頬が当たり、ようやく自分が七葉に触れていることに気付く。

　俺はなにをしていたんだろう。無意識のうちに七葉に「触れたい」と、そう思ってしまったのか。だとしたら、そんなことは許されない。だって俺は大人で、七葉は女子高生なんだから。

「ああ、すまん。行くか」

　これ以上浴衣姿の七葉を見ることに危険を感じて、すぐに俺も支度を済ませる。とは言っても七葉ほどなにか用意がいるわけでもなく、スマホと財布、家の鍵に水。それだけをボディバッグに突っ込んでそそくさと靴を履いた。

　花火大会の会場は電車で少し行ったところで、まだ昼過ぎだというのに会場には既に人が溢あふれていた。

「お兄さん、はぐれちゃうよ」

「おう。ってなにしてんだ」

「なにって、手、繋つないでるんだけど？」

　七葉の柔らかい手の感触。夏なのに心地良い温かさで、繋いでいるとなんだか安心する。

「放せ。勘違いされるだろ」

「大丈夫だよ。花火大会に来てるのなんてほとんどカップルでしょ。お兄さんが誘拐してるなんて誰も思わないよ」

　そういう意味だけではなくて、俺が彼氏だと思われていいのか、という意味もあったんだが、七葉はそんなこと一切気にしていないようで。

　小さい七葉の手が、大きな俺の手を掴つかんで引く。

　まるで俺が子供みたいで、不思議な感じがする。

「さあお兄さん、色々食べるよ！　急がないと売り切れちゃうからっ！」

「わかったから引っ張んなよ！」

　七葉に手を引かれて最初に来たのは、昼過ぎのこの時間帯ではおやつとして人気なのか、既に行列ができているわたがしの屋台。

「お兄さん、最初はわたがしにしよう！」

　わたがしはプリンと同様、一つを丸ごと食べると胸焼けしてしまう。

　少しだけなら食べたいと思うが、残すわけにもいかないから、俺は買わないでおこう。

「お兄さんもいるでしょ？」

「俺はいいよ」

「はっはーん、さては胸焼けだね？　ほんと、おじさんだな～」

　ニヤニヤしながら俺を揶揄からかおうとする七葉。まあこうなることは想像していた。何を今更七葉のおじさんいじりで応えると思っているのか。

「だったらなんだよ」

「でも食べたいんじゃないの？」

「まあ、だな。一口は食べたいかもしれん」

　ちょうどその会話中に列の先頭に来て。

「おじさん、わたあめ一つください！」

　七葉はわたがしの代金をおじさんに渡して、わたがし片手に俺の手を引いて列から離れる。

「はいお兄さんっ」

　七葉はわたがしを一口サイズにちぎり、俺の口元に近づけて言った。

「おいやめろよ、周りに人がいるんだぞ」

　女子高生にわたがしを食べさせてもらうなんて、明らかにアウトだろ。

　七葉はなにがおかしいのかわからないと言いたげな表情で首を傾ける。

「なに、お兄さん照れてるの？　にっしし～」

　どうやら俺が恥ずかしがっていると勘違いしたのか、またいつものニヤニヤ顔で、嫌な笑い方で笑う。

　これを食べれば周囲にやばいやつだと思われるかもしれない。でも、食べなければ七葉に揶揄われてしまう。

　どうするか悩んだ末、俺は単純な解決法を忘れていたことに気付く。

「ありがとう、もらうぞ」

　七葉の指で握られているわたがしの切れ端を奪い、自分の口に運ぶという簡単な解決法。

　こうすることで周囲には変に思われないし、七葉もなにも言えないだろう。

「うん、美味うまいな」

　わたがしが舌の上で溶けて、甘みが広がってく。

　しっかりと口の中のわたがしを食べきってから、七葉の方に目をやり、「どうだ？　これでもまだ揶揄うか？」という意味の視線を送る。

「ふーん、まあいいけど」

　やった。今日俺は七葉に勝利した。なんだこの気持ちは、すっげぇ達成感。

「あれ、お兄さん歯になにか付いてるよ？」

「え？　なにがついてんだ？」

　大きく口を開けて七葉に確認してもらおうとした。その瞬間、七葉の口角が歪ゆがんで気付く。これは、罠わなだ……！

　気付いた時にはもう遅くて、七葉が指先で摘つまんだわたがしが俺の口めがけて飛んでくる。

「えいっ」

「ふごっ」

　開いた口にわたがしの甘い香りと共に、七葉の指が入ってくる。勢いよく飛んできたその指は止まるのが遅れてしまい、俺の舌をクッションにようやく動きが止まった。

「あっ」

　舌に当たった感触は、きっと俺だけでなく七葉にも伝わったのだろう。気まずい空気が流れて、七葉も俺も固まってしまう。もちろん、そのまま固まったわけだから、舌には七葉の指がついているわけで。

「ほ、ほひ。ははへほ（おい、はなれろ）」

「あ、う、うんっ」

　なんだこの空気。

　七葉は顔を赤くして俯うつむき、俺も目を合わせることができず、とりあえず空を見上げた。

　口の中にはわたがしの甘い香りしか広がっていないはずなのに、わたがしの味なんて忘れてしまうくらいに七葉の指の柔らかさが舌の上に残っていて。

「ほ、ほら、行こっ」

「お、おう」

　お互いにわかっているはずの感触を無視して、次の屋台に足を向けた。




　冷やしパイン、焼きそば、フランクフルト、からあげ、空が暗くなり始めた今まで、ひたすらに食べ続ける七葉。そしてそれに付き合わされる俺。

「うぅ……」

「お兄さんこんなもんでギブなの!?　もうちょっと頑張ってよ!!」

　冷やしパインはくじ引きで三本当たり、七葉は一本で満足し、残りの二本は俺が。

　焼きそばは七葉が食べたいと言い出したから七葉の分を一人前買った。でも三口ほど食べて「あとはお兄さんにあげるよ」と俺に押し付け。

　フランクフルトは半分ほどかじってから「もういいや」と残飯は俺が。

　からあげはＳ、Ｍ、Ｌとサイズがあり、どうせ残すんだからＳにしとけと説得しようとしたが、もちろん七葉が素直に受け入れるわけもなく、Ｍサイズに。もちろん少し食べて後は俺に。

「お前いい加減にしろよ……」

　もう胃袋は限界だ。これ以上七葉のわがままに付き合ってやる容量はない。

「仕方ないな～、じゃあ次は射的ね！　運動してお腹なかを空すかせよう！」

　空かせた後にまた食うことになるんだろうかと一瞬不安が過よぎったが、口に出すことでフラグを立ててしまいそうだったので口にチャックをした。

　射的の列に並び、前の様子をうかがった。

　景品にはぬいぐるみやフィギュア、お菓子におもちゃ、色々揃そろえてある。

「どれ狙うんだ？」

　俺は特に欲しいものもないし、七葉が欲しいものを狙ってやってみようと思い聞いてみる。

「うーん、あのお菓子の詰め合わせ食べたいかな～」

　なにこいつ、まだ食うの。

　でもお菓子なら今日食べる必要もないし、残したからといって俺に押し付けてきたりなんてこともないだろう。

「わかった。じゃああれ狙うか」

「順番に撃って先に落とした方の勝ちにしようよ～」

　ニヤリと挑発的な笑みを浮かべて、俺に勝負を挑んでくる。

「いいぞ。でも負けたらどうするんだ？」

　勝負をするんだから、きっとそこには競う理由が生まれる。七葉が理由もなくそんな勝負を仕掛けてくるわけもなく。

「負けた方が勝った方の言うことをなんでも一つ聞くってのはどう？」

「本当にいいのか？　悪いが俺は自信あるぞ？」

　これで勝てば七葉に揶揄うのをやめさせることができる。俺たちはただの隣人として過ごしていける。なんと平和なのだろう。

「いいよ。私も自信あるもん」

　これでもし負けたらきっと七葉はとんでもない命令をしてくる。俺はなんとしてでも負けるわけにはいかない。

　列はどんどん進み、ついに俺たちの番になる。屋台のおじさんからコルクガンを一丁預かり、まずは七葉が構える。順番はジャンケンで決めた。先攻が有利なこの戦いでジャンケンに負けてしまったのは幸さい先さきが悪い。でも、どうせ一発で当たりっこない。

　浴衣の袖をめくり、片目を閉じて照準を合わせる。前まえ屈かがみになりできるだけ標的との距離を短くし、呼吸を整えて……。ってめっちゃガチじゃねぇか。

　パアンと音をあげてコルク玉が飛ぶ。それは見事標的に命中した……が、少しずれるだけで落ちることはなく。

「ちぇっ、当たり所が悪かった。次で仕留めるもん」

　え、なに、こいつそんなに上手うまいのかよ。どうしよう。本当に次当たれば落ちてしまうかもしれない。ここは何としてでも俺が一発であのお菓子たちを床に沈めてやらなきゃならない。

「さっ、次はお兄さんだよ？　どうしたの？　私が思ったよりも上手だったから焦っちゃった？」

　くそ、心まで読んでやがる。

「んなことねぇよ。俺だったら一発で落とせたなと思ってただけだ」

「ふーん、言うじゃん」

　七葉から預かったコルクガンを構える。

　右手でコルクガンを持ち、体をできる限り前へと出す。

　照準を合わせて、呼吸を整える。手ぶれの微調整すら怠らない。なにしろ俺はこの戦いに敗れるわけにはいかないからだ。

「ふぅぅ～」

　深呼吸をして、さあいまだ引き金を引こうとした瞬間。

「へっくしゅん!!」

　七葉のくしゃみとコルクガンの銃声が共に響く。俺が最初に想定していた弾道とは全く別の方向に飛んだコルク玉は、標的の数十センチ横を通り過ぎ、後ろのブルーシートに直撃した。

「あーあ、お兄さん掠かすりもしなかったね」

「今のはお前のくしゃみのせいだ！　もう一回やらせろ！」

「ちょっとお兄さんそういうのやめなよ、カッコ悪いよ？　なに、次の私の番を待つ余裕もないんだ？」

　口角をあげて笑いを堪こらえるような顔をする七葉。くっそ、そんなこと言われたら、譲るしかないじゃないか。

「ほらよ……」

　七葉にコルクガンを渡し、後ろに下がる。

「にっしし～、そうこなくちゃ」

　コルクガンをさっきと同じように構えた七葉は、深呼吸をして「五、四……」とカウントし始める。

　馬鹿め、それでは撃つタイミングがまるわかりではないか。にっしし～、邪魔してやる。

　普通に邪魔したらきっと大人げないと駄だ々だをこねるだろう。だったらさっき七葉がしたようにくしゃみで邪魔をしてやる。

　なにか言われれば「生理現象だ、仕方ない」の一点張りにしてやる。

「三……」

　カウントダウンが一になった時だ。だから今は待て。もう少し、もう少し。

「二っ！」

「はっ!?」

　まさかの二のタイミングで引かれた引き金。コルク玉が標的目掛けて飛び、なんの危なげもなく命中した。そして、お菓子の詰め合わせは見事床に沈んでいき。

「へっへーん」

「く、くそ……」

　俺がくしゃみで妨害しようとしていたことは七葉にはお見通しだったわけか。悔しいがここは大人しく言うことを一つ聞くことにしよう。できるなら軽いやつであってくれ……。

「私の勝ちだね。約束、忘れてないよね？」

「ああ……」

「命令かぁ、今は特にないから取っておくよ。ほらいくよ、ポチ？」

「う……わん」




　太陽も完全に沈んで、花火が打ち上げられるこの会場を照らす光は、感じることもできないほどの微かすかな月の光と、屋台や街灯の光だけになった。

　少し人通りの少ない道に行くと一気に明るさがなくなり、間もなく花火が打ちあがる会場であることなど信じられないくらいに静かになる。

「あそこでも花火見えるだろうけど、どうする？」

「ここで見るって決めただろ」

　俺たちはせっかく少し早くに来たから良い場所で花火を見ようということになり、赤く光るこの会場のシンボルとも言えるタワーの下にいた。

　あと数分で打ち上げられるらしい花火をまだかまだかと待ちわびる大勢の内の二人になって、空を見上げていた。

「お兄さん、私トイレ行きたい」

「おい、先に行っとけよ」

　ここから一番近いトイレはタワーの中にあるトイレ。

　今日みたいに人の多い日はきっと混んでいるんだろう。でも、もうすぐ花火が上がるから、もしかすればすんなりと入れるかもしれない。

「仕方ないな、行くか」

「急ぐね！」

　タワーに入る階段の下、人混みに揉もまれながら七葉を待つことにした。




　七葉がトイレから戻り、階段を降りようとする。でももう花火が打ちあがるからだろう、少しでも高い位置から花火を見ようと、階段を上っていく人達にのみ込まれて、近づくどころかどんどんと離れていく七葉。

「七葉！」

　つい、反射的に手を伸ばした。届くはずもない七葉の手を握ろうと。

「お兄さん！」

　俺と同様、七葉も手を伸ばした。

　俺たちの間には沢山の人がいて、二人で手を伸ばそうったって、届くはずなくて。七葉を目で追う。ここで見失えば、もう一緒に花火を見ることはできないだろう。

　どうすれば、見失わずに済む。どうすれば、一緒に花火を見れる。あれ？　これじゃあまるで俺があいつと花火を見たいみたいじゃないか。

　違う。俺は別に七葉と花火を見たいと思っているわけではない。ただ、花火を一人で見るのはなんか違うだろって、それに未成年の七葉をこんなところで一人にするのは身近にいる大人としてダメだろ。

　見失わないように七葉の手を握る口実ばかりを考えて、気付けば七葉はもう遠く、手どころか声が届くギリギリの場所にいて。

「七葉さっきの道！」

　届かないかもしれないけど、悩む暇もなくて叫んだ。

　でも、もう遅かった。俺の声の先にはもう七葉はいない。俺は七葉を見失ってしまったんだ。

　もし今の声を七葉が聞いていたら、あの場所にいるんじゃないか。

　そうだよ、きっと聞こえている。ここは沢山の人で溢あふれていて、一人の声を聴き分けるのは難しい。なのに、きっとあいつなら、俺たちなら、ちゃんと届いている気がして。

　小道に向かいながら、なんでそんな自信があるのかわからないのに、きっと七葉はそこにいると信じて迷いなく進んだ。

「お兄さん！」

　ああ、やっぱりだ。

　俺の声は届いていた。声が聞こえ、数メートル先に目を向けて、七葉の姿を確認した。

『もう間もなく、花火が打ちあがります』

　女性の声で、そう聞こえた。もう時間はない。二人で見る意味なんて別にないかもしれない。一人で見たって、見てる景色は同じだ。別に、一緒に見たいわけでも……。

「よかった、これで一緒に見られるね」

「はぁ、はぁ、はぁ」

「もう、結局良い場所から見れないじゃん」

「誰かさんが絶妙なタイミングまで我慢してたのが悪いんだろうが」

「うるさいなぁもう。ほら、花火上がるよ」

　七葉に並んで、空を見上げた。

　走ってきたから、呼吸が乱れている。一緒に見たいから走ったなんて勘違いされたらきっと揶揄からかわれてしまうから、息があがっていることがバレないようにゆっくり深呼吸をして……。

「──え」

「ほら、またはぐれちゃダメでしょ？　放さないでね、命令だよ？」

　左手に柔らかくて滑らかな感触が滑り込んできて、七葉と目を合わせたその瞬間、ドーンパチパチという花の弾はじける音が火の明かりで夜空に咲いた。
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五話　パパと空き巣







　私がお兄さんにちょっかいをかけたり、お兄さんの家に侵入したりするのには立派な理由がある。それは、私がお兄さんを大好きだから。

　お兄さんとは四年前、私がまだ中学一年生だった頃に出会っている。

　偶たま々たまこのアパートに引っ越してきて、お兄さんと再会できた時に私は運命だと思った。

　だって、私の大好きなパパを助けてくれた恩人に、偶然再会できたんだから。

　私はお兄さんと再会して、すぐにあの時に出会った人だとわかった。でもお兄さんは私のことを覚えていなかった。

　四年も前のことだし、仕方ない。

　パパは昔から転勤ばかりで、その影響で転校続きだった私は、四月に入学した中学校で周りに誰も知っている人がいない状況でも頑張って、友達を数人作ることに成功した。

　でも、そんな努力はたった一言で全て無駄になる。

「七なの葉は、ごめんな」

　転勤。もう何度目か。その言葉を告げられるたびに、私はせっかく作った友達と離れ離れになって、また新しい環境で、誰も頼れる人がいない環境で、独りにならないように頑張らないといけなくなる。

　もう飽き飽きだ。一度くらいなら、転校するのも悪くないと思える。

　本当はパパだって転勤したくてしているわけではないとわかっている。でも、年頃のせいもあってか、パパの全てに腹が立つ。

　パパは優しい。でもそれは同時に優柔不断で芯がない、そんな印象にも受け取れる。

「せっかく友達作ったのに……」

　わかっている。仕方のないことだと。

　でも素直になれなくて、どうしても反発してしまって。

「もういいよっ！　パパのバカっ！　大っ嫌い！」

　私はそのまま家を飛び出した。

　行くあてなんてない。どうせ日が暮れる頃には帰るんだろうと、走りながら思う。

　でもそうやって飛び出すことで、どうにかなるんじゃないか、転勤がなかったことになるんじゃないか、そんなどうにもならないことに希望を持って。

　すぐに私を追いかけてきて、ごめんな、やっぱ転勤やめるよ。って、言ってほしかった。それはつまりパパが仕事を辞めるってことになっちゃうわけだから、そうなるとまた困ったことになるのに、私はまだ子供だからなにもわかっていなくて、そんなわがままを理由に走る。

　夕日が住宅街の向こう側に沈んでいくのを、近所の河川敷のベンチから眺める。

　いつ帰ろうか、なにも考えずに飛び出した矢先、つまらないプライドが邪魔して帰る気になれない。

　このまま帰れば、なんだ結局帰ってきたのか、みたいに思われると思って。だから、ただぼーっと川を見たりしていた。

　お腹なかがぐぅと音を立てて空腹を合図する。プライドが勝つか、食欲が勝つか、私は決して折れない。パパが迎えに来るまでここで待っててやる。

　数分、数十分、いつまで経たってもパパは来なくて、夕日も完全に沈みきった頃だった。

「中学生か？　なにしてんだこんなところで」

　背後からかけられた低い男の人の声に、驚いて肩が跳ね上がった。

　こんな時間に外で座っている女子中学生と、その中学生に声をかける男の人。明らかにまずい。

　襲われたりしないだろうか、警戒しながら振り向いた。

　見た目は大学生くらいだろうか、目を赤く腫らした青年だった。

　そこまで悪いことをしそうな印象は伝わってこなかったけど、念のためまだ警戒は緩めず、いつでも叫び声を上げられるように準備しておく。

「別に、なにもしてません」

「そうか、だったら早く家に帰ったらどうだ。親が心配するぞ」

　初対面でやけにえらそうに喋しやべる人だな、というのが第一印象だった。

　歳とし上うえだし、中学生相手に敬語を使う人の方が少ないのはわかるけれど、なんかそういうのじゃなくて、遠慮がないというか、なんというか。

「お兄さんも、こんな時間に女子中学生に声かけて、怪しいですよ」

「……気をつけるよ」

　このままここにいるのも居心地が悪いので、私は仕方なく場所を変えようと立ち上がる。

「お前、家出でもしてきたのか？」

　もう終わったと思っていた会話を、お兄さんが繋つなぐ。

　どうせ退屈していたし、時間潰しに丁度いいか、そう思いお兄さんの横に移動した。

「そ。パパと喧けん嘩かしたの」

「なにが原因で？」

「せっかく新しい友達できたのに、また転勤だって。また最初から友達作りしなきゃだよ」

「そうか、大変だな」

　どうして、初対面の男の人にここまで話しているのかわからない。

　お兄さんからは、妙に安心できるオーラのようなものを感じて、自然と全部が口に出てしまう。

「お兄さんはこんなところでなにしてたの？」

　目が赤いのが、泣いていた跡に見えて、どうしても気になってしまう。

　こんなにしっかりした男の人でも、泣くことがあるんだろうか。

「散歩、だな。別に用はねぇよ」

「そっか。じゃあお兄さんも早く帰りなよ。ママとパパが待ってるんじゃないの？」

　言って、お兄さんの顔が悲痛に歪ゆがんだのがわかった。

　なにか、言ってはいけないことを言ってしまったような、そんな空気の重さがある。

「そう……だな」

　喉から絞り出したような、嗄かれた声。

　なんとなく察してしまう。

　多分だけど、お兄さんの目が赤いのは泣いていたからだと思う。そしてこの反応。

　その予感は、思い出したように溢あふれ出た涙で確信に変わる。

「お兄さん、大丈夫？」

「なんでもねぇ……」

　なんでもないわけがない。

　ずっと、我慢してきたんだろう。ずっと、耐えてきたんだろう。

　なんでもないと言ったお兄さんの声は震えていて、箍たがが外れたように溢れる涙を拭った袖は、どんどん湿っていく。初対面とはいえ、放っておくことはできない。

「ほら、泣きなよ。私が隠してあげるからさ」

　しゃがみ込んだお兄さんの頭から、私の着ていた上着を被かぶせる。

　誰にだって、泣きたい時はある。

　上着の下から、お兄さんのすすり泣く音がする。

　どんなことがあって悲しんでいるのか、詳しいことはわからない。聞こうとも思わない。でも、私はお兄さんに言ってあげなきゃいけない。

　今、多分お兄さんにこれを言ってあげられる人は、私しかいないんだから。

「よく、頑張ったね」

「──ぁ」

　その瞬間、既に大人げなく泣いていたお兄さんの全ての感情が露あらわになる。

　人前だから、男だから、そうやって我慢してきたんだろう。

　全部、全部全部、私に出し切ってしまえばいい。

　辛つらいことがあったなら、支えてあげればいい。

「なんで一人にするんだよ……！」

　お兄さんになにがあったのかは、わからない。でも、お兄さんの悲しい声が私の心に重く響いて。

　ただ、手を握って泣なき止やむのを待った。

　これで安心できるだろうか。私で、お兄さんの悲しみを埋められるだろうか。全部を埋めることはできなくたって、少しでも救いになればいい。

　こうして手を握っているだけで、何な故ぜか安心する。

　初対面のはずのお兄さんの手は、温かくて、まるでパパと手を繋つないでいるような感覚で。

　私がこうして救われているように、お兄さんも少しでも楽になれればいい。今はただ、そうやって手を握ることしかできないから。




　しばらくして、涙も止まったお兄さんは目を真っ赤にして立ち上がる。

「上着、ありがとう」

「うん。もう大丈夫？」

「ああ、おかげさまでな」

　強く、前を向いて。

　お兄さんは凄すごいよ。辛いことがあっても、負けずに立ち向かえるんだね。

「俺はもう帰る。お前もそろそろ帰れよ。親父おやじさん、心配してんじゃねぇのか？」

「うん、ありがとう。私、パパに謝ることにした」

　もう、意地は張らない。

　素直になろう。パパだって悪気があるわけじゃない。

　転校しないといけないことだって、言いにくかっただろう。嫌われてしまうんじゃないか、って。

「親父さん、大切にしろよ」

「うんっ！」

　河川敷を飛び出して走った。家に帰るんだ。パパと仲直りするんだ。

　もう暗くなった住宅街を通り過ぎていくと、窓から漏れる色々な家庭の幸せそうな声、騒がしい子供の声、それを𠮟り付けるお母さんの声。沢山の幸せがあって、その先には、私の家がある。

　パパは私を探しに行っているだろうか。

　だったら家にいないんじゃないのか。なら、帰ってくるまでにご飯を作ってあげよう。とびっきりの美味おいしい料理を一緒に食べて、仲直りしよう。

　そう思って玄関を開けると、信じられない光景が広がっていた。

「パパっ！」

　玄関先でパパが倒れている。返事はない。意識もない。

　どうする、どうする、どうする。

　全部私のせいだ。私が、大嫌いなんて言ったからだ。全部、全部私が。

　どうしていいかわからなくて、誰かを探す。誰かに、助けてほしかった。

　私じゃパパを助けてあげられない。私がパパを傷つけたから、助けてあげないといけないのに。どうしていいかわからない。

　気付いたら私は、さっきの河川敷に走っていた。

　あのお兄さんなら、パパと同じ手の温ぬくもりを持っていたお兄さんなら、きっとなんとかしてくれる。

　パパがいつも優しくて頼りになったように、きっとあのお兄さんだって。

　なんの根拠もないし、そもそももうあの場所にいるのかもわからない。

　混乱した私はただお兄さんに頼ることしか頭になくて、なりふり構わず走る。

　お兄さん、どこにいるの。

「あれ、なにやってんだ？」

　正面、外灯に照らされたお兄さんがいる。

「お兄さん……助けて……」

　見ず知らずの男の人に、どうしてこうも惹ひかれてしまうのか。でも不思議と、この人なら助けてくれると感じて。

「もう、大丈夫だ」

　その時のお兄さんの顔を、高校生になった今でもよく覚えている。

　泣いて腫らした目で、頼りない目で、でも、誰よりも優しくて温かい目で、私とパパを救ってくれた。

　結局パパは、お兄さんの呼んだ救急車で運ばれて助かった。私が家出してしまったショックで気を失っていたらしい。今ではもちろんピンピンしている。

　高校生になった私はずっと覚えていたのに、四年ぶりに再会した時お兄さんはなにも覚えていなかった。

　でも私は忘れない。あの日の感謝も、それからの毎日も、パパと私を繋いで、救ってくれた大恩人の彼を、大好きだから。

「ねっ、お兄さんっ」

「ん、なんだ急に」

「なんでもないよ～、にっしし～」




　　　　＊＊＊




　七葉の夏休みも終盤に差し掛かり、最後の日曜日。

　日曜日だから仕事は休みで、もちろん七葉は朝から俺の家に居座っている。

　いつもと違う点をあげるとしたら、今日は葵あおいもいるということだ。

「お兄さ～ん、暑いぃ～、エアコンつけようよ～」

　扇風機と風鈴のコンボでは抑えきれないくらいの暑さだった。

「わかったから、つけたらちゃんと勉強しろよ。せっかく葵が教えてくれてんだからな」

「わーいやったー！」

　葵は学生時代のテストではいつも好成績を残す努力家だった。

　それに比べて純じゆんがいつも赤点ギリギリだったから、葵が教えることが多くて、教えるのが随分と上手うまくなった。

　俺もよく教わったもんだ。

「七葉ちゃん、あとちょっとだし頑張ろっか」

「はーい！」

　ほんとこの二人は姉妹みたいだな。

　エアコンをつけてから数十分、部屋が完全にエアコンの涼しい風に冷やされた頃、ボーッと勉強する七葉を眺めていると、段々と意識が薄れていった。

　視界がぼやけて、頬ほお杖づえから頭がカクッと落ちたりして。

「こら、二人とも起きて」

「「はっ……！　いつのまに……！」」

　ただ眺めているだけで退屈してた俺ならまだしも、なんで葵と勉強してたのに七葉もうたた寝してんだよ。

　ここは寝かさないためにも、俺自身が寝ないためにも、立ち上がり動くことにした。

　七葉にはコーラを、葵にはお茶を入れる。

　それほど溜たまっていなかったが洗い物を片し、朝に干した洗濯物を取り込み。

　とにかく体を動かして眠気を飛ばした。

　七葉が頑張って勉強しているのに、俺がすぐ横で眠るわけにはいかないからな。

「よし、そろそろ休憩にしよっか」

　葵の一言で解き放たれたように背中の方に倒れていく七葉。その先には俺が座っているということに気付いていなかったようで、そのままの勢いで俺の膝を枕にする形で倒れてくる。

「おい、なにやってんだ」

「いい枕だね。このままでいようかな」

　本来ならこのまま立ち上がって振り落とすところだが、勉強で疲れてるだろうし、今回だけは大目に見てやることにした。

「休憩中だけだぞ」

　そう言うと意外そうな顔で七葉と葵が俺を見る。

「なんだよ……」

「蓮れん太た郎ろうのことだから、照れてふっ飛んでいくと思ってた」

「お兄さんだから照れて顔真っ赤にすると思ってた」

「お前らなあ……」

　七葉に膝枕をしながら休憩を過ごし、そろそろ勉強を再開する雰囲気になってきた時だった。

　ガタン、ドン、ゴトン。隣の部屋から物音が何度か響く。

　俺の部屋の隣に住んでいるのは七葉だけだ。もう一つの隣は空室になっている。

　そして今の音は明らかに人の出した音で、でも住人の七葉は今ここにいる。つまり。

「空き巣……」

「ちょっとやめてよお兄さん!!」

「七葉、お前ベランダから来てたよな？」

「うん……」

「ベランダの鍵は外からかけられねぇよな？」

「……うん」

「ここ、二階だけど頑張りゃのぼれるよな？」

「……。もぉ！　怖いよぉ！」

　ベランダ下は歩道に面していて、洗濯物を干していると案外簡単に見えたりする。

　だとしたら七葉の下着を狙ったやつがのぼってきたのかもしれない。

「下着泥棒かな？」

　さらっと怖いことを言う葵。でもわざわざ下着のために盗みを働くのか？

「下着は部屋に干してますよ。恥ずかしいし……」

「じゃあ下着泥棒じゃないね……」

　下着泥棒でないのなら、単純に空き巣の可能性がある。

　でも、だとしたら狙いやすい一階を狙うもんじゃねぇのか。

　わざわざ二階までのぼってきたのはなんでだ。ああ、そうか、鍵がかかってなかったから。でもそれを外から確認するには、のぼってからじゃないとわからないだろう。

　だとすれば普通に玄関の鍵がかけられていなかった可能性がある。七葉だし。

「お前、玄関の鍵しめてんのか？」

「しめてるよぉ、女の子の一人暮らしだよ？　当たり前じゃん……」

「じゃあ玄関から入ったわけじゃねぇか……」

　なにこの会話、ミルクボーイ？

　だとしたら、わざわざ二階までよじのぼってきた空き巣と考えるのが妥当だ。

「七葉、家の鍵持ってるよな？　ちょっと渡せ。俺が見てくる」

　俺は布団叩きを武器として持ち、もしもの時に備える。

　相手は空き巣だ。目が合った時はもう襲いかかってくる可能性だってある。でも七葉に行かせるわけにもいかないし、仕方なく、本当に嫌だけど。

「お兄さんやめようよ～、怖いよ～」

「じゃあお前はずっとここにいる気か？　いつかは見に行かなきゃだろうが」

「ずっといてもいいからっ！」

「俺が困るんだよ！」

「蓮太郎、気をつけてね」

　渋々家の鍵を出した七葉。それを受け取り、俺も渋々だが見に行く。

　気配を消して、音を立てないように自分の部屋から出る。

　アパートの二階、隣の部屋。いつも七葉が生活している部屋。そのドアノブに手をかけた。開ける。開ければ、物音の正体がわかる。

　どうしよう、怖くなってきた。

「お兄さん、ほんとに開けるの？　どうしよ、玄関汚いかも。恥ずかしいんだけどな……」

　危ないし来るなと言ったはずなのに、七葉が背後から声をかけてきた。その後ろには葵もいた。

「なんでお前らいるんだよ、俺の部屋で待ってろよ」

「だって心配なんだもん……」

「そうだよ蓮太郎、危ないよ」

　まさか七葉に心配される日が来るとは。

　まあいい、とりあえず、さっさと開けてしまおう。

　どうせ気のせいだったとか、そんなことだろう。そうであってくれ。

「じゃあ、開けるぞ」

「……う、うん」

　ドアノブに力を込めて、ひねった。その瞬間、ドアはまだ引いてもいないのに俺に迫ってきて。

「ふごっ！」

「お兄さんっ！」

　突然開いた扉で鼻を打ち、そのまま後ろに飛ばされた。

　なんで開いたのか、それは七葉の部屋から出てきた男が原因だと、すぐにわかる。

「二人とも！　逃げろ！」

　泥棒だ。顔もバッチリ見てしまった。

　泥棒なんてやるような顔じゃない。優しそうな男。でも、一人暮らしの七葉の家から、出てきた。それは紛れもなく怪しい証拠で。

「パパ？」

「七葉！」

「は？」

　男は七葉に気付き、光の速さで七葉に抱きついた。

　頭は混乱しまくりだ。泥棒だと思ったこの男は、七葉のお父さん。

　抱きつかれたあともなにも抵抗していない七葉を見るに、おそらく間違いない。

「七葉、この人たちは誰なんだい？　まさか……彼氏!?」

「断じて違います！」

　妙な展開になってきた。

　俺が七葉の彼氏なわけ、ないだろう。

「えっと、いつも話してるでしょ、お隣さん」

　そこで紹介にあずかった俺が挨拶をしようとして気付く。

　七葉がお隣さんと言い手で示しているのは俺ではなくて。

「え、こ、こんにちは……？」




　七葉の家は「片付いてないから恥ずかしい！」と、今更なにを恥ずかしがることがあるのかわからんが、入れてもらえず。仕方なく俺の部屋で事情を聞くことになった。

　七葉が親父おやじさんになにやら説明しているのを聞いていたら、どうやら俺のことを親父さんにはよく話していたみたいで、毎日のように一緒にご飯を食べていることも、よく一緒に出かけていることも、親父さんはなんでも知っていた。ただ、事実とひとつだけ違う点があるとすれば。

「じゃあこの方がいつもお世話になっている苺いちご谷たにさんなんだね。これはこれは、いつも娘がお世話になっております」

　そう言って親父さんは、葵に頭を下げる。

「すみません、お手洗いを借りてもよろしかったでしょうか」

　親父さんにそう尋ねられた葵は、どういうことなのかあまり理解できていないままにトイレのある方を指差して。

「ど、どうぞ」

　親父さんが席を外して、七葉と葵と俺の三人になったところで、七葉が頭を下げた。

「ごめんなさい。パパ凄すごい過保護で、仲良くしてる隣人さんが男の人って言ったらきっと怒っちゃうだろうから、女の人って嘘うそついてて……」

「じゃあ親父さんは葵を俺だと思ってるってことか？」

「苺谷蓮れん子こさんだと思ってる……」

「蓮子……ぷっ」

「葵、なに笑ってんだよ」

「なんでもないです、ふふっ」

　葵を苺谷蓮子だと思っているなら、俺は一体誰ということになっているのだろうか。

　まだ自己紹介をしていないから、そもそもなにも知られていない可能性が高い。

「なあ俺は……」

「いや～、助かりました。この歳としになって漏らすところでしたよ！」

　自分は一体何者を名乗ればいいのか聞こうとした時、タイミング悪く親父さんが戻ってきた。

「そういえば、そちらの男性は？」

　やはり、その質問はくる。

　七葉も、葵も、俺も、何も知らない親父さん以外はピリついた空気を感じる。

　機転を利かせた葵が口を開く。

「私の弟です。ほら、挨拶して蓮太郎」

　なるほど、その手があったか。

　それなら葵の部屋に来ていることも納得だし、蓮子の弟が蓮太郎というのにも「それっぽさ」が出る。

　ただ、七葉の親父さんを騙だましているような気分になるのが申し訳なく思う。

「どうも、苺谷蓮太郎です」

　でもここで俺が本当の隣人だと言えば七葉は困ってしまうんだろう。少し心は痛むが、今は蓮子（葵）の弟設定で話すしかないか。

「七葉の父です。いつも娘がお世話になっております」

　いやほんと。お世話というか、なんというか、ほんとに。

「パパ、今日来るって言ってなかったよね？　なにかあったの？」

「仕事の合間に暇を見つけたから、いつもお世話になっているお隣さんに挨拶をと思ってね」

　親父さんが持ってきていた紙袋からどこかのお土産が出てくる。

　本来俺に渡す予定だったそれは、葵の前に置かれて。

「これからも七葉がお世話になります」

「いえいえ、とんでもないです。こちらこそいつも七葉ちゃんとは仲良くさせてもらってて……」

　別にいいんだけど、なんか納得いかないな。

「もしお隣さんが男性だったらすぐに引っ越しさせてるところでしたよ、はっはっはっ」

　俺がバカ正直にお隣さんだと言っていれば七葉は引っ越してたのか、ちっ、惜しいことをした。

「だから言ったでしょ、綺き麗れいなお姉さんだって」

　どうやら俺は綺麗なお姉さん設定だったらしい。言われて葵も満更ではなさそうなのも腹立つな。

　そのあともなんとか誤ご魔ま化かしながら会話をして、親父さんは葵がお隣さんであると勘違いしたまま帰っていった。

「正直に言ってもよかったんじゃないか？」

　親父さんを見送った玄関で七葉に言う。

「昔男の子と遊んで帰ってきたら、その次の日からその男の子がそっけなくなってね。どうしてって聞いたらカタコトで『オトウサン、コワイ』って」

「……そりゃ、嘘ついてくれてありがとう」







六話　退学と月







　朝になれば、今寝て起きたら、もう夏休みが終わっている。

　そんな現実を受け止めたくなくて、私はもうかれこれ三時間は羊を数えている。

　八月三十一日、夏休み最終日の夜。時刻は三時。あと二時間もすれば、朝日が見えているだろう。

　今年の夏休みは本当に楽しかった。

　朝はお兄さんと一緒にご飯を食べて、会社に行っちゃうお兄さんを見送ったら、お兄さんのお家うちの掃除なんかをして過ごす。

　時には葵あおいさんが遊びに来てくれたりして、お兄さんのいないお兄さんのお家で、二人で恋バナなんかをしながら過ごしたりもした。話題は全部私の恋だけど。

　きっとお兄さんが知ったら、なんで俺の家なんだよ。とか言うんだろうな。

　お兄さんが帰って来る頃にはお風呂とご飯の準備ができていて、いつもお兄さんが言ってくれる「ありがとう」が楽しみで、私は毎日頑張れた。

　思えば専業主婦みたいな生活だったと思う。

　友達とも偶たまに遊びに行ったりした。

　とは言っても土日は絶対に行かない。なぜならお兄さんのお仕事が休みだから。

　せっかく二人とも休みなんだから、一緒にいたい。

　お兄さんは私がいると休めないと文句を言うけど、本当は嬉うれしいんだ。きっとそうだ。だって私といると幸せそうだもん。主に私が。

　ＩＫＥＹＡ、水族館、花火大会、いろんなところに行った。

　どれも、良い思い出だ。

　夏休みは終わってしまうけれど、学校が始まったって毎日家に行って、一緒にご飯を食べよう。お兄さんは嫌がるかもしれないけれど、きっと照れ隠しだ。

　さて、そろそろ眠らないと今日は学校だ。

　久しぶりの学校は面倒だけど、頑張ろう。明日も、お兄さんに会えるんだから。




　九月一日。夏休みが終わって登校初日。

「七なの葉はおはよ～」

「おはよ～！」

「七葉おは～」

「おは～！」

　クラスメイトと挨拶を交わしながら、教室に入った。

　今日からまた始まる学校生活に、心が躍る。

「花はな咲さきさん、おはよう」

「おはよう、堀ほり川かわくん」

　クラスの男の子、堀川くん。

　夏休み前に遊びに誘われたけど、断ってしまったから少し気まずい。

　別に嫌いなわけではない。優しいし、話の好みも合うから、休み時間に話すことも少なくはない。

　遊ぶのを断ってしまったのは、ただお兄さんといる時間を増やしたかったからであって、堀川くんに原因はない。だからこそ、罪悪感のようなものがある。

「夏休みはどこか行ったの？」

「ん～と、水族館と花火大会？　他にもいろいろ行ったよ」

　お兄さんとの思い出でいっぱいの夏休みだ。

　そうやって堀川くんに話しながら、少し頬ほおが緩む。

「そ、そうなんだ。花火大会は誰と行ったの？」

　お兄さんと、それは言えない。

　きっとお兄さんが嫌がる。

　未成年の私と出かけたことを、お兄さんは隠したがる。

　私の了承を得てるんだし、私はいいと思うんだけどな。

　でもどうしよう。堀川くんのこの質問に、どう答えるのが正解なんだろう。

　下手に友達の名前を借りて、後でバレたら大変だし……。

「お……」

「……お？」

「お兄ちゃん！」

　嘘はついてない。いつも私はお兄さんと呼んでいるから、呼び方を少し変えただけ。

　実の兄なんて一言も言ってないし、私は嘘つきではない。しらんけど。

「そ、そうなんだ」

「堀川くんはどこか行った？」

「い、いや僕は、どこも……」

「そっか……」

　なんだか、話が上手うまく続かない。

　堀川くんは良い人なんだけどな……。

　その気まずい雰囲気を救うように、タイミングよくチャイムが鳴って、先生が入ってくる。

「皆さん、席についてください」

　先生の号令で全員が自分の席に着くために移動し始める。

　堀川くんに、一言「じゃあね」と告げて、私もそそくさと席に向かった。

　離れ際、堀川くんの顔が少し怖く見えたのはなんでだろう。




　先生の話も終わり、始業式となった今日はお昼には帰ることになる。

　帰ったらなにをしよう。お兄さんはまだ帰ってないだろうから、またお洗濯をしたりしていようか。

　友達と遊びに行くのもいいけれど、やっぱりお兄さんに早く会いたいし。

　でも、そんな私の予定は思い通りにいくことなどなく。

「花咲、ちょっとこい」

「え……は、はい」

　突然、生徒指導の先生に呼ばれる。

　鬼おに山やま先生、通称鬼セン。怒るとものすごく怖い、というかいつもちょっと怖い。

　そんな鬼センに呼び出されるというのは、つまりよくないことで、クラスの空気が変わる。

　みんな私に注目していて、友達からは「なんかあった？」とすれ違いざまに聞かれる。

　もちろん私にそんな心当たりはない。私生活でも真面目だし、学校生活だって凄すごく真面目にしている。

　授業中に寝ることもないし、警察のお世話になることなんてもってのほか。

　だったら、呼ばれる理由がますますわからない。

　廊下で鬼センの後ろを歩く。向かう先がどこなのかわからなくて、それが更に不安を募らせていく。

「あの、どこに行くんですか？」

「校長室だ」

　校長室。もしかして私、なにか表彰でもされるのかな。そんなわけないか。

「何しに行くんですか？」

「……」

　なんで黙るの。余計に怖くなる。

　そんな重い空気のまま、廊下を歩き、階段を降り、また廊下を歩き。

「入れ」

「はい……」

　到着した校長室の扉がやけに大きく見えて、まるで大きな生き物のような不気味なオーラを感じ、ドアを引く手が震える。

　落ち着け私。何も悪いことはしてないし、してたとしても、私自身が間違っていると思ってることなんてない。

　私は正しく生きていたはずだ。なにも、怒られることなんて。

　校長室の入ってすぐ、目の前にある応接用のソファ二つに挟まれた机の上。その上に置かれた複数の写真。それを見た瞬間、私が呼ばれた理由がわかる。

「その写真、間違いなく君ですね？」

　ソファに腰掛けて待っていた校長先生が、写真に目をやりながら尋ねてくる。

　複数の写真には、どれも同じ人が写っている。私と、──お兄さん。

「私で間違いないですけど、これは」

　その一枚は水族館での私たち。そのまた一枚はＩＫＥＹＡにいる私たち。花火大会、スーパー、ホームセンター、ゲームセンター。

　お兄さんと一緒にいるところを、それも、私がお兄さんにスキンシップをとっている時を狙って撮られている。

「その写真と一緒に、怪文書が送られてきました。内容は……」

　校長先生が写真の上に、その怪文書を載せる。私にも読みやすいように、こちらに向けて。

『花咲七葉は援助交際をしている』

　筆跡がバレないようになのか、新聞の文字を切り抜いて貼り付けてある怪文書。

　白、黒、灰、三色だけで構成されたその怪文書には、独特の不気味な雰囲気があって、見ているだけで怖くなってくる。

「私そんなことしてません！」

「じゃあ、これはなんですか？」

「それは……」

　言い訳のしようがないほどに、写真に写る私とお兄さんは密着してしまっている。

　これを見て、ただデートをしているだけだと言う方が無理がある。

　私が勝手にお兄さんにくっついたばっかりに、お兄さんにまで迷惑をかけてしまうかもしれない。

　この件がこれ以上大きくなってしまったら、きっとお兄さんもただでは済まなくなる。そうなったら、私たちは一緒にいることができなくなってしまうのではないか。

「なにか、言い分はありますか？」

「……」

　なにも、言えなかった。

　全部私のせいだ。私が、もっとちゃんとしておくべきだった。

「この人はアパートのお隣さんで仲が良いだけなんです。信じてください！」

「口で言うことは誰にでもできます。君とこの男性の関係が潔白であるという証明はできますか？　今、この写真を見る限りはこの怪文書の通りだとしか思えません」

　信じてもらえるわけがない。私がしてきたことは、それほど大きなことだったんだ。

　お兄さんは頑かたくなに私と出かけたがらなかったのに、いつも私は私たちが一緒にいることそれ自体がはらむ問題を軽視して、スキンシップまでとってしまった。

　自分の愚かな行動を、思い出すと嫌になる。

　お兄さん、ごめんなさい。私のせいで……。

「処分は親御さんとも相談した上で決めます。退学もありえるということを忘れないでください。後日親御さんにご連絡しますので、お待ちいただくように伝えておいてください。それと、もうこの男性とは会わないように」

　そこで話は終わり、私は一人、校長室をあとにする。

　どうしよう。ごめんね、お兄さん。

　もう、会えないや。




　　　　＊＊＊




　七葉の夏休みが終わって、今日からまた帰ったら自分で夕食を作る日々が始まる。

　夕食だけじゃない。あいつはいつも家のことは全てしてくれていた。普段はムカつくやつだけど、なんだかんだ俺は助かっていた。

　その証拠に、今日仕事が終わってから夕食を作り、お風呂を沸かし、なんて考えるだけで疲れる。

「せんぱーい、夕食は外食にしますか？　どうしてもっていうなら、先輩のお家うちでもいいですよっ」

「なんで一緒に食べること前提なんだよ」

　どうせ七葉もいるし、二人前が三人前になったところで大して変わらんからいいが。

「ほら、七葉ちゃんも私がいないと寂しいと思いますから」

　そういえばこいつらなんか仲良いんだよな。ほんといつの間に仲良くなってんだよ。

　七葉にＬＩＮＥが来た時、「あ、菜な摘つみさんだっ！」と言って喜んでいるのを見るようになった。

　こいつらは最初険悪ムードだったから、なにか喧けん嘩かでもしたのかとヒヤヒヤしていたが、案外仲良くやっているみたいでよかった。

「わかったよ。仕方ねぇな」

「ほんと先輩って七葉ちゃんの名前出すとちょろいですよね。ほんとのお兄さんみたい」

　そう言われて、否定しようにも事実俺はあいつのことを少し特別扱いしているところがあると、自覚していた。

　どうしてかはわからない。

　隣人だから、近くにいる大人だから、考えられる理由は沢山あったが、どれも違う気がする。

　それらも理由の一つではあるが、もっと、もっと大きな理由があるように思う。

　それがなんなのか、わからない。でも、そんな気がするんだ。

「まあ、実際保護者みたいなとこあるからな」

「えっ……」

「なんだよ」

「いや、先輩のことだから、うるせぇ！　とか言うと思ったんですけどね。なんか意外でした」

　たしかに、少し前の俺ならそう言っていた。でも、ここ数日で何かが変わった。

　夏休みだ。夏休み、長く七葉と過ごしたことによって、俺の気持ちは、俺たちの関係は、大きく変わったんだと思う。

　だからどうってわけではないけどな。

「森もり下した、そろそろ昼休憩終わりだ。自分のデスク戻れ」

「はーい」

　森下は俺のデスクから降りる。椅子ではない。机から。

「あっ、そうだ先輩」

　森下は長い髪を靡なびかせて、笑顔で振り向く。

「なんだ」

「今日から、愛妻弁当じゃないんですね」

　夏休み期間中は毎日七葉がお弁当を作っていた。でも今日から七葉も学校が始まるし、自分で作るようになったんだが……。

　どうしてか、おかずの種類からか、森下には見抜かれていたらしい。

「うるせぇ！」

　結局俺変わってねぇな。




　定時になり、俺と森下は帰宅するために（俺の家に）、会社を出る。

　ただし、会社を出る時は二人別々に、だ。

　一緒に出たところを他の社員に見られたらたまったもんじゃない。そしてもしも、万が一にでも森下と一緒の家に帰っているなんて噂うわさが広まってしまったら俺はきっと男性社員全員から恨まれることになる。

　そんなのごめんだ。まだ死にたくない。

「先輩、お待たせしました！」

「ああ、いくぞ」

　会社の外で合流した俺たちは、まだ夕日が沈みきっていないオレンジ色の道を歩く。

　もう何度も歩いた道。いつもならこの先に家があり、七葉がいて、温かいご飯とお風呂が待っている。でも今日からまた前の生活にもどる。

　七葉の分の夕食を作り、一緒に食卓を囲む。そんな日々。

　そんな当たり前の日々が、また今日からやってくる。

　そう、思っていたのに。

「あれ、七葉ちゃんまだ来てないんですね」

　家に着いても、いつもなら俺より早くいる七葉がいなかった。

　窓から見える夕日が、さっきのオレンジから大きく変わって、真っ赤に染まっているのが何な故ぜか俺の心を揺さぶる。

「友達と遊んで帰ってくるんじゃないのか。だったら夕食はいらねぇのか、言っとけよあいつ」

　あいつは放課後にそのまま遊んで帰ってくる日は、予あらかじめ伝えてくる。

　それだけ、俺の家で七葉も夕食を食べるのは日課になっていて、本当の家族のような関係だったから。

「先輩、そういえば今朝送ったＬＩＮＥ、まだ返事きてないです……」

　森下のスマホの画面に表示されているのは、七葉とのトーク画面。

『おはよ～、今日先輩のお家行く！　七葉ちゃんもいるよね？』

　なんで俺の了承を得てないのに行くことが決まっているのかはおいておいて、そのメッセージには既読の文字がついている。でも、返事は来ていない。

　森下によると、普段七葉が既読をつけて返信をしないことなんてないそうだ。それどころか返信は大体五分以内に来る。既読をつけての無視はされたことがなかったみたいで、森下はらしくない不安そうな表情で俺を見る。

　森下の表情と、七葉の返事がないことと、真っ赤な夕焼けが、相乗効果を起こして。

「先輩、七葉ちゃん大丈夫ですよね？　変な人に連れて行かれたり、してないですよね？」

　森下に袖を掴つかまれて、俺も考えたくはなかったそのことが、頭を過よぎる。

　あいつに限って、そんなことは。

　身近にそんな事件が起きたことがないから、違うと思いたい。でも、あいつは女子高生だし、可愛かわいい方だと思うし。

「森下、ちょっとここで待ってろ。あいつんち行ってくる」

　インターホンを押して、出てきてくれればいい。

　出てきてくれたら、無事だとわかる。

　七葉のことだし、どうせ寝てたとか言って出てくるんだよな？　頼むよ、出てきてくれよ。

　七葉の部屋の前に来た。インターホンを押したが、返事はない。

　お風呂に入っていたら、ドアの上にある換気扇から水の音が聞こえるようになっている。そして今は聞こえていない。つまり、お風呂ではない。

「七葉！　いるか！」

　近所迷惑にならないように、配慮したつもりだった。でもそこまで冷静ではなくて、ついつい大きな声が出てしまって。

「返事、ありませんね……」

　いつの間にか横にいた森下が言った。

　この時間にも帰ってないことなんて、なかった。もう、夕日も沈んだ。

　外は人工的な光のみが照らしていて、このアパート周辺は街灯が多いわけでもなく、かなり暗い。

「森下、頼みがある」

「わかってますよ。私、友達ですから。七葉ちゃんを探しましょう」

「ありがとう」

　二階から降りようと、アパートの階段に向かって走った時。

「先輩！」

　後ろから森下に呼び止められる。森下はスマホの画面に目を向けていて。

「これ見てください」

　森下のスマホ画面を向けられた。画面には七葉とのトークが表示されていて、さっきと違う点があった。

「返事がきてる……！」

『心配かけてごめんなさい。もう、関わらないでください。大丈夫ですから。じゃないと、お兄さんに迷惑かけちゃうんです』

　なにが、なにが大丈夫なんだよ。

　いきなり現れて、いきなり俺の家に入り浸ってきて、それでいきなり関わるなってなんだよ。

　そんなの自分勝手すぎるだろ。そんなの、許さねぇぞ。

「森下、ちょっとそれ貸せ」

「え、は、はい」

　森下のスマホを受け取り、七葉に送るメッセージを作る。

　なにがあったのかはわからない。多分、聞いても答えちゃくれないだろう。

　だったらなにも聞かない。ただ、伝える。

『俺だ』

　森下のアカウントで送る。俺はあいつのＬＩＮＥをもってないから。

　名前まで言わなくても、わかるだろう。俺だよ。お前の、隣人だよ。七葉。

『話をしよう』

　ただそれだけ。たったそれだけでいい。

　あいつになにがあったのかなんてわからない。

　俺を揶揄からかうことに飽きてしまったのかもしれない。だったらいいんだ。でも、違うんだろ。それぐらいわかるよ、隣人だからな。

　七葉は芯のあるやつだ。なにも言わないなら、言わせてやる。いつも強引な七葉に、仕返しをしてやるんだ。

　俺が送信した瞬間、七葉の部屋から、ドアを隔てたその向こうから、「ピロリンッ」といういつもの通知音が鳴る。

　やっぱりいたんだな。ならいい。無事だとわかれば。

「森下、帰るぞ。飯だ」

「え、いいんですか？　七葉ちゃんいますよね？」

「いいから、帰るぞ」

「ええ!?　わ、わかりましたよ～！」

　七葉、説明してくれなきゃ、わかんねぇよ。




「じゃあ、帰りますね」

「ああ、また明日な」

　森下が俺を支えにしながら靴を履き、帰っていった。

　七葉からはあれから、何も連絡はない。でも、間違いなく横にいる。

　部屋から出ていないことはわかる。

　さっき森下のスマホから送信したメッセージを見ただろうか。今は見たと信じてみるしかない。

「待ってろよ、この野郎」

　俺はベランダへと続く窓を開く。カラカラカラと音を立てて開き、陽炎かげろうが発生する昼間とは違った心地良い風が迎え入れてくれる。

　そして、ベランダに置いてある小さなパイプ椅子に腰掛けた時、壁越しに同じ窓を開ける音が聞こえた。七葉だ。

「……夜だと涼しいな」

　なにがあったのか聞こうとしたのに、開口一番はそれだった。

　誰かが聞いてたらきっとどうでもいいようなそんな会話、今はそれが必要に思えた。

「そうだね……」

　壁越しに聞こえる七葉の声が、いつもの元気な声が、今日は暗くて悲しい声で。

「なにがあったのか、聞かせてくれないか？」

　壁を隔てているから、今七葉がどんな表情でどんなことを思っているのかがわからない。わからないなら聞けばいい。理解してやればいい。それくらい隣人として当たり前だろう。

「お兄さんに、謝らないとダメなことがあるの」

「なんだ、言ってみろ」

　今更なにを改まって。もうお前は謝らないといけないことだらけなんだよ。だから、そんな悲しそうな声で話すんじゃねぇよ。らしくない。

「学校に、私とお兄さんが、その……援助交際してるって誰かが言ったみたいで」

「は？」

「誰が言ったのかわからないの。私たちが出かけてる写真と一緒に、怪文書で『花咲七葉は援助交際をしている』って……」

「……」

「今週の日曜日、パパも加えて校長先生と話すことになってる。もしかしたら、退学になるかもしれないんだ……」

　そんな出で鱈たら目めな情報のせいで、七葉が退学になるなんて。そんなことあってたまるか。俺たちは援助交際なんてしていないし、出かけてたから何だ。ただ、仲が良いだけの関係だっていくらでもあるだろうに。

「だから、俺に迷惑がかかるから関わるのをやめようってことか」

「……うん」

　七葉らしくない。

　七葉はもっと、悪魔みたいなやつで、俺の事情なんてお構いなしのやつだ。

「七葉」

　だったら、その悪魔キャラを貫き通せ。

　俺にできることは、七葉が七葉らしくあれるようにしてやることだ。

「俺のことは気にすんな。お前の好きなようにやれ。自分のことを一番に考えて、俺に迷惑をかけろ。それが、お前だろ」

　壁の向こう側、目には見えないけど、そこにいる七葉を見て。

　俺は七葉にとって、頼れる存在でないといけない。それは隣人だから、大人だから、それだけじゃない。
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　俺が、俺自身がそうなりたいと、心のどこかで思っていたから。

　このまま七葉が来なくなるなら、清々するなんて思っていた。でもどこか、俺は七葉との生活を楽しんでいた部分もあったと気付けた。

「私、頑張る。頑張って、潔白を証明してみせる！」

　方法なんてないのかもしれない。

　でも、俺だってやれることはやってやる。

　その先に、また二人で食卓を囲める未来があるなら。

「見ろよ」

　空に浮かぶ月を見上げて。

　今日はなんだか一段と綺き麗れいで大きく見えるのはなぜだろう。

「月、綺麗だな」

　言ってから思い出す。たしか、そんな愛の伝え方があったことを。




「月はずっと前から綺麗だったよ──」







七話　ストーカーとベランダ







　お兄さんとのベランダでの会話の翌日、水曜日。

　学校にあんな怪文書が届いたのに、私はひとまず今週は通常通り登校することになった。

　ただし、条件として怪文書や写真のことは他言無用。

　この高校の生徒が援助交際をしていると、学校の外にバレるのがまずいらしい。だから先生たちは、これ以上外に広がらないように犯人を探しているみたいだ。

　怪文書と写真は学校のポストに直接投とう函かんされたようで、まだおそらく外には漏れていない。

　これがバレると、多分私はすぐに処分を受けることになってしまうだろう。

　私は、考えた。

　この学校を退学にならず、お兄さんにも迷惑をかけないで済む方法。

　私が日曜日までにできることは、全てやろう。

　それでも結果は変わらないかもしれないけれど、やらないよりきっとマシだ。

　まず、犯人を探すこと。名探偵ナノハ、参上!!

　犯人の目的。思いつくのは私、もしくはお兄さんへの嫌がらせ。だとしたら私たちどちらかに恨みのある人間。

　学校への嫌がらせの可能性もある。それに私が利用された、というパターン。でも多分ないだろう。

　だったらひっそりとポストになんて入れないで、もっと世間にわかりやすく門や建物に貼り付けたり、いくらでもやりようがある。

　誰にも気付かせずにポストに入れたのは、学校内で解決させたかったから？

　多分私への恨み、その線が濃くなってきた。

　それと、私の名探偵ぶりも良くなってきた。えっへん。

「は、花はな咲さきさん、昨日は大丈夫だった？」

「あっ、堀ほり川かわくん。うん、まあなんとかね！」

　お昼休み、脳内で一人探偵ごっこをしていた私に堀川くんが尋ねてくる。

　今日、学校に来てから色んなクラスメイトからなにがあったのか聞かれたけれど、口外するわけにもいかず、なんとか誤ご魔ま化かしていた。

　だから堀川くんにも言うわけにはいかなかった。

「どんな話だったの？」

「どんな……」

　他のクラスメイトは察してすぐに引き下がってくれたけれど、どうやら堀川くんはまだ気になるみたいで、引き下がらない。

「ごめん、なにも言うなって言われてるから」

「そっか。僕でよかったらなんでも聞くから、いつでも話してね」

　堀川くんは優しい。

　一年生の頃から私をよく気にかけてくれていた。

　堀川くんなら、犯人を探すのを手伝ってもらうのもいいかもしれない。彼は頭もいいし、きっと私では導き出せないヒントのようなものを見つけてくれるかもしれないし、むしろ犯人を見つけてしまうこともありそうだ。

　でも、誰にも言うわけにはいかない。

　言ってしまって、もしそれが学校の外に漏れるようなことがあったら、お兄さんに迷惑がかかる恐れもある。それだけは、絶対に避けたい。

　私が学校を退学になったって、どうなったっていい。

　でもお兄さんが辛つらい思いをするのは嫌なんだ。

「ありがとう堀川くん」




　　　　＊＊＊




　七なの葉はが俺の家に来なくなって二日経たった木曜日。全ての処分が決まるのは日曜日。猶予はあと少ししかない。

　七葉には、迷惑をかけろなんて言ってかっこつけてしまったが、どうしよう。

　未成年淫行で捕まるなんて嫌だぞ。実際なにをしたわけでもないし、あいつが勝手に俺の家に来ていたわけだから、なにも悪くないんだが。

　それにしても、一体どこのどいつが俺たちのことを学校に密告したんだろうか。

　そんなことをして得する奴やつなんて、果たしているんだろうか。

　七葉は日曜日に校長先生と話をすると言っていた。だったら、俺はその結果報告をただ待っているだけでいいのか、いいわけない。

　俺は自分を守るためにも、七葉を守るためにも、なにかできることをしないといけない。

「せんぱ～い、難しい顔してどうしたんですか～？」

　何な故ぜかまた家に夕食を食べにきている森もり下したが、テーブルに突っ伏して言う。

「なんもねぇよ」

　この件は誰にでも言っていいことではないだろう。

　広まればきっと、七葉が更に不利になってしまう。俺のせいであいつに迷惑はかけたくない。

「先輩なにか隠してますね？　私にはわかりますよ」

「なんもねぇよ」

「ほらぁ、言ってくださいよぉ」

　どんどん詰め寄ってくる。ご飯中なのに、行儀の悪い奴だ。

「なんもねぇって」

「先輩のウソつきぃ……」

「バカっ！　近ぇよ！」

　気付けば森下の手が、俺の胸に触れていた。そんな距離で、耳元で囁ささやくようにそんなこと言うんじゃない。

　俺が森下の肩を持ち、突き放す。

　そうでもしないと、このままでは押し倒されてしまうのではないかと感じるほどの距離だった。

　いつかの七葉を思い出す。

「ちぇっ、先輩のケチ」

「ケチでいいよ。別になんもねぇからな」

　どうやら夕食を食べ終えたらしい森下は、食器を洗い場に持っていったあと、何故かベランダに出る。

　後ろ姿がまるで拗すねた子供だ。

　俺も食べ終わったので、食器を洗いにいく。

　森下が来たから三人前作らないと、と無意識に七葉がいることになっていた。

　もう今はいないのに、あいつがいることは俺の中で当たり前になっていたんだな。

「先輩」

「なんだ」

　食器を洗う俺に、森下がベランダから声をかけた。

　森下の声は、心ここに在らずという言葉がよく似合うトーンで。

「なんかいます、外。七葉ちゃんの部屋めっちゃ見てます」

「なに？」

　森下の言葉で俺はすぐに手を拭ってベランダに出る。

　その瞬間、俺のドタバタという足音で俺たちの存在に気付いた人影は、その場から走って逃げていく。

「なんだあいつ」

「七葉ちゃんのストーカー？」

　言われて、思った。

　もしかして、あいつが今回の密告者なんじゃないか、と。

　理由は、はっきり言って直感だった。

　でも、もしもあいつがそうだとするのなら。

　あいつは七葉が好きでストーカーをしていた。そこに現れたのは俺。そして嫉妬のあまり俺たちの関係をかき回すために……。

「あいつ捕まえてくる！」

「えっ、先輩!?」

　アパートを飛び出す。

　ジャージにサンダル、すっげぇ走りにくい。

　でも逃げ出したあいつもどうやら足はそう速くないみたいで、まだ背中は見えている。

　間に合え。間に合えば、あいつを捕まえれば、写真の件は解決するかもしれない。だから、走れ。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　学生時代はいつもなにかしら部活に打ち込んでいた。でも、もう会社員になって二年は経ってる。

「おえっ」

　思ったより、俺はおじさんだったのかもしれない。

　もう息は随分あがっている。久々にちゃんと走ったもんだから、頭がぐあんぐあんと音を立てながら揺れる。

　もう、無理か。そう諦めようとした時、背後から走ってくる森下が俺を追い抜いていった。

「先輩ほんとおじさんですね！　私に任せてください！」

　森下はぐんぐんと速度をあげて人影を追跡する。

　人影は遅いが、中々体力のあるやつだ。さっきから全然速度がおちていない。

　そして森下は、五秒もしないうちに速度がゼロになる。つまり、止まってしまったわけだ。

「はぁ、はぁ、先輩……運動不足じゃ、ないです……か」

「お前もだよ！」

　結局、七葉の部屋を覗のぞき込む怪しい人影は捕まえられなかった。

　でも、収穫はあった。

「これ、あいつが落としていきました。メガネ、ですね」

　森下が拾ったのは、シンプルな黒一色のウェリントンメガネ。

　持ち主は真面目そうだな、という印象を受けるメガネだが、落とし主はストーカーだ。

「先輩つけます？」

「なんでだよ」

「それにしても、あの人なんだったんですかね？」

　本当に、俺も知りたいよ。

　あいつがもしもそうなのだとしたら、いやそうじゃなくても、このことは七葉に言っておかなければならない。

　俺はあの日、一緒に月を見た日。七葉とＬＩＮＥを交換した。

　だから、早速そのトーク画面に文字を打ち込んだ。

『後で話せるか？　ベランダで待ってる』

　別にＬＩＮＥでやりとりすればいいんじゃないかと送信してから思ったが、今七葉が元気にしているのか、直接会って声を聞けば少しはわかる気がして。

　元気にしてるよな？　それが確認したいんだ、お隣さんとして。




　森下は夕食も食べたし、すぐに帰ってもらった。

　あいつだって明日も仕事だから、そんなに長居するつもりはなかったらしく、すんなりと帰ってくれた。

　そして、もう一度七葉にＬＩＮＥを送る。

『今から、出てこれるか？』

　既読はすぐにつき、返事はこないが、代わりにベランダの方から窓を開けるカラカラカラという音は聞こえた。

　だから俺も、同じように窓を開けてカラカラカラと音を鳴らす。

「聞こえるか？」

　ベランダの手すり壁に体を隠すように屈かがんだ。

　さっきまでここをストーカーが見ていたんだ。もしかしたらまたいつ戻ってきて写真を撮られるかわからない。

　七葉は察しのいいやつだからすぐに俺の意図に気付いて、同じように手すり壁に体を隠した。

「うん。聞こえるよ」

　毎日一緒の部屋で、一緒の釜の飯を食っていたのに、こうして仕切り板越しに会うのはなんだか不思議な感じがする。

　それは俺だけじゃなく、七葉もそうらしく、お互いに緊張しているようなぎこちない会話で。

「元気か？」

　そんなこと、聞かなくても声だけで大体わかる。伊だ達てに毎日一緒にいたわけではない。

　なのにそんなことを聞くのは、緊張のせいなのか。俺はなんで、緊張なんかしてるんだ。

「うんっ、元気だよ。お兄さんは？」

　緊張しているのは、俺だけじゃない。

　七葉も同じ。ぎこちない喋しやべり方から緊張が伝わってくる。

「お前のせいで一人前の食事作るのが下手になっちまったよ。いつもちょっと多くてさ」

「そっか、じゃあ早くお兄さんのお家うち行かなきゃだね」

　そうだよ。早く来いよ。

　俺はお前がいないと、なんだか調子が狂っちまうんだよ。

「ばーか、来んなよ」

「そんなこと言って、ほんとは私がいないと寂しいでしょ？」

「うるせぇな、お前はほんとに……」

　話したいことはたくさんある。

　そのどれもが、日常のどうでもいいような話。

　たとえば、今日会社で森下が俺の机に座りやがったとか、スーパーで卵が割引されてめっちゃ安かったとか、そんなくだらない話。

　前はどんなことを話していたんだろう。

　前は、どんな気持ちで話していたんだろう。

「ねぇ、お兄さん」

　夏なのにやけに冷たい夜風が頬ほおを撫なでる。

　七葉はちゃんと風邪をひかないように温かくしているだろうか。

　仕切り板を隔てているこの状況ではなにもわからない。

　いつものあいつのニヤニヤした笑いも、風に揺れる繊細な髪も、いつも俺といる時はほんのりと赤い頬も。

「私、早くそっちに行きたいよ」
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　金曜日。学校では誰も私の置かれた状況など知らず、いつも通りに接してくる。

　私がお兄さんと援助交際をしていると、疑われていることなど、誰も知らない。

　だから態度を変える人ももちろんいないのに、堀川くんだけは違った。

「花咲さん、何かあった？　元気なさそうだけど」

　元気がないのは事実だけど、誰かに気付かれるほど私はわかりやすくはない。

「堀川くん、メガネ変えたんだね？」

「えっ、あ、う、うん」

　昨日、お兄さんが言っていた。

『お前の部屋を覗のぞいているやつがいた。そいつが落としていったけど、見覚えあるか？』

　渡されたのは黒縁のメガネ。

　最初見た時は全く気付かなかったけれど、今こうして堀川くんを見て気付いた。

　あれは、堀川くんのものだ。

「なんで変えたの？」

　お兄さんに追われて、落としてしまった。それが本当の理由だ。でも、そう答えるわけもなく。

「壊れちゃったから、変えたんだよね」

　明らかに焦っている堀川くん。

　堀川くんが私の部屋を覗き込むって、なんでなんだろう。目的がわからない。

　堀川くんが私の部屋を覗いていた犯人だとして、だったら学校のポストに写真を入れたのも堀川くんなのか、その確信はまだない。

　なにか、証拠があれば。
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　土曜日。明日、七葉の処分が決まるらしい。

　俺にできることはもうないだろうか。できることは全部やっただろうか。まだ、なにもしていない。

　そもそも俺にできることなんてないんじゃないのか。

　疑われてるんだから、何もしないのが最善策なんじゃないのか。

　でも、あいつが頑張ってるのに俺が何もしないままでいいのか。いいわけない。なにか、しないと。

「今日は七葉ちゃん来てないんだね」

　純じゆんと葵あおいが来ていた。

　二人は七葉みたいに毎日来ているわけではないが、月に三回くらいは来ている。

　二人とも明日は休みだからと、一緒にお酒でも飲もうと集まった。でも、そこに七葉はいない。

　そのことを疑問に思った葵が、少し火照った顔で俺を見ていた。

「忙しいんじゃねぇのか」

　この二人のことは信用している。他言することなど確実にないと言っていいだろう。

　でも、二人にも説明できていない。

「七葉ちゃん来てねぇとなんかつまんねぇな～。蓮れん太た郎ろうの家じゃないみたいだぜ～」

「ここは俺んちだし、あいつはただの隣人だ」

　純はどうやら七葉と相性がいいらしく、いつも楽しそうに話しているのを見る。なぜかそれを見てモヤモヤすることがあるが、あれはなんなんだろう。

「私七葉ちゃんに連絡しよーっと」

　お酒が入っていつもと少しテンションの違う葵が、スマホを操作し始める。七葉にＬＩＮＥでも送るつもりだろうか。

　別にそれくらいなら問題ないだろうと思っていたんだが……。

「あっ、もしもし～」

「ってなにやってんだ！」

　すぐに葵からスマホを取り上げた。が、画面は真っ暗で何も映っちゃいない。電話なんて、かけていなかった。

「ふっへへ～、れんたろー必死だね～。七葉ちゃんとお電話するのは照れまちゅか～？」

「う、うぜぇ……」

　だから嫌なんだ、葵にアルコールを与えるのは。

　酔うとこいつほんとめんどくせぇんだよな。七葉が可愛かわいく思えるくらい。

「ダメだよれんたろー。ちゃんと、思いは伝えなきゃさ～」

「うるせぇな、酔うほど飲むんじゃねぇよ」

　それに、思いを伝えるってなんだよ。

　それじゃあまるで、俺があいつを好きみたいじゃねぇか。

「蓮太郎、葵は責任持って俺が連れ帰るよ」

「頼んだ」

　酒が入ると葵は世話の焼ける妹になる。

　そしてなぜか、そうなると純が責任感を発揮し始める。

「ほんとお前ら、良い関係だな」

「蓮太郎、七葉ちゃんとなんかあったか？」

　いつの間にか眠ってしまっていた葵を背負った純は、荷物を持ち振り向くこともなく言う。

「……は、な、なんでだよ」

「ばーか。何年一緒にいると思ってんだよ。俺だけじゃないぜ、葵も気付いてる」

「……」

　何に気付いてるのかは言わない。言わなくても、わかっている。そう言っているようで。

「これだけ言っとくぜ。後悔すんなよ、親友」

　ドアの向こうに消えていく純の捨て台詞ぜりふに、少し思うところがあった。

　このままなにも行動しないままでいいのか、そう自分に問いかけて、答えを探す繰り返し。

　違う。純が言いたかったのは、これじゃない。

「はっ、クッセェ台詞吐き捨てていきやがって。アホが」

　答えを探すんじゃない。

　純が言いたかったのは、後悔しない選択をしろ。そういう意味だ。

　俺は、俺がしたいことをする。

　待ってろ、七葉。







八話　保護者と解決







　俺にできること、俺がしたいこと。俺が、七なの葉はにしてやれること。

　日曜日。向かう先は街のカフェ。コーヒーを飲みに来たわけじゃない。目的はそのカフェで待ち合わせをしていた人物だ。七葉の隣人だと思われている葵あおいが連絡先を交換していたらしく、このために呼び出してもらった。

　先に着いて席に座っていると、頭上から声をかけてきた。

「こんにちは。お待たせしました」

「こんにちは。俺も今来たところですよ、お父さん」

　そう、待ち合わせていたのは七葉の親父おやじさん。

　七葉の学校から既に連絡を受けて、俺が本当の隣人であることも、俺と七葉が隠し撮りされたことも、知っている。だからもう、騙だますようなことはしなくてもいい。

「まさか、貴方あなたが本当のお隣さんだったとは……」

「嘘うそをついていてすみません」

「いいえ、七葉にそんな嘘をつかせてしまっていたのは僕の責任です」

　思っていたより穏やかだった。七葉の話を聞く限りでは、今日俺は無事では帰れないと思っていたんだが。

「今日来てもらったのは、誤解を解くためで……」

　少し緊張しながらも、今回の件の弁解をしようとした。

「わかっていますよ、なにも疚やましいことはないことくらい」

「えっ……」

　でも弁解する前に、親父さんに遮られて。

「僕と妻は、仕事が忙しくて七葉に親らしいことをしてあげられなかったんです。だからあの子は幼い頃から僕らの気を引こうと悪戯いたずらばかりで……」

「……七葉らしいですね」

　親父さんは懐かしみ微笑ほほえむ。俺の知らない、昔の七葉。

「最近ずっと貴方の話ばかりするんです。その時の七葉が本当に楽しそうで……」

　どんな話をしているのか、少し気になるな。変なこと言ってねぇだろうなあいつ。

「正直親しくしているお隣さんが男性だと知って、親としては不安もあるんですよ」

　それは当然のことだろう。俺だって、自分に娘がいたとして、知らない男の家に入り浸っているなんて知ったら気が気じゃない。

「でもね、あの子が話している顔を見ていればわかるんですよ。貴方はきっと、七葉を家族のように大切に想おもってくれている」

　どうなんだろうか。俺は、七葉をそんな風に想っているんだろうか。

　買い物に行くと七葉の分の食材も買う。帰りが遅いと大丈夫だろうかと考える。いつも帰ると「ただいま」と「おかえり」を言い合って、家を出る時は「いってらっしゃい」も「いってきます」だって言う。

　思い返してみて、それはもう言い逃れできないくらいにその言葉が似合っていて。

「お父さん、お願いがあります」

　いつも勝手に上がり込んできて、いつも一緒にご飯を食べて、いつも揶揄からかってきて、そんな毎日にうんざりしているように格好をつけて。

　でも、もう俺は気付いている。

　俺はあの腹立つＪＫといることが楽しく思えていたことに。

「これから七葉の学校に話し合いに行きますよね？　そこに一緒に行かせてもらえませんか？　七葉のピンチなら、力になりたいんです」

　だから、行かなきゃ。いいや、俺が行きたいんだ。
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　とうとう日曜日がやってきた。今日、私の処分が決まる。

　休日の学校に向かう足取りはいつもよりずっと重くて、憂鬱だ。

　それは休日なのに学校に来ることに憂鬱さを感じているのではなく、これから始まる話し合いに対してだ。

　お仕事で忙しいのに、パパも来てくれる。

　私は沢山の人に迷惑をかけてしまっている。お兄さんにだって。

　学校に入る前の長くて勾配の急な坂が、いつもよりしんどく感じる。

「はぁ……」

　緊張してきた。上手うまく説得できるだろうか。

　パパは少し遅れるみたいだから、私一人で先に行って待ってなきゃいけない。

　その間に、少しでも校長先生を説得してやる。私はなんとしてでも、お兄さんと離れ離れになりたくないから。

　一階の廊下を少し奥に進んだら、偉そうに一番奥にある校長室。さらにその部屋の奥、偉そうな大きな椅子に座っているのが、偉そうな校長先生。

　深呼吸して、ドアをゆっくり三回ノックする。

　たしかこういう偉そうな人がいるところに入る時は、ノックはゆっくり三回するのがいいと聞いたことがあるから。

「お邪魔します」

　しまった。ついいつもお兄さんの家に忍び込む時と同じ感じで挨拶をしてしまった。いや、思い返せばそもそもお邪魔しますも言ったことなかったけど。

「座って待っていてください。お父様ももうすぐ来られるそうです」

　校長先生はやっぱり偉そうに偉そうな椅子に座っていた。私はそんな校長先生に促されたソファに腰掛けることなく、机に広げられたお兄さんと私が写った写真を手にして。

「この人と私は、何もありません！　ただの隣人です！」

　今一度、告げる。

　ただの隣人。そう言った私の手には、お兄さんの腕に絡みつく私が写った写真があって。

「君、本気でこれがなにもないと？　いい加減にしてください。私だって我が校の生徒に援助交際をしている子がいるとは思いたくないんです。でも、これは第三者が撮った紛れもない事実でしょう？」

　よりにもよってこの写真を突きつけてしまったのはミスだ。

　どうすれば、濡ぬれ衣ぎぬだとわかってもらえるのか。

　仲の良い、ただの隣人なのに。

「私だって大事にはしたくないんです。でもねぇ、誰が撮ったのかもわからない写真に、本当に援助交際ではないという証拠がない」

　校長先生の言ってることは正しい。それはわかっている。だからって、お兄さんとの日々を捨てたくなんてない。

　私にとって、お兄さんとの日々は何にも代えられない宝物なんだ。

「でも……」

「でもでどうにかならないんですよ」

　もう、ダメだ。

　校長先生はもう、話を聞く気がない。

　疑わしきは罰せよの考えで、私の意見など聞き入れてくれていない。

　もう、お兄さんには会えないのか。そんなの嫌だ。嫌だけど、どうしたらいいの……。

「お兄さん……」

　呟つぶやくように溢あふれたその言葉の後には、ドアを三回叩たたく音が続いて。

「入ってください」

　パパが来たんだ、そう思って振り向いた先には、ずっと待ち望んだ、心から求めた人がいた。

　ずっと会いたかった人。側そばにいたい人。

「お兄さん！」

　あの時と一緒だ。私たちが、初めて会ったあの日から、何も変わらない。

　変わらないまま、大好きなお兄さん。

「君は……！」

　校長先生が写真とお兄さんを交互に見て目を見開く。それもそのはずだ。まさか問題になっていたお兄さんが、自分からやってくるなんて思いもしないだろう。

「ただの、隣人です」

　面倒ごとを嫌うお兄さんなのに、わざわざ駆けつけてくれたのは、自分が社会的に死ぬのを防ぐため？

　それとも。

「俺たちはただの隣人です。本当に少し仲が良いだけなんです。信じてください。それになんでこんな奴やつと俺が……」

「ちょっとお兄さん、こんな奴ってなに？　私のどこらへんがダメなんですかー！　スーパー美少女ＪＫ七葉ちゃんだよ!?」

「うるせぇ今そんなこと言ってる場合じゃねぇだろうが！」

「先に言ったのはお兄さんじゃん！」

「文句あんなら普段からもっと素直にしとけ！」

「素直だもん！　お兄さんこそ素直になんなよ！　本当は私が美少女すぎて照れ隠しにこんな奴とか言ってんじゃないの!?」

「お前助けに来てやったのに良い度胸してんなぁ!?」

「別に頼んでないもん！　べー！」

「うおっほん！　……二人とも、お静かに」

「「あ、すみません」」

　久しぶりにお兄さんとまとも（？）に話せて、ついついヒートアップしてしまった。

　校長先生に言われるまで周りの状況が全く理解できていなかったことを、反省しなければ。

　お兄さんは助けに来てくれたと言った。でも、正直お兄さんが来たら余計に私たちの関係が疑われるだけだ。

　なのにどうしてだろう、こんなに心強くて、安心できてしまうのは。

「七葉、久しぶり」

「パパ、そんなに久しぶりでもないよ」

　パパは過保護だから、三日以上会わないと久しぶり認定になる。

　そんな親バカのパパと、私、そしてお兄さんを加えた三人でソファに座り、校長先生の説得に入る。

「校長先生、初めまして。七葉の父です」

「初めまして。校長です」

　なんでそこで名前ではなく役職で答えるのか。

　この校長先生、自分が校長であることを自慢に思っているんだろうな。

「校長先生に、伝えておきたいことがあり、今日は来させていただきました」

　パパのこんなよそ行きな話し方、初めて聞いたかもしれない。普段はもっとおちゃらけていて、私によく似ているのに。

「彼には、私自身から七葉のことをよろしくとお願いしています。だから、一緒にいるのも私からの願いなのです。彼には信用を置いているので、どうかもう少し、仲の良い隣人同士として様子を見ていただけないでしょうか？」

　私のことをよろしく、なんて伝えていたのか、知らなかった。そもそもお兄さんはパパにとって、娘の隣人の弟という立場だったはず。でも、今こうしてパパとお兄さんは一緒にここに来た。

　ここに来るまでになにがあったのかはわからない。でも、隣人ということはパパももうわかっているみたいだ。

「すみませんが、全ての決定権はもうじき来る理事長が決めることになっています」

　校長先生が偉そうにしていたから、てっきり校長先生が全部決めるのかと思っていたけど、どうやらまだ偉い人がいるらしい。

　その校長先生の言葉に呼応するように、廊下から足音が、この部屋に近づいてくる。

　テクテクテク、カツカツカツ。

　二種類の足音がある。一つは革靴の重い音。重さからして男の人っぽい。そしてもう一つは、子供？　軽い、楽しそうな足音。

　足音が校長室の前で止まると、偉そうに座っていた校長先生がそれに反応して飛び上がり、ドアが開く。

「やあやあ、お待たせしました」

「やあやあ！」

　現れたのは、見覚えのあるツルツルの頭と、可愛かわいい女の子。

「あー！　おじさんとねーねだ！」

　私とお兄さんは知っている女の子。それとツルツルの人。

　夏休みに出かけた水族館で、迷子になっていたりんちゃんだ。それとツルツルの人。

「おじさんじゃねぇって……」

「おや、あなたたちは、りんちゃんを見つけてくれた……！」

「理事長、お知り合いですか??」

　どうやらこのツルツルの人が、理事長らしい。じゃありんちゃんは理事長の孫ってことか、御令嬢じゃん。

「この方たちが今回の件の？」

「ええ、そうです」

「まさかあなたたちとこんな形で再会できるとは思いませんでした」

　理事長はお兄さんと握手しながら、笑顔で対応する。

「理事長さん、俺たちは本当に疾やましい関係じゃないんです。信じてください」

「私からもお願いします。娘と苺いちご谷たにさんを信じていただけないでしょうか？」

　お兄さんとパパと私はまっすぐな目で訴える。手を合わせて願った。どうか、私からお兄さんのいる日常を奪わないでほしいと。

「あなたたちには恩があります。親御さんのご了承は得ているようですね。それに、何人もの人が見て見ぬふりをした迷子のりんちゃんを、助けてくれた。そんな人を、私は信用します。ですが、流石さすがに無条件で見逃せるほど小さな問題でもありません」

　理事長はサンタクロースのような髭ひげを触りながら。

「少しの間は、様子を見るという形をとります。もしもまた、このようなことがあれば、その時はしっかりと処罰を受けていただきます」

　つまりは、今回は見送りということで。

「お兄さん！」

「七葉！」

「「っし!!」」

　二人でハイタッチをした音が、静かな校長室に響いて。

「お静かに」

「「あ、すみません」」

　何はともあれ、今回はとりあえず処分は見送りになった。

　でも、まだなにも解決していないことがある。それを解決しない限り、私たちの関係はまたすぐにかき回されることになる。

　写真と怪文書を学校のポストに入れた犯人、その犯人が堀ほり川かわくんであると、証明しなければいけない。そして、もうやめるようにお願いしないと。

「おじさんおこられてたの？　ださーい」

「うるせぇな、大人を揶揄からかうなよ」

　お兄さんとりんちゃんが戯じやれている間に、私は一人、校長室を出て校門に向かう。

　堀川くんに、校門前に来てほしいと送ったＬＩＮＥには、昨日の時点で既読がつき、『わかった！』と返事も来ている。時間も伝えたし、もういるはず。

「やあ、こんにちは花はな咲さきさん」

「堀川くん。やっぱり君だったんだよね」

　堀川くんに、黒縁のメガネを突きつける。

「あのアパート、防犯カメラがついてて、そこに堀川くんが映ってた。全部、堀川くんの仕業だったんだよね」

「な、なにを言っているんだい？　僕は君たちを撮ったりしてないよ？」

「ほら今、『君たち』って言ったよね。私、別になにも言ってないのに」

　本当はアパートにカメラなんて付いていない。ただ、かまをかけるための嘘うそだ。

　それなのに、堀川くんの動揺具合。そして私だけではなく、複数人の写真を撮ったという事実を知っている。

　そもそも、堀川くんは私の部屋が誰かに覗のぞかれていたことも知らないはずなのに。

「どうして……どうして!!」

「えっ……」

　堀川くんが私の腕を掴つかみ、充血させた目を見開いて顔を近づけてくる。

　怖い。優しかった堀川くんの面影なんてそこにはなくて。

「僕はこんなにも君をすきなのに！　あんな奴を選ぶくらいなら、僕を選びなよ！　僕なら君を幸せにしてあげられる！　君たちの関係は誰も認めてくれないよ！」

　怖くて脚が動かない。腕を掴んできている手を、振り解ほどく力も入らない。

　でも、堀川くんはどんどん近づいてきて。

「僕のものにならないなら……！」

　腕を振り上げて、私目掛けて。

「おい、なにやってんだ」

　振り下ろされる直前に、男らしい腕がそれを阻止して。

「お前だろ、盗撮犯」

「ち、違うっ！　僕じゃない！」

「馬鹿野郎。今のみんな見てたんだよ。もう、言い逃れできねぇぞ」

　お兄さんの後ろには、パパも、校長先生も、理事長も、りんちゃんも。

「君が、写真と怪文書の？」

「……っ！　そうだよ！　僕は正しいことをしただけだ！　このおじさんが花咲さんを誑たぶらかしたから！」

「違うよ、堀川くん」

「えっ……？」

「私は自分からこのおじさんに関わってるの。このおじさんはむしろ、被害者みたいなものだよ」

「だからおじさんじゃねぇよ……」

　堀川くんも、私のその言葉でようやく冷静さを取り戻して、というかなんかがっくりしてて、全部を諦めたような。

「君は少し校長室で話そうか」

　お兄さんから堀川くんを預かった校長先生と理事長が、校舎内に消えていく。

「かっこよかったね！　おにーさん！」

　りんちゃんも、後に続いて。

「ようやくお兄さん呼びかよ。あのやろう」

「ありがとう、お兄さん。また助けられちゃったね」

「は？　また？　なんのことだよ」

「んーん、なんでもないっ」

　お兄さんは忘れてしまっているけれど、私は初めて会ったあの日から、お兄さんにお世話になりっぱなしだよ。

　だから、今日くらいは照れくさいけど、ちゃんと伝えなきゃいけない。

「お兄さん、いつもありがとう」

「なんだよ急に……」

「にっしし～。照れた？　今照れたでしょ!?」

「照れてねぇよ！」

　結局また揶揄ってしまった。でも、これが本来の私たちの関係であるような気がして、安心する。やっと、戻ってきたんだ、って。

「そういえば、なんでパパとお兄さんが一緒に？」

「苺谷さんから呼ばれてね。娘をくれ、って」

「んなこと言ってない！」

　お兄さんが恥ずかしそうにパパを止める。何を恥ずかしがってるのかわからないけれど、パパもニヤニヤしているし、とりあえずは問題なさそうだ。

「いやぁ蓮れん太た郎ろうくん、まさか君がうちの娘をそこまで想おもってくれているなんてねぇ？　にっしし～」

「あんたら親子だなぁ!?」

「え～！　お兄さんなんて言ったの!?　パパ教えて！」

「くそ、お前らやめろぉ!!」

　これからも私たちがこうして関わっていくことで、今回みたいなことになるかもしれない。でも、それでも私はお兄さんと一緒にいたい。

　今はまだ恥ずかしくて言えないけれど、お兄さんが大好きだから。







エピローグ　会社員とＪＫ







　未成年の隣人ＪＫとあらぬ疑いをかけられた俺は、無事自らの善行の甲か斐いもあり、今回は不問となった。

　でも七なの葉はとこれからも一緒にいるということは、いつ同じ疑いをかけられてもおかしくはないだろう。

　結果完全になかったことにはならなかったけど、とりあえずは問題にはならなくて、その代わり条件を与えられた。

　一つ、軽度のスキンシップ含め、周囲を勘違いさせるような行動を慎むこと。

　二つ、他人にこの関係のことを話さないこと。

　そして最後に、これはこの問題とは全く関係ないが、次のテストで赤点ギリギリセーフの七葉を、平均点をとれるまで勉強させること。

　今回のことを利用して、学校側から上手うまく条件を足されてしまった。

　これを聞いた時七葉は一番辛つらそうな表情をしていたな。

　あいつが越してきてから俺の生活は一変した。

　幼おさな馴な染じみの葵あおいと純じゆん以外に、家に人が来ることがこれまでなかった。

　七葉もそうだが、会社の後輩の森もり下したもその一人だ。

　七葉と同じように俺にウザ絡みしてくる。なんだよ、流行はやってんのかよ。

　あいつらもしかすると結託して俺をおちょくってる可能性すらある。

　七葉がしてきたウザ絡みを、翌日森下も同じ内容でウザ絡み、なんてこともよくあるし。

　今日、俺がスーツを着ていることにしても、七葉ならいじってきそうだ。

　だって、初めて葵以外の女の部屋に行くんだから、何着ていけばいいかわからないだろう。

　約束の時間が近づき、俺はネクタイを締める。

「っし。行くか」

　行くか。と言っても、行く先は隣。七葉の部屋だ。

　全てが解決して、御礼がしたいと本人から招待を受けた。

　俺が女子高生であるあいつの部屋に入ることはなんだか悪いことをしている気分になってくるが、今日だけだ。それに疚やましい気持ちは一切ない。断じて。

　インターホンの前で深呼吸。なんだかんだいっても、これが初めてなんだ、あいつの部屋を訪れるのは。

　ピンポーン。

　鳴った。鳴らした。鳴らしてしまった。

　なんで俺こんなに緊張してんだよ。手汗やばっ。

「はーい」

　中から聞き慣れた女の声がする。あれ？　おかしいな、こいつがなんでいるんだ？

　扉が開いて、俺が来るはずだった場所じゃないんじゃないかと思い、もう一度表札を見る。

「間違いない。七葉の部屋だよな」

「何言ってるの、みんな待ってるよ」

　俺を出迎えてくれたのは七葉ではなく、葵だった。

　俺の手を引いてリビングへと連れて行く。明らかに七葉と葵以外にもいると思われる靴の量、低い声、そして俺と葵を除いてもおそらく三人はいるであろうリビングの活気。

「他に誰かいんのか？」

「見たらわかるよ」

　廊下を抜けてリビングに顔を出すと、見知った顔が一緒にお酒を飲んでいた。七葉はジュースだけど。

「おーっす！　蓮れん太た郎ろうおせーぞ！」

「そうですよせんぱーい！　もう私たち出来上がっちゃってますよ～！」

　顔を真っ赤にして缶ビール片手に純と肩を組む森下。

　森下が七葉と仲が良くなっていたのは知っていたが、まさか知らない間に純とも仲良くなっていたなんて。

「お前ら仲良かったんだな」

「それがね、今日が初対面なの」

　横で呆あきれながら葵が言った。え、じゃあこいつら今日会ってもうこれ？　は？

「先輩の子供の頃の恥じゅかちい話とかいっぱい聞いちゃいました～！　あははっ、思い出すだけで笑えるんだけどーっ！」

「ばっか純てめぇなに話しやがった！」

「なんも話してねぇよ！　信じてくれよ友達だろ!?」

　俺が純の胸ぐらを掴んで体を揺する。

　後で森下も頭を強く殴って何もかも忘れさせよう。

「ちょ、蓮太……オェェェェ!!」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　うん。揺すってごめんね。もうしません。

　純の吐と瀉しや物ぶつを処理して、汚れたジャケットを七葉に洗ってもらった。

　たしかに揺すったのは俺だが、スーツだぞ？　勘弁してくれ。

　と、ふと周りを見てみると、葵も純も森下も、そして家主である七葉は勿もち論ろん、みんなが普段着だった。これは困った。

　気付かれないうちに汚れたからとか言い訳つけて着替えに帰った方が良さそうだ。じゃないと……。

「そういえば、なんでお兄さんスーツなの？　もしかして、女の子の部屋にお邪魔したことなさすぎてなに着ていけばいいかわからなかった？　そうなの？　そうなんだよね!?」

「…………」

「やっぱそうなんだー！　ぷーっ！　お兄さんのどうてーい！」

「…………」

　ほらな、こうなる。

　俺も馬鹿だな。わかってただろ、こうなることくらい。どうして何か対策を立てておかなかったのだろう。いや、今からでも適当に嘘うそをつけば誤ご魔ま化かすことはできる！

「今日、会社に行ってたんだ。ちょっと大事な書類を忘れてな」

「え、先輩会社行ってたんですか？　休みなのに？」

「……おう。忘れ物があってな」

「無事回収できましたか？」

「……あ、ああ。なんとかな」

　森下はその返事を聞くとなにやら俯うつむいてヒクヒクし始める。こいつ、笑ってるのか？

「先輩、残念でしたね。今日会社は設備点検のため入社不可です！　ザマァ！　あははははっ！」

「じゃあお兄さん、やっぱり女の子の部屋に入るからってわざわざスーツ着てきたんだ……ぷっ、あはははっ!!」

「あぁもううぜぇ！　お前らダブルでいじってくんじゃねーよ！」

「蓮太郎ったらほーんとお茶ちや目めさんなんだからぁ！」

　純も結託してトリプルだった。うぜぇ。

「でもさ、お兄さん」

「なんだよ……」

　笑い終えて、笑いすぎの涙を拭いながら、微笑ほほえむ七葉。そして、俺に語りかける。

「こうしてまた、揶揄からかえることが、私本当に幸せだよ。色々あって沢山みんなに迷惑かけちゃったけど、ありがとう。これからも、よろしくね」

　それは七葉が見せた、揶揄い無しの本音。薄く微笑んだ表情が、いつもの七葉とは別人に見えるほど愛らしく映って。

　だから、俺も俺の本音を、恥ずかしがらずに伝えてやるべきだ。

「ああ。俺も、こっちの方が性に合う。それによろしくすんのは当たり前だ。俺たちは、隣人だろ？」

「…………ぷっ！」

「……？」

「あははははっ！　……隣人だろ？　キリッ。あははははっ！」

「てめぇほんとうぜぇな!!　今のタイミングは揶揄うとこじゃねぇだろうが!!」

　これからも、俺の日常は続いていきそうだ。

　家族のような幼馴染や、ウザい会社の後輩、そしてウザくて少し可愛かわいい、隣人ＪＫと共に。
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あとがき




　本作、『会社員とＪＫ、お隣さん歴１年目。』をお読みいただきありがとうございます。

　初めまして、今作でデビューとなりました、ナナシまるです。

　カクヨムで知ってくださっていた方は極少数だと思うので、少し自分語りをさせていただきます。

　昔から漫画しか読まない私でしたが、四年ほど前（当時十七歳）、初めて自らの意思で小説を読み、「自分でも書けそうだな」とどこからか根拠のない自信が湧き、書いてみたのが始まりでした。

　初めて書いたのはファンタジー作品で、今見返しても吐き気がするほど恥ずかしい内容なのですが、書いていた当時は「これなら受賞間違いねぇな！」と確信していました。

　書くのが楽しく、毎日夜まで働いて帰ってきたら朝まで書いてを繰り返し、いつのまにか書籍化作家になることを夢に見ていました。

　今作を書き始めた時も、「これなら受賞間違いねぇな！」と思っていました。

　書籍化するにあたり大幅に加筆したり、そもそもの内容が大きく変わっていたり、今ｗｅｂ版を読み返したらきっと吐き気がするほど恥ずかしいんでしょうね……。

　書籍化作家になるという夢は今作で叶かなったので、今は自身の作品を映像化させるという夢にステップアップして頑張っています。

　その夢を叶えるためには、読者の皆様に楽しんでいただけるような作品を提供し、読者の皆様に応援していただかなければいけません。……頑張ります。

　謝辞です。

　まずはｗｅｂ版から応援してくださっている読者様、皆様のおかげで今こうして一冊の本にすることができています。本当にありがとうございます。そして、書籍版を読んでくださった皆様、ありがとうございます。よければ感想など教えてください。エゴサします。

　書籍化するにあたり、本当に沢山お世話になりました担当編集様、おかげでこの作品は自信を持って面白いと自慢できるようになりました。これからも頼りにしています。

　イラストを担当してくださった塩しおかずのこ様、私の中でもふんわりとしか外見が決まっていなかったキャラクター達をこんなにも可愛かわいく描いてくださりありがとうございます。カバーイラストが届いた時は叫びました。最近影響されて、はあちゃま見てます。

　私が何度読み返しても見つけられなかった誤字や脱字を見つけ、その他にもこの作品を良くするために数々の指摘をしてくださった校正様、ありがとうございます。届いた原稿を見ながらそこまで見てくださるのか……と、何度も感心していました。

　他にも私の知らないところで沢山の人が関わってくださっていると思います。

　一人一人に御お礼れいを言いたいのですが、認知できていないことを申し訳なく思っています。

　これからも『会社員とＪＫ、お隣さん歴１年目。』、そして、私ナナシまるをよろしくお願いします。
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